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プライバシー権侵害・個人データ保護法違反と民事責任

第
一
章　

問
題
の
所
在
│
│
個
人
デ
ー
タ
保
護
法
違
反
と
責
任
の
拡
大

第
二
章　

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
民
事
責
任

一　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
保
障
と
個
人
デ
ー
タ
保
護
制
度
の
概
要

二　

コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
伝
統
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
保
障

三　

個
人
デ
ー
タ
の
誤
用
と
損
害
賠
償
請
求

四　

コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
桎
梏
（
以
上
、
前
号
）

第
三
章　

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
け
る
民
事
責
任
（
以
下
、
本
号
）

一　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
保
障
と
個
人
デ
ー
タ
保
護
制
度
の
概
要

　

㈠　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
保
障
の
概
要

　

㈡　

個
人
デ
ー
タ
保
護
制
度
の
概
要

　

㈢　

イ
ギ
リ
ス
法
と
の
関
係

二　

憲
法
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
侵
害
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求

　

㈠ 　
憲
法
に
よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
保
障
│
│M

cG
ee

判
決

加　

藤　

隆　

之

論
　
説プ

ラ
イ
バ
シ
ー
権
侵
害
・
個
人
デ
ー
タ
保
護
法
違
反
と
民
事
責
任

　
　
　
│
│
イ
ギ
リ
ス
、ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、日
本
の
比
較
法
的
検
討
⑵
│
│
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㈡　

公
権
力
に
よ
る
憲
法
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
侵
害
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
│
│G

ray

判
決

　

㈢　

私
人
に
よ
る
憲
法
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
侵
害
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
Ⅰ
│
│H

errity

判
決

　

㈣　

私
人
に
よ
る
憲
法
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
侵
害
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
Ⅱ
│
│H

ickey &
 A

nor

判
決

　

㈤　

私
人
に
よ
る
憲
法
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
侵
害
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
Ⅲ
│
│Sullivan

判
決

三　

憲
法
上
の
救
済
と
既
存
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
救
済
と
の
関
係

　

㈠　

憲
法
上
の
救
済
に
関
す
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
司
法
の
特
異
性

　

㈡　

H
anrahan

判
決
と
そ
の
後
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
流
れ

　

㈢　

H
anrahan

命
題
の
妥
当
性

四　

幻
影
と
し
て
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
制
度

　

㈠　

判
例
法
主
義
の
弛
緩
？

　

㈡　

網
羅
的
制
度
の
実
態

第
四
章　

日
本
に
お
け
る
民
事
責
任
（
以
下
、
次
号
予
定
）

一　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
侵
害
と
損
害
賠
償
請
求

二　

個
人
情
報
の
誤
用
と
損
害
賠
償
請
求

第
五
章　

損
害
の
概
念
と
賠
償
額
の
算
定

一　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
侵
害
と
損
害

二　

個
人
情
報
の
誤
用
と
精
神
的
損
害

三　

賠
償
額
の
妥
当
性

結
語　

個
人
情
報
の
誤
用
と
民
事
責
任

一　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
重
要
性

二　

個
人
情
報
保
護
は
基
本
的
人
権
か
？
人
間
の
尊
厳
か
？
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第
三
章　

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
け
る
民
事
責
任

一　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
保
障
と
個
人
デ
ー
タ
保
護
制
度
の
概
要

　

㈠　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
保
障
の
概
要

　

⒜　

憲
法
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
保
障

　

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
保
障
の
特
徴
は
、
憲
法
の
規
定
に
よ
っ
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
が
保
障
さ
れ
て
い
る
の
み
な

ら
ず
、
そ
の
憲
法
違
反
に
対
し
て
、
損
害
賠
償
請
求
な
ど
の
司
法
的
救
済
が
肯
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
ま
た
、
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
憲
法
で
は
、
個
別
の
規
定
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
が
保
障
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
そ
れ
ら
の
規
定
で
保
障
さ
れ
な
い
場
合
で
あ
っ

て
も
、
日
本
国
憲
法
第
一
三
条
の
幸
福
追
求
権
の
よ
う
な
人
権
を
包
括
的
に
保
障
す
る
よ
う
な
規
定
に
よ
っ
て
、
落
穂
拾
い
的
に
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
権
が
保
障
さ
れ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
が
遺
漏
な
く
憲
法
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
、
こ
の

権
利
を
侵
害
さ
れ
た
場
合
に
は
損
害
賠
償
請
求
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

K
elleher

氏
が
か
つ
て
の
判
例
を
整
理
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
現
行
憲
法
上
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
保
障
の
み
に
特
に
焦
点
を

当
て
た
規
定
は
な
い
が
、
次
の
よ
う
な
規
定
に
お
い
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
が
保
障
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

①　

人
間
の
尊
厳
及
び
個
人
の
自
由
に
対
す
る
尊
重
（
前
文
）

②　

投
票
の
秘
密
（
第
一
六
条
一
項
四
号
）

③　

訴
訟
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
（
第
三
四
条
）

1
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④　

個
人
の
自
律
（
第
四
〇
条
三
項
一
号
及
び
二
号
）

⑤　

住
居
の
不
可
侵
性
（
第
四
〇
条
五
項
）

⑥　

結
社
及
び
組
合
を
形
成
す
る
自
由
（
第
四
〇
条
六
項
一
号
）

⑦　

家
族
生
活
の
保
護
（
第
四
一
条
）

⑧　

個
人
の
財
産
権
（
第
四
三
条
）

⑨　

良
心
と
信
教
の
自
由
（
第
四
四
条
）

　

第
四
一
条
な
ど
の
条
文
に
依
拠
し
最
初
に
憲
法
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
認
め
た
の
が
、
一
九
七
三
年
のM

cG
ee v A

ttorney 

G
eneral

最
高
裁
判
決
で
あ
る
。
ま
た
、
一
九
八
七
年
のK

ennedy and A
rnold v A

ttorney G
eneral

高
等
法
院
判
決
で
は
、

H
am

ilton

高
等
法
院
長
（President
）
が
、
憲
法
の
明
文
に
依
拠
で
き
な
い
場
合
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
第
四
〇
条
三
項
を
根
拠

と
し
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
が
認
め
ら
れ
る
と
判
示
し
た
。

　

さ
ら
に
、
同
判
決
で
、Ham

ilton

高
等
法
院
長
は
、「
憲
法
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
権
利
又
は
憲
法
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
権
利
は
、

た
と
え
コ
モ
ン
・
ロ
ー
又
は
エ
ク
イ
テ
ィ
に
お
け
る
通
常
の
訴
訟
類
型
に
当
て
は
ま
ら
な
い
場
合
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
訴
訟
又
は

訴
訟
に
よ
る
執
行
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
得
る
。
憲
法
上
の
権
利
そ
れ
自
体
が
救
済
の
権
利
又
は
そ
れ
を
執
行
す
る
権
利
を
内
包
し
て

い
る
」
と
判
示
し
たM

eskell v C
óras Iom

pair É
ireann (C

IE
) 

最
高
裁
判
決
を
引
用
し
た
。

　

そ
の
後
、H

am
ilton

裁
判
官
は
、
一
九
九
六
年
のR

e a W
ard of C

ourt

判
決
で
、
今
度
は
最
高
裁
判
所
の
長
官
（C

hief 

Justice

）
と
し
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
が
列
挙
さ
れ
な
い
憲
法
上
の
権
利
と
し
て
保
障
さ
れ
る
と
改
め
て
判
示
し
た
。
し
か
し
、
こ

の
よ
う
な
憲
法
解
釈
に
反
対
す
る
有
力
な
学
説
も
あ
る
。

2

3

4

5

6

7

8
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⒝　

法
律
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
保
障

　

ま
た
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
憲
法
以
外
の
制
定
法
で
あ
る
法
律
に
よ
っ
て
も
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
が
保
障
さ
れ
て
い
る
。
再
び
、

K
elleher

氏
の
整
理
に
よ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
規
定
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

　

①　

人
に
対
す
る
非
致
命
的
犯
罪
に
関
す
る
法
律
（N

on-Fatal O
ffences against the Person A

ct 1997

）
一
〇
条
一
項

　
　
（
内
容
）
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
罪

　

②　

著
作
権
及
び
そ
の
他
関
連
す
る
権
利
に
関
す
る
法
律
（C

opyright and R
elated R

ights A
ct 2000

）
一
一
四
条

　
　
（
内
容
）
一
定
の
写
真
や
フ
ィ
ル
ム
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
保
護

　

③　

精
神
の
健
康
に
関
す
る
法
律
（M
ental H

ealth A
ct 2001

）
四
条
三
項

　
　
（
内
容
）
治
療
内
容
に
関
す
る
判
断
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
尊
重

　

④　

官
公
庁
に
お
け
る
規
則
に
関
す
る
法
律
（Standards in Public O

ffice A
ct 2001

）
四
条
二
項
⒜

　
　
（
内
容
）
私
的
な
事
柄
に
関
連
す
る
苦
情
申
立
て
の
禁
止

　

⑤　

雇
用
機
会
均
等
法
（E

m
ploym

ent E
quality A

ct 1998

）
二
七
条
一
項
⒜
ⅰ

　
　
（
内
容
）
警
察
又
は
刑
務
所
の
職
務
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
利
益
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
場
合
の
同
法
の
不
適
用

　

⑥　

情
報
の
自
由
に
関
す
る
法
律
（Freedom

 Inform
ation A

ct 2014

）
三
七
条
一
項

　
　
（
内
容
）
個
人
情
報
の
開
示
を
含
む
要
請
の
拒
否

　

⑦　

養
子
に
関
す
る
法
律
（A

doption A
ct 2008

）
八
八
条

　
　
（
内
容
）
養
子
記
録
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

9
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⑧　

名
誉
毀
損
に
関
す
る
法
律
（D

efam
ation A

ct 2009

）
附
則
二

　
　
（
内
容
）
報
道
審
議
会
（Press C

ouncil

）
の
目
的
の
ひ
と
つ
と
し
て
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
尊
厳
の
保
護
の
確
保
を
明
示

　

⑨　

放
送
法
（B

roadcasting A
ct 2009

）
三
九
条

　
　
（
内
容
）
報
道
に
お
け
る
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
侵
害
の
禁
止

　

⑩　

慈
善
行
為
法
（C

harities A
ct 2009

）
一
〇
七
条

　
　
（
内
容
）
慈
善
行
為
を
求
め
ら
れ
る
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護

　

⑪　

Ｖ
Ａ
Ｔ
統
合
法
（Value-A

dded Tax C
onsolidation A

ct 2010

）
一
〇
八
条

　
　
（
内
容
）
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
に
配
慮
し
た
捜
索
の
実
施

　

⑫　

健
康
識
別
子
に
関
す
る
法
律
（H
ealth Identifiers A

ct 2014

）
三
条

　
　
（
内
容
）
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
に
配
慮
し
た
規
則
の
制
定

　

⒞　

欧
州
人
権
規
約
法
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
保
障

　

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
も
イ
ギ
リ
ス
と
同
様
、
一
九
四
九
年
に
創
設
さ
れ
た
欧
州
評
議
会
の
原
加
盟
国
で
あ
り
、
一
九
五
三
年
九
月
三
日

に
施
行
さ
れ
た
欧
州
人
権
規
約
を
一
九
五
三
年
二
月
二
五
日
に
批
准
し
た
。
よ
っ
て
、
本
規
約
の
施
行
以
降
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
国

家
機
関
は
、
同
条
約
に
拘
束
さ
れ
、
同
規
約
第
八
条
に
定
め
ら
れ
て
い
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
一
九
九
八
年
人
権
法
と
同
様
、
欧
州
人
権
規
約
を
国
内
で
実
質
的
に
保
障
す
る
た
め

に
、
二
〇
〇
三
年
欧
州
人
権
規
約
法
（E

uropean C
onvention on H

um
an R

ights A
ct 2003

）
を
制
定
し
た
。
同
法
が
制
定
さ
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れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
点
も
イ
ギ
リ
ス
と
同
様
で
あ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
・
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
の
欧
州
連
合
司
法
裁
判
所
（C

ourt 

of Justice of the E
uropean U

nion

）
に
ま
で
行
か
ず
に
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
裁
判
所
で
同
条
約
違
反
を
争
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　

同
法
三
条
一
項
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
国
家
機
関
が
同
規
約
上
の
国
家
の
義
務
と
整
合
的
な
形
で
そ
の
権
限
を
行
使
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
し
、
同
法
三
条
二
項
で
は
、
前
項
違
反
の
行
為
に
よ
っ
て
損
害
を
受
け
た
者
が
、
他
の
救
済
手
段
を
利
用
で
き
な
い
場
合
に

は
、
高
等
法
院
で
訴
訟
手
続
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
、
同
裁
判
所
は
、
損
害
賠
償
を
与
え
る
こ
と
が
妥
当
と
考
え
る
場
合
、
そ
う

で
き
る
と
定
め
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
二
〇
〇
三
年
欧
州
人
権
規
約
法
は
、
同
規
約
違
反
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
が
、
そ
れ

が
認
め
ら
れ
る
範
囲
は
、
第
八
条
の
「
私
生
活
又
は
家
族
生
活
の
尊
重
」
と
い
う
文
言
の
解
釈
い
か
ん
に
左
右
さ
れ
る
。
二
〇
〇
七

年
のA

gbonlahor v M
inister for Justice

高
等
法
院
判
決
で
は
、Feeney

裁
判
官
が
、
欧
州
人
権
裁
判
所
が
解
す
る
第
八
条
の
私

的
な
生
活
の
意
味
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
概
念
を
超
え
る
も
の
に
も
及
ん
で
お
り
、
道
徳
的
か
つ
身
体
的
な
完
全
性
（m

oral and 

physical integrity

）
も
含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
同
条
は
私
生
活
又
は
家
族
生
活
そ
の
も
の
を
保
護
し
て
い
る
の
で

は
な
く
、
そ
れ
ら
の
権
利
に
対
す
る
尊
重
（respect
）
を
保
障
し
て
い
る
が
、
批
准
国
の
状
況
や
慣
行
の
多
様
性
に
鑑
み
る
と
、

そ
の
尊
重
の
概
念
は
明
確
で
は
な
い
こ
と
、
ま
た
、
私
生
活
の
概
念
に
は
、（
こ
の
事
件
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
）
個
人
の
精
神
的

な
状
態
や
安
定
性
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
示
し
た
。

　

欧
州
人
権
裁
判
所
で
も
同
様
に
、
一
般
的
な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
概
念
よ
り
も
広
い
範
囲
の
行
為
が
規
約
第
八
条
に
含
ま
れ
る
と
考

え
て
い
る
。
そ
の
例
と
し
て
、
一
定
の
場
合
に
堕
胎
を
認
め
る
立
法
又
は
行
政
上
の
措
置
を
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
が
怠
っ
て
い
た
こ
と
に

つ
い
て
第
八
条
違
反
を
認
め
たA

, B
 and C

 v Ireland

判
決
、
ま
た
、
拷
問
に
関
わ
っ
た
容
疑
者
が
自
分
の
部
下
で
あ
っ
た
た
め
、

10
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過
失
を
理
由
と
し
て
解
雇
処
分
を
受
け
た
警
察
官
の
復
職
後
の
損
害
賠
償
請
求
を
キ
プ
ロ
ス
の
裁
判
所
が
否
定
し
た
行
為
に
つ
い
て

第
八
条
違
反
を
認
め
たK

yriakides v C
yprus

判
決
が
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
で
は
、
同
条
違
反
を
肯
定
し
て
損
害
賠
償
請
求
を
認
め
た
判
決
は
、
二
〇
〇

八
年
のPullen v D

ublin C
ity C

ouncil

高
等
法
院
判
決
し
か
見
当
た
ら
な
い
。
こ
の
事
件
は
、
原
告
で
あ
る
公
営
住
宅
の
賃
借
人

の
反
社
会
的
行
為
を
理
由
と
し
て
、
賃
貸
人
が
原
告
を
追
い
出
す
た
め
に
令
状
を
取
り
、
こ
れ
を
執
行
し
た
と
い
う
略
式
手
続
が
問

題
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。Irvine

裁
判
官
は
、
関
連
条
項
や
当
該
賃
貸
契
約
に
照
ら
す
と
、
被
告
で
あ
る
賃
貸
人
の
行
為
は
法
に

従
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
原
告
が
社
会
の
最
弱
者
の
立
場
に
あ
り
、
自
ら
の
住
居
費
用
を
拠
出
で
き
な
い
国
家
に
頼
っ
て
生
き
て
い

る
者
で
あ
る
こ
と
な
ど
に
鑑
み
る
と
、
そ
の
手
続
が
民
主
的
な
社
会
に
お
い
て
必
要
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
と
し
て
、
被
告
の
行

為
が
欧
州
人
権
規
約
第
八
条
一
項
の
原
告
の
権
利
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
、
二
万
ユ
ー
ロ
の
損
害
賠
償
を
認
め
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
欧
州
人
権
規
約
法
の
適
用
さ
れ
た
ケ
ー
ス
が
少
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
理
由
が
あ
る
。

ひ
と
つ
は
、
同
法
一
条
一
項
に
お
い
て
、
三
条
の
義
務
を
負
う
国
家
機
関
か
ら
裁
判
所
が
除
か
れ
て
い
る
た
め
、
司
法
が
積
極
的
に

同
法
を
適
用
す
る
必
要
が
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
点
は
、
一
般
に
立
法
的
欠
陥
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。
も
う
ひ
と

つ
は
、
同
法
が
、
既
存
の
憲
法
上
の
権
利
保
護
に
ほ
と
ん
ど
付
け
加
え
る
と
こ
ろ
が
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
憲
法
違
反

の
不
法
行
為
が
利
用
で
き
る
以
上
、
規
約
法
が
活
躍
す
る
場
面
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

⒟　

コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
保
障

　

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
、
憲
法
違
反
の
不
法
行
為
以
外
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
訴
訟
原
因
に
よ
っ
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
が
認
め
ら
れ
、

そ
の
違
反
に
対
し
て
損
害
賠
償
請
求
が
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ト
レ
ス
パ
ス
、

13
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ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
（negligence

、
過
失
行
為
）、
公
務
の
失
当
行
為
（m

isfeasance of public office

）
な
ど
の
訴
訟
原
因
を
利

用
し
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
、
憲
法
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
侵
害
を
理
由
に
損
害
賠
償
が
認
め
ら
れ
る
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
と

比
較
す
れ
ば
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
や
エ
ク
イ
テ
ィ
上
の
権
利
の
存
在
意
義
は
よ
り
小
さ
い
と
い
う
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

後
に
み
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
見
解
に
与
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
い
て
も
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
分
野
に

お
い
て
、
従
来
型
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
が
果
た
す
役
割
は
依
然
と
し
て
大
き
い
。
ま
た
、
憲
法
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
侵
害
は
、
コ
モ

ン
・
ロ
ー
に
お
い
て
、
不
法
行
為
の
ひ
と
つ
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
こ
の
訴
訟
原
因
は
、
現
状
、

司
法
に
よ
る

0

0

0

0

0

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
確
保
、
画
定
と
い
う
側
面
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
は
、
欧
州
人
権
規
約
法
や
そ
の
ほ
か
の
多
く
の
制
定
法
と
の
関
係
に
お
い
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。
そ
れ
ら
の
制
定
法
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
概
念
が
不
確
定
的
な
も
の
で
あ
る
以
上
、
抽
象
的
で
あ
る
こ
と
も
多
い
。
そ
の
た

め
、
司
法
が
制
定
法
で
保
障
さ
れ
て
い
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
範
囲
を
画
定
す
る
と
い
う
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
果
た
す
機
能
は
軽
視
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　

㈡　

個
人
デ
ー
タ
保
護
制
度
の
概
要

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
、
欧
州
評
議
会
で
一
九
八
〇
年
に
採
択
さ
れ
た
「
個
人
デ
ー
タ
の
自
動
処
理
に
係
る
個
人
の
保
護
の
た
め
の
条

約
」（C

onvention for the Protection of  individuals w
ith regard to A

utom
atic Processing of Personal D

ata

、
第
一
〇
八

号
条
約
）
に
従
う
た
め
、
一
九
八
八
年
に
デ
ー
タ
保
護
法
（D

ata Protection A
ct 1988

）
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
は
、
一
九

八
七
年
と
一
九
八
八
年
に
議
会
で
審
議
さ
れ
た
上
で
す
べ
て
の
政
党
の
賛
成
に
よ
り
成
立
し
た
。
そ
の
後
、
一
九
九
五
年
の
デ
ー
タ

15
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保
護
指
令
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
こ
れ
に
対
応
す
べ
く
（D

ata Protection (A
m

endm
ent) A

ct 2003

）
が
成
立
し
た
。

　

も
っ
と
も
、
一
九
九
五
年
デ
ー
タ
保
護
指
令
は
、
二
〇
一
八
年
五
月
二
五
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
る
一
般
デ
ー
タ
保
護
規
則

（G
eneral D

ata Protection R
egulation

、G
D

PR

）
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
、
同
規
則
の
規
制
対
象
と
な
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
企
業

や
団
体
は
、
こ
の
拘
束
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
同
規
則
の
規
制
の
実
効
性
を
よ
り
も
た
せ
る
た
め
、
二
〇
一
八
年
五
月

二
四
日
に
、
二
〇
一
八
年
デ
ー
タ
保
護
法
（D

ata Protection A
ct 2018

）
が
成
立
し
た
。

　

こ
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
は
デ
ー
タ
保
護
指
令
か
ら
お
よ
そ
二
〇
年
ぶ
り
の
改
正
で
あ
り
、
し
か
も
、
拘
束
力
が
格
段
に
増
す
指
令
か
ら
規

則
へ
の
変
更
で
あ
る
か
ら
、
極
め
て
重
要
な
意
義
を
有
す
る
が
、
そ
の
内
容
を
こ
こ
で
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
は
、
本
稿
の
関
心
か
ら

外
れ
る
た
め
、
避
け
る
こ
と
に
す
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
は
多
く
の
解
説
本
が
出
版
さ
れ
つ
つ
あ
る
う
え
に
、

欧
州
委
員
会
（E

uropean C
om

m
ission

）
自
ら
が
、
解
説
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
載
せ
て
お
り
、
そ
れ
を
日
本
の

個
人
情
報
保
護
委
員
会
が
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
る
。
関
心
の
あ
る
方
は
そ
ち
ら
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

　

な
お
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
、
Ｅ
Ｕ
基
本
権
憲
章
に
も
拘
束
さ
れ
る
。
同
憲
章
第
八
条
一
項
で
は
、
第
七
条
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
と

は
別
に
、
個
人
デ
ー
タ
の
権
利
が
存
在
す
る
こ
と
、
同
条
二
項
で
は
、
そ
の
個
人
デ
ー
タ
が
明
示
さ
れ
た
目
的
の
範
囲
に
従
っ
て
処

理
さ
れ
る
こ
と
、
同
条
三
項
で
は
、
こ
う
し
た
規
制
の
遵
守
が
、
独
立
し
た
公
的
機
関
の
統
制
に
服
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

㈢　

イ
ギ
リ
ス
法
と
の
関
係

　

現
在
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
正
式
名
称
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
語
でÉ

ire
（
エ
ー
ル
）、
英
語
で
はIreland

で
あ
る
（
憲
法
四
条
）。

日
常
的
に
は
英
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
一
部
地
域
で
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
語
が
現
在
で
も
使
用
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
は
異
な
り
、
ケ
ル
ト
人
を
主
体
と
し
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教
の
信
者
が
大
勢
を
占
め
る
地
域
で
あ
る

17
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が
、
一
六
四
九
年
の
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
に
よ
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
征
服
以
来
、
長
期
に
渡
っ
て
イ
ギ
リ
ス
人
の
支
配
に
甘
ん
じ
て
き
た
。

ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
系
住
民
の
土
地
や
財
産
を
奪
う
な
ど
し
て
、
実
質
的
な
植
民
地
化
を
実
施
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
、
一
六
世
紀
の
宗
教
改
革
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
国
教
会
を
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
も
強
要
す
る
と
い
う
宗
教
的
な
背

景
を
有
し
た
動
き
の
一
還
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
厳
し
い
支
配
下
に
あ
っ
て
、
一
八
四
五
年
か
ら
四
、
五
年
に
渡

り
続
い
た
大
飢
饉
（G

reat Fam
ine

）
が
、
当
時
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
国
民
を
よ
り
一
層
苦
し
め
た
こ
と
は
良
く
知
ら
れ
た
事
実
で
あ

る
。

　

だ
が
、
一
九
一
六
年
、
ダ
ブ
リ
ン
に
お
い
て
イ
ー
ス
タ
ー
蜂
起
が
起
き
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
独
立
の
き
っ
か
け
│
│
こ
の
蜂
起
は
必

ず
し
も
成
功
せ
ず
、
そ
の
首
謀
者
た
ち
は
処
刑
さ
れ
た
が
、
多
く
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
国
民
の
み
な
ら
ず
政
府
も
、
こ
の
年
が
独
立
初

年
と
考
え
、
二
〇
一
六
年
に
独
立
一
〇
〇
周
年
を
祝
っ
た
│
│
を
作
っ
た
。
こ
の
蜂
起
に
つ
い
て
は
非
難
す
る
人
々
や
メ
デ
ィ
ア
も

そ
れ
な
り
に
存
在
し
た
も
の
の
、
独
立
の
た
め
に
戦
っ
た
者
に
対
す
る
処
刑
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
人
々
の
間
で
独
立
へ
の
ム
ー
ド

が
更
に
高
ま
る
大
き
な
要
因
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
一
九
一
九
年
か
ら
一
九
二
一
年
に
か
け
て
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
独
立
戦
争
を
経
て
、
一
九
二
二
年
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
遂

に
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
自
由
国
（Irish Free State

）
を
樹
立
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
自
治
領
（D

om
inion

）
と
し
て
の
地
位
を
獲
得
し
た
。

そ
の
際
に
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
初
め
て
の
憲
法
で
あ
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
自
由
国
憲
法
（C

onstitution of the Irish Free State

）
が

制
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
一
九
三
七
年
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
共
和
国
（the R

epublic of Ireland

）
が
成
立
し
、
エ
ー
ル
（
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
）
憲
法
が
制
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
一
九
四
九
年
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
連
邦
（C

om
m

onw
ealth

）
を
離
脱
し
て
、
完
全
な
独
立

国
家
と
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
、
相
当
な
期
間
、
イ
ギ
リ
ス
の
一
部
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
そ
の
当
時
の
法
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

19
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に
も
適
用
さ
れ
る
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
一
九
二
二
年
に
制
定
さ
れ
た
最
初
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
憲
法
第
七
三
条
で

は
、
イ
ギ
リ
ス
の
自
治
領
と
な
る
ま
で
の
イ
ギ
リ
ス
の
法
律
が
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
憲
法
に
抵
触
し
な
い
範
囲
で
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
も

法
的
拘
束
力
を
有
す
る
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
そ
の
後
の
一
九
三
七
年
憲
法
第
五
〇
条
で
も
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
自
由
国
の
法

律
に
つ
い
て
、
同
様
の
規
定
が
お
か
れ
て
い
る
。

　

と
は
い
え
、
最
初
の
憲
法
の
制
定
か
ら
既
に
一
世
紀
近
く
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
独
自
の
法
を

形
成
、
獲
得
し
て
い
る
と
理
解
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
古
い
イ
ギ
リ
ス
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
極
め
て
稀
な
よ
う
で
あ
る
。
お

そ
ら
く
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
領
域
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
法
が
適
用
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
制
定
法
が
存
在
し
な
い
の
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
全
体
を
み
て
も
ほ
ぼ
存
在
し
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

な
お
、
一
九
二
二
年
以
後
の
イ
ギ
リ
ス
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
裁
判
所
に
と
っ
て
、
当
然
、
説
得
的
法
源
と
な

る
に
す
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
、
そ
の
法
的
な
位
置
づ
け
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー

と
同
一
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
と
り
わ
け
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立
し
て
間
も
な
い
頃
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
法
律
に
そ
の
ま
ま
従
う
こ
と
が

多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

二　

憲
法
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
侵
害
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求

　

㈠　

憲
法
に
よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
保
障
│
│M

cG
ee

判
決

　

既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
、
憲
法
に
よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
が
広
く
保
障
さ
れ
る
と
い
う
点
に
特
徴
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
ま
ず
、
憲
法
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
初
め
て
認
め
た
一
九
七
三
年
のM

cG
ee v A

ttorney G
eneral

最
高
裁
判
決
か
ら

み
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

20
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⒜ 

M
cG

ee v A
ttorney G

eneral
（
事
実
の
概
要
）

　

原
告
は
四
人
の
子
を
持
つ
二
七
歳
の
既
婚
女
性
で
あ
っ
た
が
、
二
回
目
と
三
回
目
の
出
産
で
麻
痺
状
態
、
高
血
圧
を
伴
う
毒
血
症
、

脳
の
血
栓
症
を
引
き
起
こ
し
て
い
た
た
め
、
医
師
か
ら
こ
れ
以
上
子
ど
も
を
産
む
と
危
険
で
あ
る
と
の
忠
告
を
受
け
て
い
た
。
そ
の

た
め
、
原
告
は
避
妊
具
を
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
国
内
に
輸
入
し
よ
う
と
し
た
が
、
税
関
に
よ
っ
て
差
し
押
さ
え
ら
れ
た
。

　

そ
こ
で
、
原
告
は
、
避
妊
具
の
輸
入
を
禁
止
す
る
一
九
三
五
年
刑
法
改
正
法
（C

rim
inal Law

 A
m

endm
ent A

ct 1935

）
一
七

条
三
項
が
、
憲
法
第
四
〇
条
一
項
、
三
項
な
ど
に
反
し
、
そ
の
結
果
、
同
法
は
憲
法
第
五
〇
条
に
よ
っ
て
新
憲
法
下
に
は
移
行
さ
れ

ず
、
国
家
法
の
一
部
を
構
成
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
の
宣
言
を
求
め
た
。
ま
た
、
原
告
は
、
被
告
に
よ
る
押
収
が
無
権
限
な
も
の

で
あ
り
違
法
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
不
法
留
置
（detention, detinue

）、
横
領
（conversion

）
に
基
づ
く
損
害
賠
償
を
請

求
し
た
。

　

な
お
、
同
改
正
法
で
は
、
避
妊
具
の
製
造
、
入
手
、
使
用
等
の
行
為
は
禁
止
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
販
売
、
提
供
、
宣
伝
、
販
売
目

的
で
の
所
持
、
輸
入
、
販
売
目
的
で
輸
入
し
よ
う
と
す
る
こ
と
等
の
行
為
を
処
罰
対
象
と
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
原
告
は
、
医
師

か
ら
避
妊
具
を
入
手
し
て
い
た
し
、
ま
た
、
そ
の
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、
そ
れ
以
外
の
方
法
で
避

妊
具
を
入
手
す
る
こ
と
は
、
事
実
上
不
可
能
で
あ
っ
た
。

（
判
旨
）

・
憲
法
上
の
判
断
に
つ
い
て

　

こ
の
よ
う
な
事
件
に
対
し
、
五
人
の
裁
判
官
の
う
ち
、Fitzgerald

裁
判
長
を
除
く
四
名
の
裁
判
官
は
、
原
告
の
憲
法
違
反
の
主

21
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張
を
認
め
、
そ
の
上
訴
を
認
容
し
た
。W

alsh

裁
判
官
は
、
原
告
の
最
も
重
要
な
主
張
は
憲
法
第
四
一
条
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
、
同
条
は
国
家
が
夫
婦
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
に
介
入
す
る
こ
と
か
ら
保
護
し
、
婚
姻
関
係
に
関
す
る
事
柄
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の

領
域
で
最
も
重
要
な
も
の
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
、
子
ど
も
を
何
人
有
す
る
か
又
は
全
く
有
し
な
い
か
に
つ
い
て
は
国
家
が
規
定
で

き
る
こ
と
で
は
な
く
、
夫
婦
の
排
他
的
事
項
で
あ
る
こ
と
、
避
妊
具
の
使
用
が
多
数
派
の
道
徳
規
範
に
反
す
る
こ
と
そ
れ
自
体
で
は
、

そ
の
使
用
を
禁
止
す
る
国
家
の
介
入
を
正
当
化
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
た
。

　

B
udd

裁
判
官
は
、
婚
姻
関
係
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
が
こ
の
権
利
の
中
で
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
問
題
と
な
っ
て
い

る
刑
法
が
憲
法
第
四
〇
条
三
項
一
号
に
違
反
す
る
と
判
示
し
た
。
ま
た
、H

enchy

裁
判
官
も
、
妻
で
あ
り
母
で
も
あ
る
原
告
が
こ

の
刑
法
を
遵
守
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
身
体
又
は
生
命
を
害
す
る
リ
ス
ク
を
負
う
と
い
う
点
を
重
要
視
し
、
当
該
刑
法
が
憲

法
第
四
〇
条
三
項
一
号
に
違
反
す
る
と
判
示
し
た
。
な
お
、
同
裁
判
官
は
、
同
条
同
項
二
号
及
び
第
四
一
条
に
も
言
及
し
て
い
た
が
、

第
四
〇
条
三
項
一
号
違
反
が
明
ら
か
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
違
反
に
つ
い
て
は
言
及
す
る
必
要
が
な
い
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
、

G
riffin

裁
判
官
も
、
婚
姻
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
第
四
〇
条
三
項
一
号
で
保
障
さ
れ
る
権
利
で
あ
る
と
し
、
当
該
刑
法
が
同
規
定

に
違
反
す
る
と
判
示
し
た
。

・
ア
メ
リ
カ
判
例
へ
の
依
拠
に
つ
い
て

　

Fitzgerald

裁
判
長
は
、Poe

判
決
及
びG

risw
old

判
決
は
、
避
妊
薬
、
避
妊
具
の
「
使
用
」
を
禁
止
す
る
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
州

法
が
問
題
と
な
っ
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
れ
ら
の
判
決
は
、
結
婚
し
て
い
な
い
者
に
避
妊
具
を
販
売
、
貸
与
又
は
無
償

提
供
す
る
こ
と
を
犯
罪
と
し
て
い
た
州
法
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
本
件
で
こ
れ
ら
の
判
決
に
依
拠
で
き
な
い

と
判
示
し
た
。
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こ
れ
に
対
し
て
、W

alsh

裁
判
官
は
、
原
告
が
依
拠
し
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
三
つ
の
判
例
、
す
な
わ
ち
、Poe

判
決
、

G
risw

old

判
決
及
びE

isenstadt

判
決
に
つ
い
て
は
、
関
連
性
が
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
で
は
な
く
、
本
件
を
判
断
す
る
の
に
こ
れ

ら
の
ケ
ー
ス
に
依
拠
す
る
必
要
性
が
な
い
と
い
う
理
由
で
言
及
し
な
か
っ
た
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、H

enchy

裁
判
官
は
、G

risw
old

判
決
と
、
避
妊
具
の
使
用
を
禁
ず
る
も
の
で
は
な
い
刑
法
が
問
題
と
な
っ

た
本
件
と
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
高
等
法
院
判
決
に
つ
い
て
ふ
れ
つ
つ
も
、G

risw
old

判
決
は
、
法
規
制
が
広
汎
で
あ

る
が
ゆ
え
に
、
犯
罪
行
為
の
証
明
に
際
し
て
、
婚
姻
関
係
の
性
行
為
（intim

acy

）
に
関
す
る
身
体
的
介
入
（physical intrusion

）

を
せ
ざ
る
を
得
な
い
点
を
憲
法
上
問
題
が
あ
る
と
捉
え
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
点
は
、
本
件
刑
法
に
基
づ
い
て
起
訴
さ
れ
た
場
合

で
あ
っ
て
も
、
同
程
度
の
介
入
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。

　

G
riffin

裁
判
官
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
が
絶
対
的
な
権
利
で
は
な
い
と
い
うPoe

判
決
に
お
け
るH

arlan

裁
判
官
の
説
示
を
引

用
し
、
ま
た
、
本
件
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
刑
法
がG

risw
old

事
件
の
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
州
法
と
同
一
の
結
果
を
も
た
ら
す
も
の

で
あ
る
と
し
て
同
判
決
に
依
拠
し
た
。

　

⒝　

本
判
決
の
意
義

・
カ
ト
リ
ッ
ク
の
影
響

　

W
alsh

裁
判
官
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
事
件
で
は
、
改
正
刑
法
で
避
妊
具
の
使
用
そ
の
も
の
は
禁
止
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
が
、
そ
の
輸
入
行
為
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
た
め
、
婚
姻
関
係
に
あ
る
夫
婦
間
で
は
そ
の
行
為
を
許
す
べ
き
か
否
か
と
い
う
点
が
問

題
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
婚
姻
外
で
使
用
す
る
た
め
に
そ
れ
を
輸
入
す
る
こ
と
の
違
法
性
に
つ
い
て
は
問
題
と
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
に
注
意
を
要
す
る
。

25
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四
三
二
年
か
ら
聖
パ
ト
リ
ッ
ク
（
セ
ン
ト
・
パ
ト
リ
ッ
ク
、Saint Patrick

）
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
キ
リ
ス
ト
教
を
広
め
初
め
て

以
来
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
、
敬
虔
な
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
が
徐
々
に
増
加
し
た
。
二
〇
一
六
年
の
世
論
調
査
に
よ
る
と
、
従
前
よ
り

も
そ
の
割
合
が
減
少
し
た
も
の
の
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
割
合
が
依
然
と
し
て
七
八
・
三
％
を
占
め
て
い
る
。
そ
の
信
仰
上
の
理
由

か
ら
、
多
く
の
国
民
が
避
妊
具
の
使
用
に
つ
い
て
（
堕
胎
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
）
否
定
的
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
大
家
族

が
多
く
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
カ
ト
リ
ッ
ク
教
の
教
え
に
忠
実
な
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
国
民
と
い
う
実
態
は
急
速
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
、
二
〇
一
五
年
五
月
二
二
日
に
、
同
性
婚
制
度
導
入
の
た
め
の
憲
法
改
正
（
第
四
一
条
）
の
是
非
を
問
う
国
民
投
票

（referendum

）
が
行
わ
れ
、
賛
成
票
が
多
数
を
占
め
る
結
果
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
も
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
投
票
の
対

象
と
な
っ
た
法
律
は
、
婚
姻
に
お
け
る
平
等
に
関
す
る
二
〇
一
五
年
第
三
四
回
憲
法
改
正
法
（the T

hirty-fourth A
m

endm
ent of 

the C
onstitution

）
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
投
票
率
は
六
〇
・
五
二
％
、
賛
成
票
が
六
二
・
〇
七
％
、
反
対
票
が
三
七
・
九
三
％

と
い
う
結
果
に
よ
っ
て
可
決
さ
れ
た
。

　

近
年
で
は
、
同
性
婚
制
度
導
入
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
は
珍
し
く
な
い
感
も
あ
る
が
、
敬
虔
な
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
が
多
い
と
い
わ
れ

る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
議
会
で
は
な
く
、
世
界
で
初
め
て
国
民
投
票
を
経
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
の
制
度
が
導
入
さ
れ
た
と
い
う
点
が
メ
デ
ィ

ア
の
注
目
を
集
め
た
。

　

さ
ら
に
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
け
る
人
工
中
絶
は
、
胎
児
と
母
親
の
権
利
が
同
等
で
あ
る
と
す
る
旨
の
規
定
を
憲
法
第
四
〇
条
三

項
と
し
て
加
え
る
、
と
い
う
一
九
八
三
年
の
第
八
憲
法
修
正
法
（E

ighth A
m

endm
ent of the C

onstitution A
ct

）
に
よ
っ
て
禁

止
さ
れ
て
き
た
が
、
二
〇
一
八
年
五
月
二
五
日
に
は
、
そ
の
人
工
中
絶
を
妊
娠
一
二
週
未
満
に
限
っ
て
認
め
る
法
律
の
是
非
を
問
う

国
民
投
票
が
行
わ
れ
、
賛
成
票
が
反
対
票
を
大
き
く
上
回
る
結
果
と
な
っ
た
。
投
票
率
は
六
四
・
一
三
％
、
賛
成
票
が
六
六
・
四
％
、

26
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反
対
票
が
三
三
・
六
％
で
あ
っ
た
。

　

実
は
、
こ
の
よ
う
な
国
民
意
識
の
変
化
は
、
後
に
み
る
二
〇
〇
八
年
のH
errity v A

ssociated N
ew

spapers

事
件
が
大
き
く
影

響
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
が
尊
敬
し
て
き
た
神
父
が
、
婚
姻
し
て
い
る
女
性
と
性

的
な
関
係
を
有
し
て
い
た
と
い
う
事
実
を
暴
露
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
権
威
が
ま
さ
に
地
に
落
ち
て
し
ま
い
、
カ
ト
リ
ッ
ク

教
徒
が
神
父
を
絶
対
視
し
な
く
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
法
で
は
、
依
然
と
し
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
精
神
が
脈
々
と
息
づ
い
て
い
る
し
、
ま
た
、
多
く
の
判
決

文
か
ら
も
そ
の
精
神
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
憲
法
の
前
文
や
四
四
条
一
項
で
は
、
神
に
対
す
る
敬
意
が
示
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ャ
ル
（
ソ
ド
ミ
ー
）
行
為
が
、
一
九
九
三
年
の
刑
法
改
正
ま
で
、
処
罰
の
対
象

と
な
っ
て
い
た
。

　

さ
ら
に
、
一
九
八
七
年
のK

ennedy and A
rnold v A

ttorney G
eneral

に
お
い
て
、H

am
ilton

高
等
法
院
長
は
、N

orris

判
決

に
お
け
るM

cC
arthy

裁
判
官
の
判
示
を
長
々
と
引
用
し
た
後
に
、「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
は
、
憲
法
で
明
示
的
に
保
障
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
が
、
我
が
国
の
キ
リ
ス
ト
教
的
か
つ
民
主
主
義
的
な
性
質
に
由
来
す
る
市
民
の
基
本
的
な
個
人
的
権
利
の
ひ
と
つ
で

あ
る
」
と
述
べ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
精
神
が
法
に
お
い
て
も
時
折
顔
を
出
す
と
い
う
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
特
有
の
事
情
に
鑑
み
る
と
、

Fitzgerald

裁
判
長
は
、
原
告
の
上
訴
を
認
め
な
か
っ
た
唯
一
の
裁
判
官
で
あ
る
が
、
当
時
と
し
て
は
、
他
の
裁
判
官
よ
り
も
同
法

の
問
題
を
的
確
に
認
識
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
節
が
あ
る
。
同
裁
判
長
は
、
仮
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
刑
法
が
違
憲
で
あ
る

の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
判
断
か
ら
得
ら
れ
る
利
益
は
、
結
婚
し
て
い
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
他
の
す
べ
て
の
市
民
が
同
様
に
享
受

で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。

28

29

30
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続
け
て
、
同
裁
判
長
は
、
原
告
が
特
定
の
宗
教
を
信
じ
て
い
る
こ
と
、
原
告
や
夫
が
本
件
の
よ
う
な
選
択
を
と
る
こ
と
に
合
意
し

て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
全
く
無
関
係
で
あ
り
、
こ
れ
と
異
な
る
判
決
を
す
る
こ
と
は
、
異
な
る
宗
教
間
、
ま
た
は
、
夫
婦
間
で
避

妊
に
つ
い
て
合
意
が
あ
る
場
合
と
、
一
方
の
配
偶
者
の
み
が
健
康
上
の
、
経
済
的
な
若
し
く
は
社
会
的
な
配
慮
か
ら
そ
れ
を
望
ん
で

い
る
場
合
と
の
間
で
区
別
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
他
の
裁
判
官
た
ち
が
、
明
示
的
又
は
黙
示
的
に
、「
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で
あ
る
こ
と
」、「
婚
姻
関
係
に
あ
る
こ
と
」、「
経

済
的
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
」
と
い
う
事
実
を
考
慮
し
て
、
本
件
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
避
妊
具
の
輸
入
を
禁
止
す
べ
き

で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
同
裁
判
長
は
、
脱
宗
教
観
、
脱
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
リ
ベ
ラ
ル
の
よ
う
な
価
値
観
に
重
き
を
お
い
て
い
る
か
と
い
う
と
、

そ
う
と
も
い
え
ず
、
憲
法
が
離
婚
を
禁
じ
て
い
る
（
こ
の
規
定
自
体
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教
の
教
義
を
体
現
す
る
も
の
で
あ
る
）
以
上
、

一
方
の
配
偶
者
に
生
じ
た
身
体
的
又
は
精
神
的
な
病
が
両
者
と
そ
の
生
活
へ
影
響
を
与
え
る
が
、
そ
れ
ら
は
、
結
婚
し
た
カ
ッ
プ
ル

が
互
い
の
協
力
に
訴
え
る
と
い
う
不
屈
の
精
神
を
も
っ
て
直
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
自
然
発
生
的
な
危
害
で
あ
る
と
述
べ
、
上
訴

を
棄
却
し
た
の
で
あ
る
。

・
避
妊
具
輸
入
の
権
利
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権

　

以
上
の
よ
う
な
宗
教
的
な
背
景
は
と
も
あ
れ
、
こ
のM

cG
ee

判
決
が
、
避
妊
具
の
輸
入
を
禁
止
す
る
法
律
を
夫
婦
間
の
婚
姻
関

係
（
性
的
な
関
係
）
に
干
渉
す
る
も
の
で
あ
る
と
捉
え
、
憲
法
違
反
を
認
め
た
点
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
分
野
に
お
け
る
そ
の
後

の
判
例
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
判
決
で
は
、
避
妊
具
の
使
用
を
夫
婦
間
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
属
す
る
も
の
と
解
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
個
人
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の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
に
属
す
る
も
の
解
す
る
の
か
と
い
う
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
仮
に
、
前
者
が
妥
当
で
あ
る
と
解
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
婚
姻
関
係
に
な
い
者
の
輸
入
行
為
を
禁
止
す
る
こ
と
は
合
憲
と
な
ろ
う
。
し
か
し
、
婚
姻
関
係
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
避

妊
具
の
使
用
が
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
と
し
て
許
さ
れ
る
と
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
婚
姻
関
係
に
な
い
者
の
輸
入
が
禁
じ
ら
れ
る

べ
き
理
由
は
な
い
。

　

避
妊
具
の
使
用
は
、
通
常
、
相
手
を
必
然
的
に
伴
う
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
相
手
と
婚
姻
関
係
に
な
け
れ
ば
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
と

し
て
保
障
さ
れ
な
い
と
解
す
る
べ
き
根
拠
は
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
は
、
夫
婦
間
で
も
存
在
す
る
が
、
そ

れ
は
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
が
夫
婦
の
関
係
で
も
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
っ
て
、
夫
婦
間
固
有
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
権
と
い
う
も
の
が
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
夫
婦
間
で
私
的
な
事
柄
を
共
に
享
有
し
て
い
る
場
合
、
時
に
、
夫

婦
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
と
し
て
こ
の
権
利
が
顕
在
化
│
│
夫
婦
と
は
い
え
な
い
カ
ッ
プ
ル
の
間
で
も
同
様
の
形
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権

が
顕
在
化
す
る
こ
と
は
あ
る
│
│
す
る
が
、
そ
こ
で
は
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
が
潜
在
的
に
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
こ
の
個
人

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
こ
そ
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
基
礎
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
個
人
の
憲
法
上
の
権
利
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
避
妊
具
を
輸
入
す
る
権
利

は
、
個
人
の
権
利
と
し
て
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
憲
法
上
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、B

udd

裁
判
官
ら
が
判
示
し
た
よ

う
に
、
第
四
一
条
で
は
な
く
、
第
四
〇
条
三
項
一
号
に
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
避
妊
具
の
輸
入
は
、
婚
姻
関
係
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
許
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
日
本
で
は
お
そ
ら
く
、
こ
の
権
利
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
で
は
な
く
、
自
己
決
定
権
と
し
て
理
解
す
る
見
解
が
多
い
も

の
と
思
わ
れ
る
。
他
方
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
、R

oe v W
ade

連
邦
最
高
裁
判
決
な
ど
を
引
用
し
つ
つ
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
概

念
が
自
己
決
定
権
を
も
含
む
広
い
概
念
で
あ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の

31

32

33
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概
念
や
範
囲
に
関
す
る
議
論
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ほ
ど
盛
ん
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
こ
の
権
利
の
射
程
を
広
く
と
ら
え
る
傾
向

に
あ
る
こ
と
がM

cG
ee

判
決
か
ら
看
取
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
のM

cG
ee

判
決
を
契
機
と
し
て
、
そ
の
後
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
司
法
は
、
憲
法
の
規
定
に
よ
っ
て
明
文
化
さ
れ
て
い

な
い
場
合
で
も
広
く
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
認
め
、
さ
ら
に
、M

eskell

判
決
に
も
依
拠
し
、
既
存
の
不
法
行
為
に
よ
る
救
済
が
図
れ
な

い
場
合
に
は
、
憲
法
違
反
を
直
接
の
訴
訟
原
因
と
し
て
、
損
害
賠
償
な
ど
の
司
法
的
救
済
を
認
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

㈡　

公
権
力
に
よ
る
憲
法
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
侵
害
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
│
│G

ray

判
決

　

⒜　

G
ray v M

inister for Justice

　

M
cG

ee

判
決
で
は
、
憲
法
違
反
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
に
つ
い
て
言
及
し
な
か
っ
た
。M

cG
ee

氏
は
、
問
題
と
な
っ
た
法
の

合
憲
性
を
争
う
た
め
に
、
活
動
団
体
に
よ
っ
て
原
告
に
選
ば
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
違
憲
宣
言
を
得
る
こ
と
が
主
た
る
目
的
で
あ
っ

た
と
い
う
事
情
が
存
在
し
た
。
そ
し
て
、
同
判
決
後
も
、
憲
法
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
を
直
接
の
根
拠
と
し
て
損
害
賠
償
請
求
を

容
認
し
た
判
決
は
長
期
間
出
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
二
〇
〇
七
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
、
こ
う
し
た
請
求
を
認
め
た
ケ
ー
ス
が

出
さ
れ
た
。
そ
れ
が
、
公
権
力
に
よ
る
憲
法
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
侵
害
が
問
題
と
な
っ
たG

ray v M
inister for Justice

高
等
法

院
判
決
で
あ
る
。

（
事
実
の
概
要
）

　

原
告
の
ひ
と
り
で
あ
るA

lan G
ray

は
、
兄
（
又
は
弟
）
に
頼
ま
れ
て
、
甥
で
あ
るJam

es O
’ D

onoghue

をB
allybunion

（
ダ

ブ
リ
ン
か
ら
南
西
部
に
あ
る
ケ
リ
ー
州
の
町
）
に
あ
る
自
宅
に
短
期
間
滞
在
さ
せ
る
こ
と
に
同
意
し
た
。Jam

es

は
、
暴
力
的
な
強

34

35
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姦
（violent rape

）
の
罪
で
一
五
年
の
刑
を
言
い
渡
さ
れ
て
い
た
が
、
一
二
年
の
刑
期
を
終
え
た
と
こ
ろ
の
一
九
九
九
年
二
月
一
五

日
に
出
所
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
犯
行
以
前
に
も
彼
は
、
強
盗
（robbery

）、
強
制
わ
い
せ
つ
（indecent assault

）
と

い
う
前
科
を
有
し
て
い
た
。
彼
は
、
そ
の
以
前
の
前
科
が
原
因
で
、
深
刻
な
暴
行
行
為
に
さ
ら
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
た
め
、
今
回

の
出
所
に
よ
り
同
様
の
暴
行
を
受
け
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
恐
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、A

lan

の
兄
はA

lan

に
一
時
的

な
居
所
の
提
供
を
頼
ん
だ
の
で
あ
る
。A

lan

の
妻Phyllis

は
こ
の
こ
と
に
大
変
不
満
を
抱
い
た
が
、
渋
々
受
け
入
れ
た
。

　

Jam
es

がB
allybunion

に
到
着
後
、
現
地
の
警
察
は
彼
の
前
科
に
ま
つ
わ
る
事
実
に
つ
い
て
調
査
し
、
そ
の
情
報
が
報
告
書
等

か
ら
広
く
警
察
内
部
で
共
有
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
あ
る
警
察
官
が
、Jam

es

が
危
険
な
強
姦
犯
で
あ
っ
た
こ
と
、
現
在
も
再
犯
を
犯

す
危
険
性
が
あ
る
こ
と
、
及
び
、
彼
がB

allybunion

に
住
ん
で
い
る
こ
と
と
い
う
情
報
を
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
漏
え
い
し
、
そ
う

し
た
事
実
に
関
す
る
報
道
が
過
激
な
形
で
さ
れ
た
た
め
（
報
道
前
にJam

es

は
ダ
ブ
リ
ン
に
戻
っ
て
い
る
）、
町
中
に
知
れ
渡
っ
て

し
ま
っ
た
。
な
お
、
そ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
、
既
に
当
該
情
報
を
入
手
し
て
い
た
が
、
事
実
で
あ
る
か
否
か
警
察
官
に
問
い
合
わ

せ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
警
察
官
（
こ
れ
が
誰
で
あ
る
か
は
判
明
し
て
い
な
い
）
が
そ
の
確
証
を
与
え
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
確

証
行
為
が
な
け
れ
ば
、
本
件
報
道
も
な
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

こ
の
警
察
の
漏
え
い
行
為
の
結
果
、A

lan

の
家
族
は
、
住
民
にB

allybunion

か
ら
去
る
よ
う
に
脅
迫
さ
れ
る
な
ど
精
神
的
な
苦

痛
を
受
け
た
た
め
、
そ
の
町
を
去
る
決
断
を
し
、
そ
の
後
、
ダ
ブ
リ
ン
の
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
の
部
屋
の
Ｂ
＆
Ｂ
で
六
カ
月
間

も
過
ご
す
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、A

lan

、Phyllis
及
び
彼
ら
の
息
子
で
あ
るFrancis

は
、
国
の
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス

及
び
憲
法
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
、
自
宅
の
平
和
的
な
享
有
の
侵
害
を
理
由
と
し
て
、
国
に
対
し
て
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
。
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（
判
旨
、Q

uirke

裁
判
官
）

・
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
に
つ
い
て

　

W
ard v M

cM
aster

で
は
、
公
的
機
関
が
一
般
市
民
に
対
し
て
負
う
注
意
義
務
（duty of care

）
の
存
在
を
認
め
た
。
そ
の
判
決

で
は
、
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
理
由
と
し
た
損
害
賠
償
の
主
張
に
関
連
し
て
裁
判
所
が
適
用
す
る
「
二
段
階
の
テ
ス
ト
」
を
示
し
た

A
nns v M

erton London B
orough

を
引
用
し
、
こ
れ
を
支
持
し
た
。M

aC
arthy

裁
判
官
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　
「
私
は
、
こ
の
義
務
が
、
当
事
者
間
の
近
接
性
（proxim

ity of the parties

）
及
び
損
害
の
予
見
可
能
性
が
存
在
し
、
か
つ
、

公
の
政
策
（public policy
）
に
基
づ
く
差
し
迫
っ
た
理
由
が
不
存
在
で
あ
る
場
合
に
生
じ
る
も
の
と
表
現
し
た
い
。
い
か
な

る
形
で
あ
れ
、
後
者
の
考
慮
を
排
除
す
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
被
害
を
受
け
た
者
や
組
織
を
犠
牲
に
し
て
、
そ
の
被
害
者
の
権

利
の
救
済
を
否
定
す
る
こ
と
に
利
用
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
考
慮
は
非
常
に
説
得
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

　

H
anahoe v H

ussey

で
は
、
警
察
が
、
ソ
リ
シ
タ
事
務
所
の
敷
地
へ
の
捜
索
令
状
が
出
さ
れ
た
と
い
う
情
報
を
含
む
機
微
情
報
を

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
へ
漏
え
い
し
た
た
め
、
世
間
の
注
目
を
集
め
る
こ
と
と
な
っ
た
と
い
う
主
張
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
同
判
決
で
は
、

国
は
、「W

ard

判
決
で
示
さ
れ
た
原
則
に
基
づ
き
、
警
察
官
の
不
注
意
な
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
暴
露
は
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
と
な
る
」

こ
と
を
認
め
て
い
た
。

　

国
家
と
そ
の
市
民
の
間
の
近
接
的
な
関
係
が
、
国
家
に
よ
る
繊
細
か
つ
秘
密
の
情
報
（sensitive and confidential 

inform
ation

）
の
取
得
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
そ
の
関
係
は
、
そ
の
情
報
の
開
示
や
公
表
に

よ
っ
て
不
利
益
を
受
け
る
者
に
対
す
る
国
家
の
注
意
義
務
違
反
を
生
じ
さ
せ
得
る
。
繊
細
か
つ
秘
密
の
情
報
を
警
察
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ

36
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ス
ト
等
に
過
失
で
漏
え
い
す
る
こ
と
は
、
仮
に
そ
の
漏
え
い
に
よ
る
損
害
が
合
理
的
に
予
見
可
能
で
あ
れ
ば
、
損
害
賠
償
の
た
め
に

ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
と
い
う
訴
訟
原
因
を
生
じ
さ
せ
る
だ
ろ
う
。

　

M
ichael M

aher

署
長
（Superintendent

）
は
、
警
察
が
犯
罪
者
の
身
元
を
確
知
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
一
般
的
な
身
元
を
知
っ

て
い
る
と
い
う
状
況
に
お
い
て
、
捜
査
に
支
障
が
あ
る
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
、
被
害
者
と
な
り
得
る
女
性
に
危
険
が
迫
っ
て
い
る

こ
と
を
知
ら
せ
な
か
っ
た
と
い
う
事
件
に
関
す
る
カ
ナ
ダ
の
オ
ン
タ
リ
オ
裁
判
所
（O

ntario C
ourt

）
のD

oe v T
he B

oard of 

C
om

m
issioners of Police for the M

unicipality of M
etropolitan T

oronto

判
決
に
依
拠
し
て
、
警
察
が
、
本
件
の
よ
う
な
場
合

に
は
、
潜
在
的
な
被
害
者
に
対
し
て
情
報
提
供
す
る
義
務
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
同
判
決
は
、
原
告
が
ほ
ぼ
確
実
に
攻
撃
さ
れ

る
と
知
り
つ
つ
も
、
警
察
は
原
告
に
警
告
し
な
い
と
判
断
し
、
か
つ
、
原
告
を
保
護
す
る
措
置
も
何
ら
と
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由

に
、
損
害
賠
償
請
求
を
認
め
た
。

　

し
か
し
、
本
件
は
、
こ
の
判
決
の
事
実
関
係
と
全
く
異
な
る
。
と
い
う
の
も
、
周
辺
住
民
にJam

es O
’ D

onoghue

の
存
在
を
警

告
す
れ
ば
、
重
大
犯
罪
を
引
き
起
こ
す
恐
れ
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
手
段
は
避
け
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
をM

aher

氏
も
認

め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
、
一
般
原
則
と
し
て
、
性
犯
罪
前
科
者
の
居
所
を
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
他
の
メ
デ
ィ
ア
の
機
関
に
伝

え
る
こ
と
は
不
適
切
で
あ
る
と
述
べ
て
い
た
。
ま
た
、
彼
は
、
そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
は
、
警
察
が
当
該
犯
罪
者
と
顔
見
知

り
に
な
り
、
継
続
的
監
視
下
に
置
き
、
動
向
を
監
視
し
、
警
察
の
存
在
を
意
識
さ
せ
る
こ
と
の
必
要
性
に
つ
い
て
説
い
て
い
た
。

　

当
時
の
地
元
警
察
は
、Jam

es

がG
ray

の
住
宅
に
非
常
に
短
期
間
滞
在
す
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
、
若
し
く
は
、
尋
ね
る
こ

と
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
本
件
は
、
適
切
に
規
定
さ
れ
た
警
察
の
方
針
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
で

き
た
短
期
間
の
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
警
察
の
方
針
に
合
致
し
た
手
続
も
と
ら
れ
て
い
る
が
、
明
ら
か
に
そ
の
方
針
や
一
九
八
九
年

警
察
（
規
律
）
規
則
に
違
反
し
た
警
察
官
の
手
続
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
と
ら
れ
た
手
続
も
、
国
が
原
告
に
負
う
注
意
義
務
違
反
で
あ

39

40
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る
。

　

国
の
過
失
に
よ
っ
て
原
告
は
、
苦
痛
、
不
快
（upset

）、
不
便
（inconvenience

）
に
苦
し
み
、
原
告
の
う
ち
、Phyllis

は
傷

害
に
苦
し
ん
で
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
原
告
の
国
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
は
認
め
ら
れ
る
。

・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
に
つ
い
て

　

原
告
は
、
国
が
秘
密
に
す
べ
き
、
機
微
な
情
報
を
警
察
の
構
成
員
を
通
じ
て
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
て
開
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
憲

法
上
保
護
さ
れ
て
い
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
と
自
宅
の
平
和
的
な
享
有
を
侵
害
さ
れ
た
と
主
張
し
て
い
る
。
他
方
、
国
は
、
第
三
者
の

憲
法
上
の
権
利
の
保
護
や
公
共
の
利
益
の
必
要
性
か
ら
、
本
件
で
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
が
制
約
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い

る
。

　

R
 v C

hief C
onstable of the N

orth W
ales Police and O

thers

で
は
、
児
童
に
対
す
る
性
犯
罪
で
長
期
間
服
役
し
、
そ
の
後
出
所

し
た
夫
婦
に
よ
る
控
訴
に
つ
い
て
判
断
し
た
。
こ
の
事
件
で
は
、
出
所
し
た
控
訴
人
夫
婦
が
、
地
元
報
道
機
関
の
批
判
的
な
報
道
や

近
隣
か
ら
の
怒
り
の
声
に
よ
っ
て
、
何
回
も
引
っ
越
し
を
重
ね
て
い
た
が
、
よ
う
や
く
あ
る
地
域
の
ト
レ
イ
ラ
ー
ハ
ウ
ス
に
住
ま
い

を
確
保
で
き
、
そ
こ
に
居
続
け
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
あ
る
警
察
官
が
、
彼
ら
と
会
い
、
移
動
し
続
け
る
よ
う
に
説
得
し
た
。

こ
の
警
察
の
要
請
は
、
児
童
性
愛
者
の
前
科
者
に
よ
る
再
犯
リ
ス
ク
に
対
処
す
る
こ
と
を
企
図
し
た
警
察
文
書
の
方
針
に
従
っ
て
な

さ
れ
た
。
こ
の
文
書
で
は
、
潜
在
的
被
害
者
を
保
護
す
る
た
め
「
知
る
必
要
性
」（need to know

）
が
あ
る
場
合
に
、
警
察
に
よ
っ

て
収
集
さ
れ
た
情
報
の
提
供
が
な
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
た
た
め
、
当
該
警
察
官
は
、
そ
の
ト
レ
イ
ラ
ー
ハ
ウ
ス
の
所
有

者
に
対
し
て
、
控
訴
人
の
前
科
に
関
す
る
地
元
メ
デ
ィ
ア
の
記
事
を
見
せ
、
そ
の
結
果
、
そ
の
所
有
者
は
彼
ら
に
去
る
よ
う
伝
え
た
。

　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
控
訴
院
裁
判
所
は
、
有
罪
判
決
と
い
う
事
実
は
公
の
領
域
（public dom

ain

）
に
属
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、

41
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警
察
は
そ
の
情
報
を
公
表
す
る
公
の
利
益
が
存
在
す
る
場
合
に
の
み
そ
う
す
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
一
般
人
に
児
童
性
愛
者
で
あ
る

こ
と
を
公
表
す
る
こ
と
は
非
常
に
慎
重
な
配
慮
を
要
す
る
判
断
で
あ
る
か
ら
、
差
し
迫
っ
た
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
の
み
な

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
判
示
し
つ
つ
も
、
警
察
が
不
適
切
な
考
慮
に
よ
っ
て
動
機
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
ま
た
、
彼
ら

の
決
定
を
不
合
理
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
当
該
警
察
の
方
針
及
び
判
断
は
、
違
法
と
は
い
え
な
い
と
判
示
し

た
。

　

他
方
、
本
件
で
は
、
警
察
官
が
過
失
に
よ
っ
て
、
秘
密
と
す
べ
き
機
微
な
情
報
を
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
求
め
に
応
じ
て
、
メ
デ
ィ

ア
に
対
し
て
違
法
に
開
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
原
告
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
及
び
自
宅
の
平
和
的
享
有
と
い
う
憲
法
上
保
護
さ

れ
た
権
利
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
る
。

・
損
害
賠
償
に
つ
い
て

　

A
lan

に
対
し
て
一
万
五
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
、
息
子Francis

に
対
し
て
五
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
の
損
害
賠
償
を
認
め
る
。
ま
た
、Phyllis

は
深
刻
な
う
つ
状
態
と
な
り
、
自
殺
未
遂
を
試
み
る
な
ど
、
最
も
被
害
を
受
け
た
た
め
、
五
万
ユ
ー
ロ
の
損
害
賠
償
を
認
め
る
。

　

⒝　

本
判
決
の
意
義
と
妥
当
性

・R
 v C

hief C
onstable of the N

orth W
ales Police

判
決
と
の
比
較

　

G
ray

事
件
の
妥
当
性
を
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
、
同
事
件
で
も
引
用
さ
れ
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
の
類
似
の
事
件
で
あ
る
、R

 v C
hief 

C
onstable of the N

orth W
ales Police

が
参
考
に
な
る
。
両
事
件
は
、
警
察
と
い
う
公
権
力
が
、
前
科
に
関
す
る
情
報
を
第
三
者
に

提
供
し
た
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。

45
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し
か
し
な
が
ら
、
両
事
件
の
事
実
関
係
は
重
要
な
点
で
異
な
っ
て
い
る
。R

 v C
hief C

onstable of the N
orth W

ales Police

事

件
の
原
告
ら
は
、
服
役
中
も
更
生
し
た
様
子
は
全
く
な
く
、
極
め
て
再
犯
性
が
高
い
人
物
で
あ
る
と
夫
婦
共
に
判
断
さ
れ
て
い
た
。

他
方
、G

ray

事
件
の
前
科
者Jam

es

は
、
そ
こ
ま
で
の
事
情
が
あ
っ
た
こ
と
は
う
か
が
え
な
い
。

　

ま
た
、G

ray

事
件
で
は
、Jam

es

は
性
犯
罪
者
で
あ
っ
た
も
の
の
、
児
童
性
愛
者
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
警
察
に
よ
る
情
報
提

供
の
相
手
方
が
メ
デ
ィ
ア
で
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
、B

allybunion

に
は
短
期
間
の
滞
在
が
予
定
さ
れ
て
い
た
に
す
ぎ
ず
、
報
道

時
に
は
既
に
そ
の
町
を
去
っ
て
い
た
こ
と
、
と
い
う
点
で
イ
ギ
リ
ス
の
事
件
と
は
大
き
く
異
な
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
に
加
え
て
、R

 v C
hief C

onstable of the N
orth W

ales Police

事
件
で
は
、
警
察
の
採
用
し
て
い
た
指
針
に
違

法
性
は
な
く
、
こ
れ
に
従
っ
た
警
察
官
の
判
断
も
間
違
っ
て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
が
、G

ray

事
件
は
、

問
題
と
な
っ
た
警
察
官
の
情
報
漏
え
い
行
為
が
、
警
察
の
指
針
及
び
一
九
八
九
年
警
察
規
則
に
明
確
に
違
反
し
て
い
る
部
分
も
あ
っ

た
。
よ
っ
て
、
当
該
警
察
官
の
行
為
が
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
に
該
当
す
る
こ
と
は
明
白
で
あ
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
事
情
に
鑑
み
る
と
、G

ray
事
件
で
は
、
警
察
に
よ
る
前
科
情
報
の
提
供
に
は
、
よ
り
慎
重
な
配
慮
が
求
め
ら
れ

る
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
警
察
の
行
為
を
違
法
と
判
断
し
た
こ
と
は
妥
当
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
前
科
情
報
を
メ
デ
ィ
ア
に

提
供
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
情
報
が
数
多
く
の
一
般
市
民
に
知
れ
渡
る
こ
と
を
意
味
し
、
そ
の
結
果
、
魔
女
狩
り
の
よ
う
な
事

態
を
生
じ
さ
せ
、
そ
の
情
報
を
提
供
さ
れ
た
前
科
者
が
行
き
場
を
失
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
極
め
て
慎

重
な
配
慮
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

・
個
人
情
報
の
漏
え
い

　

こ
のG

ray

事
件
は
、
個
人
情
報
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
や
や
珍
し
い
ケ
ー
ス
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
い
う
の
も
、G

ray
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事
件
は
、
純
粋
な
前
科
情
報
の
第
三
者
提
供
が
問
題
と
な
っ
たR

 v C
hief C

onstable of the N
orth W

ales Police

事
件
と
は
異
な

り
、
漏
え
い
さ
れ
た
情
報
の
主
体
で
あ
るJam

es

が
原
告
で
は
な
く
、Jam
es

と
同
居
し
て
い
たA

lan

の
家
族
の
一
部
が
原
告
と

な
っ
て
お
り
、
問
題
と
さ
れ
た
警
察
が
漏
え
い
し
た
情
報
の
内
容
は
、Jam

es

の
前
科
そ
の
も
の
に
限
ら
れ
ず
、
前
科
者Jam

es

とA
lan

の
家
族
の
同
居
と
い
う
事
実
も
含
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、G

ray
事
件
で
は
、「A

lan

一
家
が
性
犯
罪
の
前
科
者
と
同
居
し
て
い
る
」
と
い
う
個
人
情
報
の
漏
え
い
こ
そ
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
情
報
が
含
ま
れ
て
い
た
が
ゆ
え
に
、
そ
の
家
族
が
甚
大
な
損
害
を
被
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
点
も
、
損
害
を
被
っ
た
と
主
張
す
る
者
が
情
報
主
体
で
あ
る
前
科
者
自
身
で
あ
り
、
そ
の
者
の
個
人
情
報
の
漏
え
い
が
問
題
と

な
っ
たR

 v C
hief C

onstable of the N
orth W

ales Police

事
件
と
は
、
大
き
く
異
な
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
前
科
者
以
外
の
個
人
情
報
の
提
供
が
問
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
第
三
者
提
供
に
は
よ
り
慎
重
な
配
慮

が
必
要
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

・
憲
法
判
断
の
必
要
性

　

G
ray

判
決
は
、
当
該
警
察
の
行
為
の
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
に
加
え
て
、
憲
法
違
反
も
認
め
た
。
確
か
に
、
憲
法
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

権
が
公
権
力
に
対
し
て
主
張
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
争
い
は
な
い
か
ら
、
理
論
的
に
は
憲
法
違
反
を
認
め
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
よ

う
に
も
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
本
件
の
損
害
賠
償
請
求
に
お
い
て
、
あ
え
て
憲
法
違
反
に
言
及
す
る
必
要
性
が
存
在
し
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は

疑
問
が
残
る
。
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
と
い
う
不
法
行
為
の
訴
訟
原
因
を
利
用
で
き
た
の
で
あ
る
か
ら
付
加
的
に
憲
法
違
反
を
論
じ
こ
れ

を
認
め
る
こ
と
は
、
単
に
屋
上
屋
を
架
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
憲
法
違
反
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
は
で
き
な
い
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と
い
う
ル
ー
ル
を
設
定
し
たH

anrahan M
erck Sharp &

 D
ohm

e (Ireland) Ltd

最
高
裁
判
決
と
、
本
判
決
は
整
合
的
で
な
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
に
検
討
す
る
。

　

㈢　

私
人
に
よ
る
憲
法
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
侵
害
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
Ⅰ
│
│H

errity

判
決

 

⒜ 

H
errity v A

ssociated N
ew

spapers

　

G
ray

判
決
は
、
問
題
と
な
っ
た
警
察
の
情
報
漏
え
い
行
為
の
違
法
性
が
比
較
的
容
易
に
認
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
た
め
、

そ
の
判
決
の
結
論
の
妥
当
性
は
容
易
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
む
し
ろ
、
憲
法
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
侵
害
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
を

肯
定
し
た
と
い
う
理
論
的
側
面
で
注
目
を
集
め
た
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
憲
法
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
侵
害
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請

求
が
私
人
（
メ
デ
ィ
ア
）
に
対
し
て
も
主
張
で
き
る
か
に
つ
い
て
争
わ
れ
た
事
件
が
、
二
〇
〇
八
年
のH

errity v A
ssociated 

N
ew

spapers

高
等
法
院
判
決
で
あ
る
。

（
事
実
の
概
要
）

　

原
告
で
あ
るM

ichelle H
errity

は
、
当
初
、
彼
女
の
夫
と
共
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
のM

cM
ahon

神
父
と
友
人
関
係
に
あ
っ
た
。

し
ば
ら
く
し
て
、H

errity

夫
婦
の
関
係
に
困
難
が
生
じ
、
そ
の
こ
と
を
原
告
はM

cM
ahon

神
父
に
相
談
し
、
そ
の
勧
め
に
従
っ

て
対
処
し
て
い
た
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
原
告
は
夫
婦
関
係
が
破
綻
し
た
後
に
、
同
神
父
と
親
密
な
関
係
と
な
っ
た
。

　

原
告
の
夫
は
、
私
立
探
偵
を
雇
い
、
彼
女
の
同
意
な
くM

cM
ahon

神
父
と
の
通
話
内
容
を
盗
聴
し
、
そ
の
録
音
記
録
と
写
真
を

新
聞
社
へ
渡
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
新
聞
社
は
、
こ
の
夫
の
主
張
に
基
づ
い
た
記
事
を
作
成
し
、
原
告
とM

cM
ahon

神
父
の
関
係

に
関
す
る
記
事
を
三
週
間
に
渡
っ
て
何
回
も
報
道
し
た
。
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そ
こ
で
、
原
告
は
、
こ
の
新
聞
社
に
対
し
て
、
憲
法
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
違
反
に
基
づ
く
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
。
ま
た
、
こ

れ
に
加
え
て
、
原
告
は
、
精
神
的
苦
痛
を
違
法
に
与
え
た
こ
と
（w

rongful infliction of m
ental distress

）、
信
任
違
反
、
制
定

法
上
の
義
務
違
反
（breach of statutory duty

）
及
び
共
謀
（conspiracy

）
に
基
づ
く
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
。
原
告
の
申
立
て

の
核
心
は
、
盗
聴
行
為
な
ど
に
対
し
て
刑
事
罰
を
科
し
て
い
る
一
九
八
三
年
郵
便
及
び
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
法
律

（Postal and Telecom
m

unications Services A
ct 1983

）
に
違
反
す
る
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。

（
判
旨
、D

unne

裁
判
官
）

　

M
cG

ee v A
ttorney G

eneral
判
決
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
憲
法
上
列
挙
さ
れ
な
い
権
利
と
し
て
認
め
た
最
初
の
も
の
で
あ
っ

た
。N

orris v A
ttorney G

eneral
で
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
「
ひ
と
り
で
放
っ
て
お
い
て
も
ら
う
権
利
」
と
表
現
し
、
こ
の
権

利
が
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
い
と
判
示
し
た
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
創
設
は
、K

ennedy v A
ttorney G

eneral

で
完
成
し
た
。

　

被
告
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
存
在
に
つ
い
て
争
っ
て
い
な
い
が
、
そ
の
違
反
に
対
す
る
損
害
賠
償
を
私
人
に
対
し
て
請
求
で
き

な
い
と
主
張
し
た
。
ま
た
、
被
告
は
、
多
く
の
ケ
ー
ス
で
私
人
に
対
す
る
訴
訟
の
提
起
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
暫
定
的

差
止
め
命
令
（interlocutory injunction

）
が
求
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
完
全
な
審
理
（full trial

）
で
は
そ
の
よ
う
な
先
例
は

存
在
せ
ず
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
侵
害
の
損
害
賠
償
請
求
が
認
め
ら
れ
た
ケ
ー
ス
は
す
べ
て
国
家
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

　

原
告
は
、
憲
法
上
の
権
利
侵
害
に
基
づ
く
損
害
賠
償
の
主
張
が
国
家
に
対
す
る
訴
訟
に
限
定
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
主
張
を
支
え

る
判
例
と
し
て
、M

eskell

及
びC

onw
ay v Irish N

ational Teachers O
rganisation

に
言
及
し
た
が
、
被
告
は
、
私
人
に
対
す
る

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
侵
害
の
損
害
賠
償
請
求
が
認
め
ら
れ
た
ケ
ー
ス
が
存
在
し
な
い
と
い
う
主
張
を
支
え
る
判
例
と
し
て
、M

 v 

D
rury

とC
ogley v R

adió Telifís É
ireann (R

T
É

)

に
言
及
し
た
。M

 v D
rury

の
事
実
関
係
は
、
本
件
の
そ
れ
と
極
め
て
近
い
も
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の
が
あ
る
が
、
そ
の
事
件
は
、
妻
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
神
父
と
不
倫
関
係
に
あ
る
た
め
婚
姻
関
係
が
破
綻
し
た
と
主
張
す
る
夫
の

記
事
を
新
聞
社
が
掲
載
し
た
た
め
、
そ
の
妻
が
そ
の
記
事
の
暫
定
的
差
止
め
命
令
を
求
め
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

O
’ H

anlon

裁
判
官
は
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。
①
当
該
記
事
が
結
婚
生
活
の
性
関
係
に
関
す
る
事
柄
に
つ
い
て
で
は
な
く
、

不
倫
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
か
ら
、
憲
法
第
四
〇
条
及
び
第
四
一
条
の
権
利
侵
害
は
問
題
と
な
ら
な
い
。
②
仮
に
記
事
の
内
容
の
真
実

性
に
つ
い
て
原
告
に
よ
っ
て
争
わ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
差
止
め
が
与
え
ら
れ
得
る
で
あ
ろ
う
し
、
名
誉
毀
損
法
が
適
用
さ
れ
得
る
だ

ろ
う
。
③
一
定
の
場
合
に
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
は
、
憲
法
に
由
来
す
る
列
挙
さ
れ
て
い
な
い
権
利
で
あ
り
、
司
法
の
介
入
を
要
求

す
る
だ
ろ
う
が
、
一
般
的
に
は
、
司
法
で
は
な
く
国
会
が
表
現
の
自
由
に
対
す
る
例
外
を
定
め
る
べ
き
で
あ
る
。
④
夫
の
申
立
て
が

既
に
広
く
報
道
機
関
に
よ
っ
て
流
布
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
及
び
、
裁
判
所
が
公
判
に
お
い
て
当
該
報
道
を
適
法
と
判
断
す
る
可
能
性

が
高
い
場
合
に
は
、
そ
の
報
道
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
一
般
的
に
望
ま
し
く
な
い
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
利
益
衡
量
の
結
果
（balance 

of convenience

）
は
、
求
め
ら
れ
て
い
る
本
件
救
済
を
与
え
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

い
く
つ
も
の
理
由
か
ら
、
こ
の
判
決
は
重
要
で
あ
る
と
私
は
考
え
る
。
第
一
に
、
こ
の
判
決
は
、
憲
法
上
保
障
さ
れ
る
個
人
的
な

権
利
の
ひ
と
つ
と
し
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
存
在
を
認
め
た
と
い
う
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
第
二
に
、
婚
姻
生
活
中
の
夫
婦
の
秘
密
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
保
護
す
る
重
要
性
を
認
め
た
と
い
う
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
第
三
に
、
司
法
が
「
表
現
の
自
由
の
例
外
を
明

確
に
打
ち
出
す
（stake out

）」
の
で
は
な
く
て
、
議
会
に
そ
れ
を
委
ね
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
指
摘
し
た
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

こ
の
文
脈
に
お
い
て
、
言
及
し
て
お
き
た
い
も
う
ひ
と
つ
の
判
例
は
、C

ogley v R
T

E

で
あ
る
。
こ
の
事
件
は
、Leas C

ross 

N
ursing H

om
e

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
老
人
介
護
施
設
の
運
営
に
関
連
し
た
番
組
の
予
定
さ
れ
て
い
た
放
映
に
関
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
の
番
組
で
は
、
あ
る
被
用
者
が
隠
し
カ
メ
ラ
を
使
っ
て
、
二
週
間
に
わ
た
っ
て
当
該
老
人
介
護
施
設
の
様
子
を
撮
影
し

た
映
像
が
使
わ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
。

54

55



　（　　）　53巻１号　（2018. ７）31

プライバシー権侵害・個人データ保護法違反と民事責任
　

こ
の
番
組
の
暫
定
的
放
送
差
止
め
を
求
め
て
、
Ｒ
Ｔ
Ｅ
に
対
し
て
二
つ
の
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
。
第
一
の
訴
訟
手
続
の
原
告
は
、

こ
の
施
設
の
看
護
長
で
あ
り
（C

ogley

事
件
）、
第
二
の
訴
訟
手
続
の
原
告
は
、
同
施
設
の
所
有
者
と
占
有
者
ら
で
あ
る
（A

herne
事
件
）。

　

第
二
の
訴
訟
手
続
の
原
告
の
請
求
は
、
隠
し
カ
メ
ラ
の
使
用
が
原
告
や
患
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
侵
害
で
あ
り
、
ト
レ
ス
パ
ス

を
構
成
す
る
と
い
う
主
張
に
主
と
し
て
基
づ
い
て
い
た
。K

ennedy

判
決
で
示
さ
れ
た
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
範
囲
を
検
討
す
る
に
あ

た
り
、C

larke

裁
判
官
は
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
た
。

　
「
し
か
し
な
が
ら
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
は
無
制
約
な
も
の
で
は
な
く
、
他
人
の
憲
法
上
の
権
利
、
ま
た
、
公
共
の
秩
序
（public 

order

）、
公
衆
道
徳
（public m

orality

）
及
び
公
益
（com

m
on good

）
の
要
求
に
服
す
る
と
い
う
こ
と
は
、K

ennedy

判

決
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。」

　

C
larke

裁
判
官
は
、
次
の
よ
う
に
続
け
た
。

　
「
本
件
の
目
的
の
た
め
に
有
益
な
出
発
点
は
、
開
示
を
防
ご
う
と
し
て
い
る
当
該
基
礎
情
報
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
と
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
が
そ
の
基
礎
情
報
に
及
ば
な
い
が
、
当
該
情
報
の
入
手
方
法
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
る

状
況
と
を
区
別
す
る
こ
と
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

完
全
に
個
人
に
と
っ
て
私
的
な
、
ま
た
、
第
三
者
や
公
衆
へ
の
そ
れ
ら
の
開
示
に
対
す
る
妥
当
な
根
拠
は
存
在
し
な
い
と
主

張
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
よ
う
な
事
柄
は
存
在
す
る
。
さ
ら
に
、
当
事
者
が
、
考
慮
す
べ
き
公
共
の
利
益
（public 
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）
の
よ
う
な
対
立
す
る
利
益
に
鑑
み
て
、
当
該
情
報
が
常
に
私
的
な
も
の
に
と
ど
め
て
お
く
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ

ろ
う
が
、
そ
の
情
報
の
入
手
方
法
に
関
連
し
て
不
服
を
申
し
立
て
る
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
と
い
う
状
況
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
上
記
い
ず
れ
の
要
素
が
関
係
し
て
い
る
か
に
よ
っ
て
、
と
り
わ
け
中
間
的
な
（interlocutory

）
段
階

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
考
慮
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。」

　

最
終
的
に
は
、
裁
判
所
は
そ
の
事
件
で
中
間
的
な
救
済
を
認
め
な
か
っ
た
。C

larke

裁
判
官
は
、
個
人
の
権
利
を
侵
害
し
て
情

報
が
入
手
さ
れ
た
と
い
う
単
な
る
事
実
そ
れ
自
体
は
、
必
ず
し
も
決
定
的
な
も
の
で
は
な
い
と
判
示
し
た
。
ま
た
、
同
裁
判
官
は
、

利
益
衡
量
に
お
い
て
、
公
共
の
利
益
と
中
間
的
な
申
立
て
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
損
害
賠
償
請
求
が
適
切
な
救
済
で
あ
り
得
る

程
度
を
測
る
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
。
そ
の
判
決
とM

 v D
rury

判
決
に
お
い
て
、
原
告
が
中
間
的
な
救
済
を
得
ら
れ
な
い
と

い
う
こ
と
、
ま
た
、
私
人
に
対
す
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
に
関
す
る
損
害
賠
償
請
求
の
本
案
審
理
に
よ
る
判
決
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
を
考
慮
し
て
も
、
私
に
は
、
そ
の
よ
う
な
損
害
賠
償
請
求
権
が
存
在
し
な
い
と
い
う
結
論
を
導
く
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。

　

私
が
言
及
し
た
先
例
、
と
り
わ
けC

ogley v R
T

E
か
ら
生
じ
る
原
理
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

①　

憲
法
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
が
存
在
す
る
。

　

②　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
は
絶
対
的
な
権
利
で
は
な
い
。

　

③　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
は
、
他
の
対
立
す
る
権
利
や
利
益
と
衡
量
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。

　

④ 　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
は
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
情
報
の
性
質
に
由
来
す
る
こ
と
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
個
人
に
と
っ
て
完
全
に

私
的
な
も
の
で
あ
り
、
第
三
者
や
大
衆
一
般
に
公
開
さ
れ
る
適
切
な
根
拠
が
な
い
と
正
当
に
主
張
し
得
る
事
柄
の
こ
と
で
あ
る
。
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⑤ 　

関
連
す
る
対
立
利
益
を
考
慮
し
た
結
果
、
当
該
情
報
を
常
に
秘
密
に
し
て
お
く
こ
と
が
主
張
で
き
な
い
状
況
も
存
在
し
得
る

が
、
そ
の
情
報
の
入
手
方
法
に
関
し
て
不
服
を
申
し
立
て
得
る
。

　

⑥ 　

憲
法
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
違
反
に
対
す
る
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
権
利
は
、
国
又
は
国
家
機
関
若
し
く
は
組
織
に
限
ら
れ

な
い
。

　

被
告
は
、
本
件
公
表
を
正
当
化
す
る
た
め
に
、
①
新
聞
社
の
表
現
の
自
由
、
②
問
題
と
な
っ
た
情
報
の
正
確
性
、
③
本
件
情
報
の

公
共
の
利
益
、
④
原
告
の
夫
の
表
現
の
自
由
を
主
張
し
て
い
る
。

　

被
告
は
、M

ahon v Post Publication Lim
ited

を
引
用
し
、
そ
こ
で
は
、Fennelly

裁
判
官
が
、
表
現
の
自
由
の
本
質
に
つ
い
て
、

検
討
し
て
い
る
と
い
う
。

　
「
メ
デ
ィ
ア
は
、
公
表
を
正
当
化
す
る
た
め
、
表
現
の
自
由
の
ほ
か
、
何
ら
か
の
公
共
の
利
益
に
言
及
す
る
必
要
は
な
い
。

メ
デ
ィ
ア
は
、
公
共
の
利
益
を
有
し
な
い
記
事
を
公
表
す
る
自
由
を
有
す
る
。
ニ
ュ
ー
ス
・
メ
デ
ィ
ア
に
出
て
く
る
多
く
の
記

事
が
、
少
し
も
公
共
の
利
益
に
資
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
疑
い
は
な
い
。
同
様
に
、
そ
れ
ら
の
多
く
の
記
事
が
、
完
全
に

許
さ
れ
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
利
益
の
追
求
に
よ
っ
て
動
機
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
疑
い
は
な
い
。

　

表
現
の
自
由
は
、
価
値
の
あ
る
、
真
剣
な
、
そ
し
て
、
社
会
的
に
価
値
の
あ
る
記
事
と
同
様
に
、
好
色
的
で
中
身
の
な
い
記

事
に
も
保
護
を
与
え
る
。
ニ
ュ
ー
ス
・
メ
デ
ィ
ア
が
、
価
値
の
な
い
、
侮
辱
的
で
さ
え
あ
る
記
事
で
あ
る
こ
と
を
隠
す
た
め
に
、

し
ば
し
ば
嘘
っ
ぽ
く
公
共
の
利
益
を
持
ち
出
す
と
い
う
疑
い
の
な
い
事
実
は
、
こ
の
原
則
に
影
響
を
与
え
な
い
。」
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こ
れ
は
、
表
現
の
自
由
の
権
利
に
関
す
る
強
力
な
表
現
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
判
決
は
、
表
現
の
自
由
の
権
利
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

権
よ
り
も
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
先
例
と
は
な
ら
な
い
。
表
現
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
又
は
制
定
法
で
明
確
に
示
さ
れ
た
例
外
に

服
す
る
。
そ
う
し
た
文
脈
に
お
い
て
こ
そ
、
憲
法
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
と
の
関
係

に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
表
現
の
自
由
は
無
制
約
な
権
利
で
は
な
い
。

　

本
件
の
電
話
の
通
話
記
録
の
公
表
は
、
一
九
八
三
年
郵
便
及
び
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
法
律
の
九
八
条
に
違
反
す
る
行
為

で
あ
る
と
同
時
に
、
犯
罪
と
も
な
る
行
為
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
立
法
府
が
明
確
に
電
気
通
信
を
侵
害
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る

場
合
に
、
い
か
に
し
て
個
人
の
通
話
記
録
を
公
表
す
る
表
現
の
自
由
が
あ
る
と
主
張
で
き
る
の
か
理
解
で
き
な
い
。
誰
も
、
読
者
の

好
色
的
な
興
味
を
刺
激
す
る
た
め
又
は
楽
し
み
を
提
供
す
る
た
め
に
、
新
聞
で
記
事
に
さ
れ
て
い
る
自
分
の
私
的
な
電
話
の
会
話
を

見
る
と
は
予
想
し
て
い
な
い
。

　

被
告
の
依
拠
す
る
第
二
の
点
は
、
情
報
の
正
確
性
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
間
違
い
な
く
、M

 v D
rury

判
決
で
は
、
こ
の
点
が

判
断
要
素
と
な
っ
て
い
た
。
本
件
記
事
は
、
表
現
の
自
由
の
権
利
に
対
す
る
制
定
法
上
の
例
外
に
反
し
て
公
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

か
ら
、
私
の
見
解
で
は
、
そ
の
記
事
が
正
確
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
被
告
が
本
件
で
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

被
告
の
依
拠
す
る
第
三
の
点
は
、
公
共
の
利
益
で
あ
る
。
本
件
に
お
け
る
公
益
と
は
、
も
ち
ろ
ん
原
告
の
行
動
で
は
な
く
、

M
cM

ahon

神
父
の
行
動
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
公
表
さ
れ
た
三
つ
の
記
事
の
内
容
は
、
原
告
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
社
会
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
神
父
の
役
割
に
鑑
み
る
と
、M

cM
ahon

神
父
は
、
そ
の
行
動
がA

 v B
 Plc

で
示
さ

れ
た
よ
う
な
公
衆
か
ら
の
精
査
に
服
す
る
者
と
い
い
得
る
だ
ろ
う
。
神
父
の
よ
う
な
公
人
に
関
す
る
情
報
が
公
表
さ
れ
る
場
合
に
は
、

原
告
の
よ
う
な
者
の
立
場
に
あ
る
者
が
歓
迎
し
な
い
生
活
へ
の
侵
害
を
他
人
に
さ
ら
す
こ
と
に
な
り
得
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。

そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
、
一
般
論
と
し
て
、
表
現
の
自
由
の
権
利
は
、
本
件
の
原
告
の
立
場
に
あ
る
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
に
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優
越
す
る
と
思
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
該
個
人
に
関
連
す
る
情
報
の
範
囲
、
そ
の
情
報
の
入
手
方
法
及
び
行
わ
れ
た
公
表
の
方
法

の
点
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
件
の
事
実
関
係
か
ら
生
じ
る
公
共
の
利
益
が
、
郵
便
及
び
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

法
律
九
八
条
の
禁
止
を
無
に
す
る
と
い
え
る
根
拠
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

被
告
の
依
拠
す
る
最
後
の
点
は
、
原
告
の
夫
の
表
現
の
自
由
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
当
該
情
報
が
婚
姻
関
係
の
当
事
者
か
ら
の

も
の
で
あ
る
と
い
う
場
合
、
そ
れ
は
、
そ
の
婚
姻
関
係
の
一
方
当
事
者
が
新
聞
社
に
情
報
を
与
え
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
状
況
に

あ
っ
て
は
、
考
慮
す
べ
き
関
連
要
素
と
な
る
。
こ
う
し
た
場
合
、
対
立
す
る
利
益
を
衡
量
し
、
ど
こ
に
均
衡
状
態
が
存
在
す
る
か
見

出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
、
記
事
が
、
本
件
の
盗
聴
の
ご
と
く
法
で
禁
じ
ら
れ
た
情
報
源
か
ら
の
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、

こ
の
よ
う
な
考
慮
は
必
要
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
本
件
被
告
に
よ
る
一
九
八
三
年
法
第
九
八
条
に
違
反
し
た
電
話
の
会
話
記
録
の
公
表
は
、
故
意
に
よ
る
、
意
識
的

な
、
か
つ
、
不
当
な
原
告
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
侵
害
と
い
う
よ
り
ほ
か
な
い
。

　

最
後
に
、
損
害
賠
償
額
の
点
を
検
討
す
る
。
原
告
は
、M

cM
ahon

神
父
と
の
関
係
が
始
ま
る
前
に
、
夫
と
の
関
係
が
破
綻
し
て

い
た
。
被
告
は
、
本
件
婚
姻
関
係
の
破
綻
に
関
す
る
原
告
側
の
話
を
得
る
た
め
の
現
実
的
な
努
力
を
し
な
か
っ
た
。
新
聞
に
表
さ
れ

た
記
事
は
、
専
ら
夫
側
の
視
点
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
原
告
は
、
本
件
通
話
記
録
の
公
表
に
よ
っ
て
非
常
に
苦
し
ん
だ
。

　

被
告
が
主
張
す
る
よ
う
な
公
共
の
利
益
と
は
関
係
の
な
い
、
原
告
の
家
庭
環
境
、
履
歴
、
背
景
に
関
す
る
写
真
や
情
報
が
利
用
さ

れ
た
。
本
件
で
最
も
深
刻
な
側
面
は
、
被
告
は
、
盗
聴
の
結
果
違
法
に
入
手
さ
れ
た
記
録
を
利
用
し
た
が
、
そ
れ
は
、
復
讐
に
動
機

付
け
ら
れ
た
夫
か
ら
入
手
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
被
告
が
、
原
告
と
の
関
係
を
始
め
たM

cM
ahon

神
父
の
行

為
に
つ
い
て
書
く
こ
と
を
選
択
し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
原
告
に
関
す
る
制
限
さ
れ
た
情
報
は
正
当
に
公
の
領
域
へ
と
持
ち
出
さ
れ

た
で
あ
ろ
う
。
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以
上
の
事
実
に
鑑
み
る
と
、
原
告
に
対
し
て
、
通
常
の
損
害
賠
償
及
び
悪
質
な
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
と
し
て
六
万
ユ
ー
ロ
、
さ

ら
に
、
懲
罰
的
損
害
賠
償
と
し
て
三
万
ユ
ー
ロ
の
合
計
九
万
ユ
ー
ロ
が
認
め
ら
れ
る
。

　

⒝　

判
決
の
意
義
と
妥
当
性

・M
 v D

rury
判
決
と
の
比
較

　

H
errity

判
決
の
妥
当
性
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
事
件
と
良
く
似
て
お
り
、
か
つ
、
こ
の
判
決
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
たM

 v D
rury

判
決
と
比
較
す
る
こ
と
が
有
益
で
あ
る
。M

 v D
rury

事
件
は
、
妻
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
神
父
と
不
倫
関
係
に

あ
っ
た
こ
と
が
原
因
で
婚
姻
関
係
が
破
綻
し
た
、
と
主
張
す
る
夫
の
記
事
を
多
く
の
新
聞
社
が
掲
載
し
た
た
め
、
そ
の
妻
が
そ
の
記

事
の
暫
定
的
差
止
め
命
令
を
求
め
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
原
告
の
請
求
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

M
 v D

rury

事
件
とH

errity

事
件
は
、
記
事
が
真
実
で
あ
る
（
少
な
く
と
も
そ
う
で
は
な
い
と
争
わ
れ
て
い
な
い
）
と
い
う
点

で
共
通
し
て
い
る
。H

errity

判
決
のD

unne
裁
判
官
は
、
記
事
が
真
実
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
該
記
事
の
公
表
す
る
権
利
が

生
じ
る
わ
け
で
は
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
同
裁
判
官
は
、
表
現
の
自
由
も
コ
モ
ン
・
ロ
ー
及
び
制
定
法
の
規

制
に
服
す
る
の
で
あ
り
、
本
件
で
は
、
制
定
法
の
例
外
に
反
し
て
記
事
が
開
示
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
真

実
の
情
報
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
入
手
方
法
が
適
法
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

と
り
わ
け
、
本
件
は
、
盗
聴
行
為
に
よ
っ
て
通
話
記
録
が
入
手
さ
れ
公
表
さ
れ
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
か
ら
、
違
法
性
の
程
度
が
極
め

て
高
い
。
通
信
の
秘
密
の
侵
害
は
、
捜
査
機
関
が
重
大
犯
罪
の
た
め
に
電
話
傍
受
す
る
よ
う
な
極
め
て
必
要
性
の
強
い
場
合
に
の
み

許
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
行
為
が
許
さ
れ
る
場
合
は
、
通
常
、
制
定
法
で
厳
格
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　

他
方
、M

 v D
rury

事
件
で
は
、
違
法
な
情
報
収
集
と
い
う
事
情
は
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、H

errity

事
件
の
被
告
は
、
神
父
で
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は
な
く
、
一
般
市
民
で
あ
る
原
告
に
関
す
る
情
報
に
焦
点
を
当
て
た
記
事
を
作
成
し
公
表
し
た
が
、M

 v D
rury

事
件
で
は
、
原
告

が
妻
と
不
倫
関
係
に
あ
る
神
父
か
ら
損
害
賠
償
を
し
て
も
ら
う
目
的
で
メ
デ
ィ
ア
に
情
報
を
提
供
し
た
の
で
あ
り
、
妻
の
私
生
活
を

暴
く
こ
と
を
少
な
く
と
も
主
た
る
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。

　

こ
の
よ
う
にM

 v D
rury

事
件
とH

errity

事
件
と
で
は
、
重
要
な
点
で
事
実
関
係
が
異
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、M

 v D
rury

判
決
で
は
、
暫
定
的
差
止
め
請
求
が
否
定
さ
れ
、H

errity

判
決
で
は
、
損
害
賠
償
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
は
妥
当
で
あ
る
。
こ
の
結

論
の
相
違
は
、
請
求
の
対
象
が
損
害
賠
償
か
、
そ
れ
と
も
、
暫
定
的
な
差
止
め
か
と
い
う
違
い
に
よ
っ
て
決
定
的
に
生
じ
る
も
の
で

は
な
く
、
両
判
決
の
重
要
な
事
実
関
係
の
相
違
が
も
た
ら
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

・
憲
法
の
水
平
的
効
力

　

こ
の
判
決
の
最
大
の
理
論
的
意
義
は
、
私
人
間
の
紛
争
に
お
い
て
も
憲
法
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
と
解
釈
し
た
点
に
あ
る
。
憲
法

な
ど
の
人
権
規
定
が
私
人
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
水
平
的
効
力
と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
の
水
平
的
効
力
の
実
現
方
法
と
し
て
、
直

接
的
な
も
の
と
間
接
的
な
も
の
と
に
分
か
れ
て
い
る
。
直
接
的
水
平
的
効
力
で
は
、
裁
判
所
に
お
い
て
、
私
的
な
関
係
に
対
し
て
憲

法
上
の
権
利
が
直
接
適
用
さ
れ
る
。
間
接
的
水
平
的
効
力
で
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
権
利
や
義
務
に
憲
法
上
の
権
利
が
付
加
さ
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
私
法
の
法
理
、
方
法
論
、
手
続
を
通
じ
て
、
私
人
間
の
関
係
に
憲
法
上
の
権
利
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。M

eskell

判
決
は
、
私
人
間
に
憲
法
上
の
権
利
を
直
接
適
用
し
、
他
方
、H

anrahan

判
決
で
は
、
原
告
が
憲
法
の
間
接
的
な

適
用
を
求
め
た
が
、
こ
れ
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
一
般
的
に
理
解
さ
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
憲
法
上
の
権
利
に
水
平
的
効
力
を
認
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
政
府
の
報
告
書
で
は
否
定
的
に
評
価
し
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
一
九
九
五
年
四
月
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
政
府
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
「
憲
法
に
関
す
る
超
党
派
議
会
委
員
会
」（T

he A
ll-
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Party O

ireachtas C
om

m
ittee on the C

onstitution

）
の
一
九
九
六
年
憲
法
調
査
グ
ル
ー
プ
報
告
書
（Report of the C

onstitution 

R
eview

 G
roup

）
の
二
〇
〇
頁
で
は
、
平
等
に
関
す
る
憲
法
第
四
〇
条
一
項
が
私
人
に
対
し
て
も
主
張
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
、
次
の
五
つ
の
理
由
を
あ
げ
て
反
対
し
て
い
る
。

　

①
憲
法
は
、
個
人
と
国
家
の
関
係
を
規
律
し
て
い
る
。
②
個
人
の
自
律
に
対
す
る
不
当
な
介
入
と
な
る
。
③
表
現
の
自
由
や
結
社

の
自
由
の
よ
う
な
他
の
基
本
的
権
利
と
衝
突
す
る
場
合
が
あ
る
。
④
政
府
以
外
の
誰
が
そ
の
義
務
を
負
う
の
か
に
つ
い
て
画
定
す
る

こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
⑤
た
と
え
ば
労
働
法
の
領
域
で
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
平
等
の
保
障
が
特
定
の
領
域
の
活
動
に
適
用
さ
れ

る
か
の
決
定
は
議
会
に
任
せ
る
方
が
望
ま
し
い
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
意
見
に
対
し
て
は
、
強
い
批
判
も
あ
る
。B

inchy

教
授
は
、
こ
れ
ら
五
つ
す
べ
て
が
根
拠
と
し
て
弱
い

と
主
張
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
同
教
授
は
、
①
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
憲
法
と
完
全
に
相
違
し
て
い
る
、
②
及
び
③
は
、M

eskell

判
決
が
示
し
た
よ
う
に
、
潜
在
的
に
対
立
す
る
権
利
を
裁
判
所
が
調
整
す
る
可
能
性
を
無
視
し
て
い
る
、
④
は
、
な
ぜ
第
四
〇
条
一

項
に
限
っ
て
司
法
の
任
務
の
困
難
性
が
そ
の
義
務
を
引
き
受
け
る
障
害
と
な
る
の
か
不
明
で
あ
る
、
⑤
は
、
な
ぜ
非
国
家
的
な
当
事

者
が
か
か
わ
る
活
動
の
一
定
領
域
に
対
し
て
第
四
〇
条
一
項
の
適
用
を
事
実
上
否
定
す
る
と
い
う
立
法
の
選
択
肢
が
あ
る
の
か
に
つ

い
て
説
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
、
と
主
張
し
て
い
る
。

・
憲
法
上
の
根
拠

　

M
 v D

rury

判
決
で
は
、
当
該
記
事
が
結
婚
生
活
の
性
関
係
に
関
す
る
事
柄
に
つ
い
て
で
は
な
く
、
不
倫
と
い
う
事
実
で
あ
る
こ

と
を
理
由
に
、
憲
法
第
四
〇
条
及
び
第
四
一
条
│
│
家
族
生
活
を
保
護
す
る
第
四
一
条
は
と
も
あ
れ
、
原
告
の
不
倫
行
為
も
個
人
の

列
挙
さ
れ
な
い
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
と
し
て
保
護
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
第
四
〇
条
ま
で
含
め
る
こ
と
は
疑
問
で
あ
る
が

63
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│
│
の
権
利
侵
害
は
問
題
と
な
ら
な
い
と
し
て
い
た
。
こ
の
法
理
を
あ
て
は
め
れ
ば
、
不
倫
関
係
の
暴
露
が
問
題
と
な
っ
た

H
errity

事
件
に
対
し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　

H
errity

判
決
で
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
侵
害
を
認
め
た
も
の
の
、
そ
の
該
当
す
る
条
文
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
だ
が
、M

cG
ee

判
決
を
は
じ
め
と
し
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
が
列
挙
さ
れ
な
い
権
利
と
し
て
第
四
〇
条
三
項
一
号
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
条
文
を
根
拠
と
し
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

　

も
っ
と
も
、
第
四
〇
条
三
項
一
号
が
落
穂
拾
い
的
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
保
障
し
て
い
る
と
解
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
憲
法
上
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
語
る
際
に
、
特
定
の
憲
法
の
条
文
を
あ
げ
る
こ
と
に
そ
れ
ほ
ど
意
味
が
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
肝
心
な
こ
と
は
、

そ
の
内
容
、
射
程
で
あ
る
。

・
憲
法
判
断
の
必
要
性

　

H
errity

判
決
で
は
、
憲
法
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
侵
害
の
有
無
の
み
に
焦
点
を
当
て
て
お
り
、
原
告
が
そ
の
他
の
訴
訟
原
因
と

し
て
あ
げ
て
い
る
信
任
違
反
、
制
定
法
上
の
義
務
違
反
、
共
謀
（conspiracy

）
と
い
っ
た
主
張
に
つ
い
て
は
、
検
討
す
る
必
要
が

な
い
と
そ
っ
け
な
く
判
示
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、H

anrahan

判
決
の
命
題
に
従
え
ば
、
憲
法
違
反
以
外
の
訴
訟
原
因
に
基
づ
い
て
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
う

す
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
少
な
く
と
も
、
そ
う
で
き
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
点
を
丁
寧
に
説
明
す
べ
き
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

い
う
疑
問
が
あ
る
。
こ
の
点
は
後
に
検
討
す
る
。
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㈣　

私
人
に
よ
る
憲
法
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
侵
害
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
Ⅱ
│
│H

ickey &
 A

nor

判
決

　

こ
れ
ま
で
み
た
よ
う
に
、G

ray

判
決
やH

errity

判
決
は
、
憲
法
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
違
反
を
理
由
と
し
て
、
損
害
賠
償
請
求

を
認
め
た
ケ
ー
ス
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
判
決
で
は
、
憲
法
違
反
以
外
を
根
拠
と
し
た
従
来
型
の
不
法
行
為
に

よ
る
救
済
が
可
能
で
あ
っ
た
。
と
す
れ
ば
、
憲
法
上
の
不
法
行
為
と
し
て
救
済
を
認
め
る
と
い
う
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
特
有
の
制
度
が
活

躍
す
る
範
囲
は
、
思
っ
た
よ
り
少
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
が
出
て
こ
よ
う
。

　

こ
の
疑
念
は
、
二
〇
一
〇
年
のH

ickey &
 A

nor v Sunday N
ew

spapers Ltd

高
等
法
院
判
決
お
い
て
、
よ
り
一
層
深
ま
る
こ
と

に
な
る
。
こ
の
事
件
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
のC

am
pbell

判
決
や
欧
州
人
権
裁
判
所
のVon H

annover v G
erm

any

判
決
と
同
様
、
公

の
場
所
に
い
る
私
人
の
姿
が
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
暴
露
さ
れ
た
こ
と
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
侵
害
す
る
か
否
か
が
争
わ
れ
た
が
、
原

告
の
請
求
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

 

⒜ 

事
実
の
概
要
と
判
旨

（
事
実
の
概
要
）

　

原
告
はR

uth H
ickey

と
そ
の
息
子Jesse Isaac
で
あ
り
、H

ickey

氏
は
、
既
婚
者
で
あ
るD

avid A
gnew

と
交
際
し
て
い
た
。

A
gnew

氏
は
プ
ロ
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
で
あ
り
、
そ
の
妻A

dele K
ing

は
、
良
く
知
ら
れ
て
い
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、A
gnew

氏
は
家
族
の
元
を
去
り
、H

ickey

氏
の
住
む
家
に
移
り
住
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
出
来
事
が
メ
デ
ィ
ア

で
公
に
さ
れ
、
そ
の
こ
と
がK

ing

氏
の
心
を
大
き
く
傷
つ
け
、
彼
女
は
公
に
怒
り
を
表
現
し
て
い
た
。

　

そ
の
後
、H

ickey

氏
とA

gnew

氏
と
の
間
に
子
ど
も
が
で
き
、
二
人
が
息
子
の
誕
生
を
公
表
す
る
と
、K

ing

氏
か
ら
口
汚
く

の
の
し
っ
た
多
量
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
電
話
に
残
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
両
者
は
、
戸
籍
登
録
所
（R

egistry of B
irths, D

eaths 

65



　（　　）　53巻１号　（2018. ７）41

プライバシー権侵害・個人データ保護法違反と民事責任
and M

arriages O
ffice

）
を
訪
れ
た
が
、
そ
の
際
に
、
被
告
に
雇
わ
れ
た
写
真
家
に
よ
っ
て
そ
の
役
所
に
現
れ
た
と
こ
ろ
を
撮
影

さ
れ
た
。
そ
の
写
真
で
は
、H

ickey

氏
が
子
ど
も
服
を
抱
え
、A

gnew

氏
が
赤
ん
坊
で
あ
る
息
子
を
携
帯
ベ
ッ
ド
で
運
ん
で
い
る

と
こ
ろ
が
写
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
赤
ん
坊
の
容
ぼ
う
は
、
写
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

こ
の
写
真
を
含
む
記
事
を
被
告
で
あ
るSunday N

ew
spaper

紙
は
、
二
〇
〇
六
年
五
月
一
四
日
に
、K

ing

氏
がH

ickey

氏
を

売
春
婦
で
あ
る
と
表
現
し
た
と
い
う
記
事
な
ど
を
含
め
て
掲
載
し
た
。
さ
ら
に
、Sunday

紙
は
、
二
〇
〇
六
年
八
月
二
七
日
に
、

H
ickey

氏
が
子
ど
も
を
産
ん
だ
とK

ing

氏
が
知
っ
た
後
の
驚
く
べ
き
電
話
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
売
春
婦
と
罵
っ
た
言
葉
な
ど
を
含
む
）

の
詳
細
とH

ickey

氏
とA

gnew

氏
の
新
た
な
写
真
を
掲
載
し
た
。
そ
の
写
真
は
、
両
者
が
車
に
乗
り
込
も
う
と
準
備
し
て
い
る
と

こ
ろ
を
戸
籍
登
録
所
の
外
か
ら
撮
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
の
写
真
か
ら
は
、
子
ど
も
の
容
ぼ
う
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、H

ickey

氏
は
、
自
分
と
子
ど
も
の
写
真
が
公
の
場
所
で
と
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
利
用
さ
れ
、
記
事
と
リ

ン
ク
さ
れ
た
文
脈
に
お
い
て
は
、
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
彼
ら
の
私
的
な
生
活
へ
の
侵
入
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
売
春
婦
と
い
う
表
現

は
名
誉
毀
損
と
な
る
こ
と
を
主
張
し
て
、Sunday
紙
に
対
し
て
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
。

（
判
旨
、K

earns

裁
判
官
）

・
憲
法
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
侵
害
に
つ
い
て

　

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
法
に
お
い
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
は
存
在
し
、
そ
の
違
反
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
た
当
事
者
に
損
害
賠
償
請
求
権
が

与
え
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
争
い
が
な
い
。
そ
の
よ
う
な
先
例
がK

ennedy v Ireland

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
事
件
は
、
単

純
で
複
雑
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
違
法
な
電
話
通
信
の
監
視
は
、
表
現
の
自
由
と
衡
量
さ
せ
る
必
要
性
が
な
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
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こ
れ
ら
二
つ
の
対
立
す
る
権
利
の
ど
こ
に
線
を
引
く
か
に
関
す
る
法
理
は
、
進
化
中
の
段
階
に
あ
る
。M

ahon v Post 

Publications Ltd

判
決
な
ど
に
よ
れ
ば
、
新
聞
社
が
公
共
の
利
益
と
無
関
係
に
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
事
柄
を
自
由
に
掲
載
で
き
る
が
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
と
同
様
、
表
現
の
自
由
も
無
制
約
な
権
利
で
は
な
い
。

　

本
件
は
、
私
的
な
お
祝
い
事
で
は
な
く
、
原
告
の
自
宅
や
正
当
な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
期
待
さ
れ
る
他
の
場
所
で
の
イ
ベ
ン
ト
で
も

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
は
、
公
の
場
所
で
写
真
を
撮
ら
れ
た
者
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
主
張
で
き
る
場
合
が
存
在
し

な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
な
い
。

　

原
告
の
依
拠
す
る
二
つ
の
判
例
は
、
本
件
の
大
き
な
支
え
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。Von H

annover v G
erm

any

事
件
で
は
、

欧
州
人
権
裁
判
所
が
公
の
場
所
で
撮
影
さ
れ
た
写
真
の
公
表
が
、
一
定
の
状
況
で
は
、
欧
州
人
権
規
約
第
八
条
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権

違
反
と
な
る
と
判
示
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
判
決
は
、
当
該
写
真
が
、
公
的
人
物
に
よ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
部

で
あ
っ
た
こ
と
、
及
び
、
多
く
の
写
真
が
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
写
真
家
の
ア
ク
セ
ス
が
厳
に
制
限
さ
れ
て
い
る
ク
ラ
ブ
に
彼
女
が

い
る
と
こ
ろ
を
公
の
場
所
か
ら
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
特
に
考
慮
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
判
決
は
、
公
の
場
所

か
ら
同
意
を
と
ら
ず
に
個
人
の
写
真
を
撮
影
又
は
公
表
す
る
こ
と
が
、
常
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
を
構
成
す
る
と
い
う
命
題
の
先
例

と
な
る
も
の
で
は
な
い
。
欧
州
人
権
裁
判
所
が
繰
り
返
し
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
、
個
々
の
事
件
の
あ
ら
ゆ
る
状
況
が
考
慮
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

同
様
に
、C

am
pbell

判
決
も
本
件
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
る
。C

am
pbell

判
決
に
お
い
て
、
貴
族
院
は
、
公
の
場
所
か
ら
撮
ら

れ
た
ナ
コ
ー
テ
ィ
ッ
ク
ス
・
ア
ノ
ニ
マ
ス
（N

arcotics A
nonym

ous
）
の
会
合
を
去
る
原
告
の
写
真
の
公
表
は
、
そ
の
特
定
の
状

況
下
に
お
い
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
で
あ
る
と
判
示
し
た
。
貴
族
院
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、
秘
匿
性
及
び
匿
名
性
の
確
保
が
原
告

の
受
け
て
い
る
治
療
の
タ
イ
プ
に
は
不
可
欠
で
あ
り
、
彼
女
の
立
場
に
い
る
よ
う
な
人
間
は
、
公
表
を
非
常
に
不
快
に
感
じ
、
そ
の
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治
療
の
継
続
を
や
め
て
し
ま
い
、
そ
の
結
果
回
復
を
後
退
さ
せ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
理
由
で
、
当
該
情
報
の
公
表
が
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
権
違
反
で
あ
る
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。

　

本
件
の
写
真
の
公
表
に
関
し
て
当
裁
判
所
が
考
慮
す
べ
き
も
っ
と
も
関
連
性
の
あ
る
判
決
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
控
訴
院

（C
ourt of A

ppeal

）
に
お
け
るH

osking v R
unting

判
決
で
あ
る
。
そ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
原
告
に
双
子
の
娘
が
い
た
。
原
告
の
う

ち
の
一
人
は
、
国
営
テ
レ
ビ
の
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
広
く
知
ら
れ
て
い
た
。
彼
ら
の
娘
が
雑
誌
社
に
よ
っ
て
公
道
で
撮
影
さ
れ

た
た
め
、
原
告
は
彼
ら
の
子
ど
も
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
侵
害
を
理
由
と
し
て
、
そ
の
公
表
の
差
止
め
を
求
め
て
提
訴
し
た
。

　

こ
の
事
件
に
対
し
て
、G

ault

控
訴
院
長
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　

　
「N

ew
 Idea!

の
記
事
に
お
け
るR
uby

とB
ella

の
写
真
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
合
理
的
期
待
に
関
す
る
事
実
を
公
表
す
る

も
の
で
は
な
い
。
本
件
写
真
は
、
そ
の
特
定
の
日
のN

ew
m

arket

に
お
け
る
一
般
の
人
々
に
よ
っ
て
見
ら
れ
る
以
上
の
も
の

を
公
表
し
て
い
な
い
。
そ
れ
ら
は
、
子
ど
も
た
ち
が
ど
こ
に
住
ん
で
い
る
の
か
に
つ
い
て
示
す
も
の
で
は
な
い
し
、
悪
意
あ
る

誰
か
に
有
益
な
情
報
を
公
表
す
る
も
の
で
も
な
い
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
、
公
道
か
ら
写
真
を
撮
ら
れ
た
者
は
、
通
常
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
権
が
存
在
し
な
い
と
い
う
趣
旨
の
判
例
が
非
常
に
多
く
あ
る
。Peck

や
お
そ
ら
くC

am
pbell

の
よ
う
な
判
決
は
、

あ
る
程
度
、
そ
の
よ
う
な
趣
旨
の
も
の
で
あ
り
、
例
外
的
な
ケ
ー
ス
で
は
、
特
定
の
状
況
下
で
通
り
に
い
た
と
い
う
事
実
に
鑑

み
て
、
更
な
る
公
表
の
差
止
め
が
認
め
ら
れ
得
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
件
は
そ
の
よ
う
な
場
合
で
は
な
い
。

　

通
常
の
感
覚
を
有
す
る
者
が
、
本
件
写
真
に
小
さ
な
子
ど
も
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
て
も
、
そ
の
公
表
を
不
快
又

は
不
愉
快
で
あ
る
と
感
じ
る
と
は
い
え
な
い
。
こ
の
写
真
の
う
ち
の
一
枚
は
、
比
較
的
詳
細
に
、
こ
の
双
子
の
顔
の
詳
細
を
写

し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
本
件
写
真
の
状
況
が
被
写
体
に
と
っ
て
侵
害
的
で
あ
る
と
考
え
る
の
に
十
分
で
は
な

66
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い
。
真
の
争
点
は
、
写
真
の
内
容
の
公
表
が
、
通
常
人
に
と
っ
て
不
快
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
件
で
は
、
真
の
危

害
が
あ
っ
た
よ
う
に
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」

　

し
た
が
っ
て
、
本
件
の
写
真
の
公
表
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
と
な
る
と
は
い
え
な
い
。
次
の
よ
う
な
考
慮
が
、
私
の
結
論
の
核
心

部
分
で
あ
る
。

①　

撮
影
者
と
原
告
が
公
の
場
所
に
い
て
、
日
常
の
公
的
な
事
柄
を
行
っ
て
い
る
時
に
、
本
件
写
真
は
撮
影
さ
れ
た
。

②　

本
件
写
真
は
、
当
時
、
戸
籍
登
録
所
に
現
れ
た
他
の
人
々
に
よ
っ
て
見
ら
れ
た
以
上
の
こ
と
を
公
表
す
る
も
の
で
は
な
い
。

③　

Isaac

の
存
在
、
年
齢
、
両
親
の
身
元
は
、
既
に
公
的
に
記
録
さ
れ
た
事
柄
で
あ
る
。
被
告
は
、
戸
籍
登
録
所
に
行
っ
て
、

そ
の
情
報
を
見
つ
け
て
公
表
す
る
こ
と
も
で
き
た
。

④　

本
件
記
事
は
、
悪
意
を
も
つ
者
か
ら
の
物
理
的
な
危
害
を
受
け
る
危
険
に
、
原
告
を
さ
ら
す
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。

⑤　

原
告
ら
に
対
し
て
監
視
戦
略
が
行
わ
れ
て
い
た
、
と
い
う
主
張
を
裏
付
け
る
証
拠
は
な
い
。

⑥　

Isaac

の
容
ぼ
う
は
写
真
か
ら
認
識
で
き
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
子
ど
も
自
身
は
、
彼
の
当
時
の
年
齢
に
関
す
る
二
つ

の
記
事
の
い
か
な
る
側
面
か
ら
も
、
苦
痛
や
屈
辱
に
苦
し
む
こ
と
は
あ
り
得
な
か
っ
た
。

⑦　

私
見
で
は
、
当
時
、
原
告
は
彼
ら
が
果
た
す
べ
き
公
的
な
役
割
を
演
じ
て
い
た
。
本
件
で
は
、
戸
籍
登
録
所
へ
そ
の
子
ど
も

を
連
れ
て
い
く
必
要
性
が
あ
っ
た
と
い
う
証
拠
は
提
示
さ
れ
て
い
な
い
。

⑧　

H
ickey

氏
と
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
は
、
そ
の
子
ど
も
を
戸
籍
登
記
所
へ
連
れ
て
行
く
と
い
う
選
択
を
自
ら
し
た
。
さ
ら
に
、

H
ickey

氏
は
、
彼
女
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
主
張
し
て
い
る
事
柄
に
ま
さ
に
合
致
し
て
い
る
事
柄
に
つ
い
て
、
世
間
の
注
目
を
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集
め
る
明
確
な
意
図
を
も
っ
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
話
を
し
て
い
る
。

⑨　

被
告
の
新
聞
に
採
録
さ
れ
た
ヴ
ォ
イ
ス
メ
ー
ル
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
す
で
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
投
稿
さ
れ
て
お
り
、
公

の
領
域
に
存
在
す
る
。

　

最
も
重
大
な
苦
痛
や
苦
悩
の
要
素
は
、
写
真
と
そ
れ
に
伴
う
間
違
い
な
く
非
常
に
不
快
な
記
事
と
の
並
置
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に

推
認
で
き
る
か
ら
、
⑧
で
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
考
慮
は
重
要
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
原
告
が
提
訴
し
て
い
る
事
柄
に
つ
い
て
、
世
間

の
注
目
を
集
め
る
こ
と
を
求
め
て
い
た
か
、
ま
た
は
、
そ
れ
に
寄
与
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
が
と
り
わ
け
適
切
で
あ
る
。

　

H
ickey

氏
は
、A

gnew
氏
と
の
関
係
や
子
ど
も
の
誕
生
に
関
し
て
、
メ
デ
ィ
ア
か
ら
世
間
の
注
目
を
集
め
る
よ
う
積
極
的
に
求

め
て
い
た
。
彼
女
は
、
彼
女
の
家
族
に
関
す
る
発
言
を
公
に
し
て
い
た
し
、
大
衆
の
消
費
の
た
め
に
写
真
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ

て
い
た
。
彼
ら
の
関
係
は
、
本
件
公
表
の
時
ま
で
に
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
大
衆
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
。
原
告
が
沈
黙
を
守
り
、

ヴ
ォ
イ
ス
メ
ー
ル
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
公
表
が
被
告
の
新
聞
に
初
め
て
現
れ
た
と
し
た
ら
、
私
は
本
件
に
対
し
て
異
な
る
見
解
を
と
っ

て
い
た
だ
ろ
う
。M

ahon

判
決
で
、Fennelly
裁
判
官
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
一
般
に
流
通
し
て
い
る
事
柄
に
対
し
て
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
権
を
主
張
す
る
こ
と
は
、
本
質
的
に
非
論
理
性
を
有
す
る
。

・
名
誉
毀
損
に
つ
い
て　

　

G
atley

は
、G

atley on Libel and Slander (11th ed) par. 3.29
に
お
い
て
、「
使
用
さ
れ
た
実
際
の
言
葉
の
み
な
ら
ず
、
そ
の

言
葉
の
文
脈
を
考
慮
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
い
う
。
本
件
で
は
、
記
事
そ
れ
自
体
で
文
脈
が
明
ら
か
で
あ
る
。
名
誉
毀
損
表

現
を
公
表
す
る
新
聞
社
は
、
他
人
の
発
言
を
繰
り
返
し
た
と
い
う
こ
と
は
抗
弁
と
は
な
ら
ず
、
ま
た
、
問
題
と
な
っ
た
言
葉
は
、
明



53巻１号　（2018. ７）　（　　）46

論　　説

ら
か
に
名
誉
毀
損
と
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
が
、K

ing

氏
の
発
言
を
読
ん
だ
通
常
の
合
理
的
な
読
者
は
、
強
く
不
快
感
を
与
え
る

よ
う
な
言
葉
で
表
現
さ
れ
た
粗
野
な
悪
口
で
あ
る
と
考
え
る
だ
ろ
う
。

　

し
た
が
っ
て
、
他
の
状
況
で
こ
の
よ
う
な
表
現
を
す
る
こ
と
は
深
刻
な
名
誉
毀
損
と
な
る
が
、
本
件
の
よ
う
な
事
件
に
お
け
る
文

脈
で
は
そ
う
は
な
ら
な
い
。

　

⒝　

本
判
決
の
意
義
と
妥
当
性

・C
am

pbell

判
決
及
びVon H

annover

判
決
と
の
比
較

　

こ
のH

ickey

事
件
は
、C

am
pbell

事
件
やVon H

annover

事
件
と
同
様
、
公
道
か
ら
私
人
の
様
子
が
撮
影
さ
れ
た
写
真
と
そ
れ

に
関
連
す
る
記
事
が
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
掲
載
さ
れ
た
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
判
決
で
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う

に
、
公
表
さ
れ
た
情
報
の
機
微
性
な
ど
重
要
な
点
で
、
こ
れ
ら
の
事
実
関
係
は
異
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
事
実
関
係
に
関
す
る
差
異
は
措
く
と
し
て
も
、H

ickey

判
決
の
論
旨
に
は
多
く
の
点
で
疑
問
が
あ
る
。H

ickey

判

決
で
は
、H

ickey

氏
と
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
が
、
そ
の
子
ど
も
を
戸
籍
登
記
所
へ
連
れ
て
行
く
と
い
う
選
択
を
自
ら
し
、
彼
女
が
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
を
主
張
し
て
い
る
事
柄
に
つ
い
て
、
世
間
の
注
目
を
集
め
る
明
確
な
意
図
を
も
っ
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
話
を
し

て
い
る
と
い
う
点
を
最
も
重
要
視
し
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
同
判
決
で
は
、
他
の
人
々
に
よ
っ
て
見
ら
れ
る
公
の
場
所
に
お
け
る

日
常
の
公
的
な
事
柄
を
原
告
が
行
っ
て
い
る
時
の
写
真
撮
影
で
あ
る
点
を
考
慮
し
て
い
る
。

　

確
か
に
、
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
報
道
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
計
を
立
て
て
い
る
よ
う
な
芸
能
人
に
あ
っ
て
は
、
公
の
場
所
で
一

定
程
度
撮
影
さ
れ
る
こ
と
に
推
定
的
な
承
諾
を
与
え
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
映
画
祭
で
の
レ
ッ
ド
・
カ
ー
ペ
ッ
ト

の
よ
う
な
場
所
で
撮
影
さ
れ
、
そ
れ
が
全
世
界
に
報
道
さ
れ
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
当
該
本
人
の
望
む
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
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芸
能
人
に
も
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
が
存
在
し
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
公
の
場
所
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
撮
影
し
、
公
表

す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
を
認
め
て
し
ま
え
ば
、
普
段
の
買
い
物
や
友
人
と
の
付
き
合
い
に
も
支
障
が
出

る
だ
ろ
う
。

　

本
件
に
つ
い
て
い
え
ば
、H

ickey

氏
が
子
ど
も
の
存
在
を
肯
定
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
事
項
す
べ
て
に

つ
い
て
、
し
か
も
写
真
付
き
で
公
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
ま
で
を
容
認
し
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
、
も
う
少

し
慎
重
な
配
慮
が
必
要
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
。
仮
に
、
そ
れ
ほ
ど
大
し
た
情
報
で
な
け
れ
ば
、
撮
影
者
は
秘
密
裏
に
写
真
を
撮

る
必
要
は
な
く
、
そ
の
場
で
本
人
に
同
意
を
求
め
、
そ
れ
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

公
の
場
所
で
誰
か
に
見
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
承
諾
し
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
れ
を
撮
影
し
て
記
録

0

0

0

0

0

0

し
、
新
聞
に
公
表

0

0

0

0

0

す
る
と
い

う
こ
と
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
侵
害
と
な
り
得
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
偶
然
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
に
見
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
本
人
の
推
定
的
承
諾
が
存
在
す
る
が
、
そ
れ
を
写
真
に
撮
り
拡
散
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
ま
で
一
般
人
が
承
諾
を
与
え
て
い

る
と
は
通
常
い
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
確
か
に
、
芸
能
人
や
政
治
家
な
ど
は
、
一
般
人
よ
り
も
こ
う
し
た
推
定
的
承
諾
を
与
え
て
い

る
範
囲
は
広
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
、
そ
の
範
囲
は
、
個
別
具
体
的
に
慎
重
に
判
断
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

同
様
に
、H

ickey

氏
に
関
す
る
写
真
や
記
事
の
掲
載
は
、
既
に
本
人
が
提
供
し
て
い
る
情
報
以
上
の
も
の
で
は
な
く
、
か
つ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
既
に
存
在
す
る
情
報
│
│
同
氏
は
、
そ
の
情
報
の
真
偽
な
ど
に
つ
い
て
は
争
っ
て
い
な
い
│
│
を
再
掲
し
た

に
す
ぎ
な
い
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
慎
重
な
配
慮
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
仮
に
、
こ
の
理
屈
が
正
し
い
の
で

あ
れ
ば
、
一
旦
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
流
れ
た
情
報
は
、
他
の
媒
体
で
自
由
に
流
し
て
良
い
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
か
ら
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
リ
ベ
ン
ジ
ポ
ル
ノ
に
つ
い
て
み
て
み
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
う
し
た
情
報
を
別
の
媒
体
を
使
っ
て
│
│
場
合
に

よ
っ
て
は
、
別
の
媒
体
を
利
用
し
な
く
と
も
│
│
新
た
な
読
者
に
提
供
す
る
こ
と
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
違
反
と
な
る
こ
と
に
留
意
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す
べ
き
で
あ
る
。

・
幼
児
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
侵
害

　

幼
児
で
あ
るIsaac

に
つ
い
て
、H

ickey

判
決
は
、
そ
の
存
在
、
年
齢
、
両
親
の
身
元
は
、
公
的
に
記
録
さ
れ
た
事
柄
で
あ
り
、

被
告
は
、
戸
籍
登
録
所
に
行
っ
て
、
そ
の
情
報
を
見
つ
け
て
公
表
す
る
こ
と
も
で
き
た
の
で
あ
る
か
ら
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
侵
害
と
な

ら
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
疑
問
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
立
論
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
公
に
知
り
得
る
こ
と
は
媒
体
の
種
類
や
規

模
を
問
わ
ず
、
そ
の
公
表
が
許
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

ま
た
、H

ickey

判
決
は
、Isaac
自
身
が
苦
痛
や
屈
辱
に
苦
し
む
こ
と
は
あ
り
得
な
か
っ
た
と
い
う
が
、
こ
の
考
え
で
は
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
権
侵
害
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
が
幼
児
に
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
結
論
に
な
る
た
め
、
極
め
て
疑
問
で
あ
る
。
も
っ

と
も
、
掲
載
紙
か
ら
はIsaac

の
顔
が
認
識
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
彼
か
ら
の
損
害
賠
償
請
求
を
肯
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

・
憲
法
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
侵
害

　

こ
のH

ickey

判
決
で
も
、
憲
法
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
を
肯
定
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
少

な
く
と
も
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
分
野
に
お
い
て
、
憲
法
上
の
権
利
侵
害
に
基
づ
く
不
法
行
為
を
認
め
て
い
る
意
義
が
小
さ
い
と
評

価
さ
れ
て
も
や
む
を
得
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

㈤　

私
人
に
よ
る
憲
法
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
侵
害
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
Ⅲ
│
│Sullivan

判
決
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ア
イ
ル
ラ
ン
ド
司
法
で
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
分
野
に
お
い
て
、
純
粋
に
憲
法
を
根
拠
と
し
た
救
済
が
必
要

で
あ
り
、
か
つ
、
そ
う
し
た
救
済
を
認
め
た
ケ
ー
ス
と
し
て
は
、
二
〇
一
三
年
のSullivan v B

oylan &
 O

rs

高
等
法
院
判
決
し
か

存
在
し
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

⒜ 

事
実
の
概
要
と
判
旨

（
事
実
の
概
要
）

　

原
告Sullivan

が
あ
る
建
設
業
者
と
増
築
と
改
築
に
関
す
る
契
約
を
締
結
し
て
、
そ
の
工
事
も
な
さ
れ
た
が
、
あ
る
請
負
工
事
が

実
施
さ
れ
た
か
否
か
、
若
し
く
は
、
そ
う
で
な
く
て
当
初
の
契
約
に
追
加
し
て
付
加
的
な
工
事
が
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

否
か
に
関
し
て
紛
争
と
な
り
、
そ
の
支
払
い
を
め
ぐ
っ
て
争
わ
れ
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
建
設
業
者
が
債
権
回
収
業
者
で
あ
る

M
cC

artan

氏
と
契
約
し
た
と
こ
ろ
、
同
氏
は
、
原
告
の
家
の
前
で
「
認
可
済
債
権
回
収
業
者
」（Licensed D

ebt C
ollectors

）
と

表
示
さ
れ
た
車
を
止
め
る
行
為
、
脅
す
よ
う
な
内
容
の
メ
ー
ル
を
送
る
行
為
、
さ
ら
に
、
電
話
を
か
け
て
し
つ
こ
く
支
払
い
を
督
促

す
る
行
為
を
行
い
、
原
告
に
甚
大
な
精
神
的
苦
痛
を
与
え
た
。
そ
こ
で
、
原
告
が
同
氏
及
び
そ
の
建
設
業
者
に
対
し
て
損
害
賠
償
を

請
求
し
た
。

（
判
旨
、H
ogan

裁
判
官
）

　

憲
法
第
四
〇
条
五
項
は
居
住
者
の
安
全
、
侵
入
者
か
ら
の
保
護
及
び
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
い
う
住
居
の
不
可
侵
に
不
可
欠
な
要
素
を

保
障
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
権
利
は
法
律
上
の
権
原
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
当
該
住
居
に
居
住
す
る
す
べ
て
の
者
が
享
受
で
き
る

の
に
対
し
、
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
が
本
質
的
に
土
地
の
所
有
権
を
保
護
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
言
い
換
え
る
と
、
ニ
ュ
ー
サ

67
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ン
ス
は
土
地
に
関
し
て
確
立
さ
れ
た
不
法
行
為
法
で
あ
る
が
、
他
方
、
第
四
〇
条
五
項
は
、
当
該
居
住
に
関
わ
る
権
原
を
有
す
る
か

否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
居
住
者
の
安
全
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
係
す
る
個
人
の
保
護
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
本
件
は
、W

ilkinson v D
ow

nton

でW
right

裁
判
官
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
故
意
に
よ
る
（intentional

）
身
体
的
危
害

（physical harm

）
を
訴
訟
原
因
と
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。W

ilkinson

事
件
は
、
被
告
が
原
告
に
対
し
て
、
原
告
の
夫
が
馬
車

に
引
か
れ
、
足
が
折
れ
て
地
面
に
倒
れ
て
お
り
、
原
告
に
迎
え
に
来
て
欲
し
い
と
い
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
悪
い
冗
談
の
つ
も
り

で
伝
え
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
を
信
じ
た
原
告
は
極
端
に
具
合
が
悪
化
し
、
髪
が
白
く
な
り
、
そ
の
結
果
、
重
大
な
精
神
疾
患
を
抱
え
て

し
ま
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。W

ilkinson

事
件
の
本
質
的
な
要
素
は
、
虚
偽
の
言
説
に
よ
っ
て
身
体
的
危
害
を
加
え
よ
う
と

し
た
と
い
う
点
に
あ
る
が
、
本
件
で
は
、
あ
る
程
度
の
支
払
い
義
務
が
原
告Sullivan

に
恐
ら
く
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
ま
た
、

原
告
は
体
重
が
減
少
し
、
か
つ
て
の
睡
眠
パ
タ
ー
ン
を
回
復
さ
せ
る
の
に
弱
い
睡
眠
薬
を
処
方
さ
れ
た
が
、W

ilkinson

事
件
の
原

告
の
よ
う
に
深
刻
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
本
件
とW

ilkinson

事
件
と
は
異
な
る
。

　

さ
ら
に
、
被
告
の
行
為
に
対
し
て
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
法
一
〇
条
は
刑
事
処
罰
の
規
定
し
か
存
在
せ
ず
、
民
事
上
の
不
法
行
為
の
救
済

規
定
を
欠
い
て
い
る
。
こ
の
種
の
違
法
行
為
に
よ
る
損
害
を
回
復
す
る
制
定
法
上
の
権
利
が
存
在
し
な
い
と
い
う
事
実
は
、
個
人
の

保
護
や
住
居
の
不
可
侵
に
対
す
る
憲
法
上
の
権
利
を
完
全
に
保
障
す
る
伝
統
的
な
不
法
行
為
が
基
本
的
に
役
に
立
た
な
い
こ
と
を
単

純
に
強
調
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
原
告
は
、
憲
法
第
四
〇
条
三
項
二
号
及
び
第
四
〇
条
五
項
の
権
利
侵
害
を
根
拠
と
し
て
、
損
害
賠

償
を
請
求
で
き
る
。

　

原
告
に
対
し
て
は
、
通
常
の
損
害
賠
償
と
し
て
一
万
五
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
、
懲
罰
的
損
害
賠
償
と
し
て
七
五
〇
〇
ユ
ー
ロ
の
合
計
二

万
二
五
〇
〇
ユ
ー
ロ
を
認
め
る
。

68



　（　　）　53巻１号　（2018. ７）51

プライバシー権侵害・個人データ保護法違反と民事責任
　

⒝　

判
決
の
意
義
と
妥
当
性

　
Sullivan

判
決
は
、
私
人
に
対
す
る
憲
法
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
違
反
に
基
づ
く
損
害
賠
償
を
認
め
、
懲
罰
的
損
害
賠
償
も
肯
定

し
た
が
、
こ
う
し
た
点
は
、H

errity

判
決
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
り
、
目
新
し
い
と
こ
ろ
は
な
い
。
し
か
し
、
同
判
決
は
、
被
告

の
行
為
が
不
法
行
為
の
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
及
び
故
意
に
よ
る
身
体
的
危
害
と
い
う
訴
訟
原
因
に
も
あ
て
は
ま
ら
な
い
こ
と
、
ま
た
、
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
規
制
す
る
法
で
は
イ
ギ
リ
ス
と
異
な
り
、
被
告
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
に
対
し
て
刑
事
処
罰
の
規

定
し
か
存
在
し
な
い
た
め
、
損
害
賠
償
請
求
の
根
拠
と
な
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
や
制
定
法
に
よ
っ
て
原
告
の
民
事
的
救
済
を
図
る
こ
と

が
で
き
な
い
こ
と
を
丁
寧
に
指
摘
し
、
そ
の
う
え
で
憲
法
違
反
を
論
じ
た
点
で
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
論
旨
及
び
結
論
は

説
得
的
で
あ
り
、
異
論
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
こ
のSullivan

事
件
の
被
告
の
行
為
は
、
立
法
に
よ
っ
て
刑
事
処
罰
が
科
さ
れ
て
い
る
た
め
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権

侵
害
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
が
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
に
立
法
で
民
事
救
済
に
つ
い
て
規
定
が
置
か
れ
て
い
れ
ば
問
題
が
な
か
っ
た

が
、
そ
れ
が
欠
落
し
て
い
た
た
め
、
司
法
で
争
わ
れ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
判
決
に
お
い
て
、
憲
法
に
よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
充
実
、
拡
張
が
図
ら
れ
た
と
ま
で
は
い
え
な
い
。
憲
法
上

の
保
障
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
本
件
の
よ
う
な
事
件
に
つ
い
て
は
立
法
で
対
応
す
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
い
て
憲
法
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
に
基
づ
く
損
害
賠
償
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
の
意
義
は
、
増
々
減
じ
ら
れ
て
く

る
の
で
あ
る
。
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三　

憲
法
上
の
救
済
と
既
存
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
救
済
と
の
関
係

　

㈠　

憲
法
上
の
救
済
に
関
す
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
司
法
の
特
異
性

　

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
で
は
、
一
九
七
三
年
のM

cG
ee

判
決
で
憲
法
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

権
を
認
め
、
そ
の
後
、
三
〇
年
以
上
も
経
過
し
て
か
ら
で
あ
る
が
、Gray

判
決
は
、
公
権
力
の
行
使
に
よ
る
憲
法
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

権
違
反
を
根
拠
と
し
て
、
損
害
賠
償
請
求
を
認
め
た
。
さ
ら
に
、H

errity

判
決
（
肯
定
）、H

ickey

判
決
（
否
定
）、Sullivan

判

決
（
肯
定
）
は
、
こ
う
し
た
憲
法
上
の
権
利
違
反
を
根
拠
と
し
て
私
人
に
損
害
賠
償
請
求
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
認
め
た
。

　

こ
の
よ
う
な
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
流
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
も
異
な
る
特
異
な
も
の
で
あ
る
。
前
号
で
は
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
権
に
関
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
状
況
に
つ
い
て
、
憲
法
に
相
当
す
る
一
九
九
八
年
人
権
法
と
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の

不
法
行
為
法
と
の
関
係
を
検
討
し
た
。
そ
こ
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
人
権
法
が
制
定
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
依
然
と
し
て
不

法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
の
救
済
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
、
裏
返
し
て
い
う
と
、
人
権
法
は
不
法

行
為
な
ど
の
救
済
方
法
に
つ
い
て
言
及
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
既
存
の
不
法
行
為
で
救
済
さ
れ
な
い
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
侵
害
の

ケ
ー
ス
を
人
権
法
に
よ
っ
て
救
済
を
図
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
よ
う
な
場
合
の
救
済
方
法
と
し
て
は
、
第
一

次
的
に
は
議
会
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。

　

す
な
わ
ち
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
人
権
法
違
反
を
直
接
の
根
拠
と
し
て
損
害
賠
償
請
求
は
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
あ
く
ま
で
も
、
損

害
賠
償
請
求
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
で
形
成
さ
れ
て
い
る
伝
統
的
な
不
法
行
為
に
関
す
る
訴
訟
原
因
の
枠
組
み
、
若
し
く
は
、
制
定
法

の
明
文
に
則
っ
て
の
み
認
め
ら
れ
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
既
存
の
訴
訟
原
因
の
枠
組
み
又
は
立
法
に
よ

る
救
済
を
欠
く
場
合
に
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
侵
害
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
司
法
権
の
行
使
に
よ
っ
て
直
ち
に
は
救
済
さ
れ
な
い

│
│
人
権
法
に
違
反
す
る
と
い
う
宣
言
は
可
能
で
あ
る
も
の
の
│
│
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
る
の
で
あ
る
。
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こ
う
し
た
コ
モ
ン
・
ロ
ー
法
体
系
の
宿
命
、
い
や
宿
痾
と
も
い
う
べ
き
同
様
の
問
題
が
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
も
生
じ
て
い
て
も
お

か
し
く
な
か
っ
た
。
不
法
行
為
に
関
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
は
数
世
紀
に
渡
っ
て
発
展
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
イ
ギ
リ

ス
の
支
配
若
し
く
は
影
響
下
に
あ
っ
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
対
し
て
多
大
な
影
響
を
与
え
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
先

例
主
義
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
も
確
固
た
る
原
則
と
さ
れ
、
堅
持
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
新
し
い
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
の
救
済

に
は
コ
モ
ン
・
ロ
ー
で
対
応
で
き
な
い
は
ず
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
明
確
に
異
な
る
途
を
辿
っ
た
。
つ
ま
り
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
司
法
は
、
早
く
か
ら
、

E
ducational C

om
pany of Ireland Ltd. v Fitzpatrick (N

o. 2)

、State (Q
uinn) v R

yan

、B
yrne v Ireland

な
ど
の
判
決
に
お

い
て
、
憲
法
違
反
の
行
為
に
対
し
て
直
接
的
な
司
法
的
救
済
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
こ
と
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
流
れ
を
決

定
付
け
、
そ
の
流
れ
に
掉
さ
し
た
の
が
、
一
九
七
二
年
のM

eskell

判
決
で
あ
る
。

　

こ
の
事
件
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
公
共
輸
送
（
鉄
道
や
バ
ス
）
事
業
を
営
む
公
営
企
業
で
あ
るC

óras Iom
pair É

ireann

（C
IE

）

に
よ
っ
て
、
か
つ
て
バ
ス
の
車
掌
と
し
て
雇
わ
れ
て
い
た
者
が
、
同
企
業
か
ら
指
定
さ
れ
た
組
合
に
必
ず
入
会
す
る
と
い
う
条
件
を

充
足
し
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
再
雇
用
を
拒
否
さ
れ
た
た
め
、
被
告
の
解
雇
が
憲
法
上
の
権
利
違
反
で
あ
る
こ
と
の
宣
言
、

及
び
共
謀
に
基
づ
く
損
害
賠
償
を
求
め
て
、
高
等
法
院
に
提
訴
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
原
告
は
、
そ
の
請
求
が
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
最
高
裁
に
上
訴
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
事
件
に
対
し
て
、
最
高
裁
のW

alsh

裁
判
官
は
、
憲
法
上
の
権
利
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
若
し
く
は
エ
ク
イ
テ
ィ
の
通
常
の

訴
訟
類
型
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
訴
訟
又
は
訴
訟
に
よ
る
執
行
（enforcem

ent

）
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
得
る
と

判
示
し
た
。
そ
し
て
、Meskell

判
決
後
は
、
純
粋
な
私
人
に
よ
る
憲
法
違
反
行
為
の
場
合
を
含
め
、
こ
の
判
決
が
重
要
な
先
例
と
な
っ

て
き
た
。

70
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そ
の
条
文
上
の
根
拠
と
し
て
は
、
憲
法
第
四
〇
条
か
ら
第
四
四
条
に
示
さ
れ
て
い
る
一
定
の
憲
法
上
の
権
利
を
保
障
す
る
義
務
が
、

「
国
家
」（state

）
に
課
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
「
国
家
」
に
は
司
法
も
含
む
と
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
憲
法
は
、
憲
法
違
反
に
対
す
る
不
法
行
為
等
の
救
済
方
法
に
関
し
て
言
及
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の

文
理
上
の
解
釈
か
ら
、
憲
法
上
の
権
利
侵
害
に
対
す
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
や
制
定
法
に
基
づ
く
救
済
を
欠
く
場
合
に
、
司
法
が
不
法
行

為
と
し
て
損
害
賠
償
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
解
釈
が
必
然
的
に
は
導
か
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
諸
外
国
の
憲
法
で
も
、
司
法

を
含
む
国
家
が
憲
法
上
の
権
利
を
保
障
す
る
と
い
う
条
文
か
ら
、
直
接
的
な
司
法
救
済
を
認
め
る
と
い
う
解
釈
が
導
か
れ
て
い
る
こ

と
は
稀
で
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、
こ
う
し
た
判
例
の
見
解
の
実
質
的
根
拠
に
つ
い
て
、B

inchy

教
授
は
、
国
家
が
人
々
の
支
配
者
で
は
な
く
そ
の
代
理

人
で
あ
る
と
判
例
が
理
解
し
て
い
る
こ
と
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
憲
法
は
、
純
粋
に
（
形
式
的
な
）
実
定
法
秩
序
を
示
し
た
も
の
で
は
な

く
、
自
然
法
を
中
心
と
し
た
理
念
を
体
現
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
こ
う
し
た
理
論
の
帰
結
と
し
て
、
私
人
に
よ
る
憲
法
違

反
に
対
し
て
も
国
家
が
そ
の
保
護
を
図
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
と
い
う
考
え
に
影
響
さ
れ
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
国
家
が
人
々
の
代
理
人
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
憲
法
が
自
然
法
の
理
念
を
体
現
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、

と
い
う
説
明
は
、
他
の
多
く
の
国
の
憲
法
に
も
あ
て
は
ま
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
憲
法
違
反
の
損
害
賠
償

を
肯
定
す
る
こ
と
は
、
論
理
的
な
飛
躍
が
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
と
同
様
に
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
体
系
・
先
例
主
義
と
の
相
克
が
本
来
的
に

は
問
題
と
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
、
同
教
授
の
説
明
で
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
立
場
を
正
当
化
す
る
に
は
不
十
分
で
あ
ろ
う
。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
理
論
上
の
根
拠
の
当
否
は
と
も
か
く
と
し
て
、
憲
法
上
の
権
利
違
反
に
基
づ
く
損
害
賠
償
を
不
法
行
為

の
ひ
と
つ
と
し
て
認
め
、
さ
ら
に
、
憲
法
の
水
平
的
効
力
を
認
め
る
と
い
う
判
例
の
立
場
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
保
護
を
拡
充
、

充
実
さ
せ
る
こ
と
に
多
大
に
寄
与
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
期
待
を
一
見
抱
か
せ
る
も
の
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
が
、
こ
こ
ま
で
み
て
き
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
実
態
と
し
て
は
、
こ
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
特
有
の
立
論
が
あ
ま
り
機
能
し
て

い
な
い
。
そ
の
最
大
の
原
因
は
、
既
存
の
不
法
行
為
上
の
救
済
と
憲
法
違
反
に
よ
る
そ
れ
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
後
者
の
利
用
が
可

能
な
場
合
を
限
定
的
に
解
し
た
一
九
八
八
年
のH

anrahan v M
erck Sharp &

 D
ohm

e (Ireland) Ltd

最
高
裁
判
決
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。M

eskell

判
決
で
は
、
い
か
な
る
場
合
に
憲
法
上
の
権
利
侵
害
が
救
済
さ
れ
る
の
か
、
具
体
的
に
は
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
が
、H

anrahan

判
決
は
、
そ
の
要
件
を
明
示
し
た
の
で
あ
る
。

　

㈡　

H
anrahan

判
決
と
そ
の
後
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
流
れ

　

⒜　

H
anrahan

判
決
の
命
題

　

H
anrahan

事
件
の
原
告
は
酪
農
家
で
あ
り
、
彼
ら
は
健
康
を
害
し
、
彼
ら
の
農
場
の
動
物
は
異
常
を
き
た
す
な
ど
の
被
害
を
受

け
て
い
た
。
原
告
は
、
そ
の
原
因
が
お
よ
そ
彼
ら
の
農
場
か
ら
一
マ
イ
ル
離
れ
た
製
薬
会
社
か
ら
排
出
さ
れ
る
毒
性
を
有
す
る
危
険

な
ガ
ス
な
ど
で
あ
る
と
考
え
た
。

　

そ
こ
で
、
原
告
は
、
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
な
ど
を
根
拠
と
し
て
損
害
賠
償
を
求
め
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
に
、
因
果
関
係
に
関
す
る

立
証
責
任
が
憲
法
第
四
〇
条
三
項
に
よ
っ
て
被
告
に
移
転
し
、
被
告
が
、
原
告
の
病
気
と
被
告
の
工
場
か
ら
の
排
出
物
と
の
因
果
関

係
が
存
在
し
な
い
こ
と
の
立
証
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
つ
ま
り
、
立
証
責
任
の
転
換
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
事
件
に
対
し
て
、H

enchy

裁
判
官
は
、
憲
法
を
根
拠
と
し
た
立
証
責
任
の
転
換
を
認
め
な
か
っ
た
も
の
の
、
原
告
ら
の
健

康
被
害
や
一
部
の
家
畜
に
対
す
る
被
害
が
、
工
場
か
ら
の
排
出
物
が
原
因
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
そ
の
範
囲
で
原
告
の
損
害
賠
償
請

求
を
容
認
し
た
。
こ
の
判
決
の
第
二
四
段
落
に
お
い
て
、H

enchy

裁
判
官
は
、
憲
法
上
の
救
済
と
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
そ
れ
と
の

関
係
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
二
つ
の
命
題
を
導
き
出
し
た
。
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77



53巻１号　（2018. ７）　（　　）56

論　　説

第
一
命
題
： 

コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
不
法
行
為
法
又
は
制
定
法
上
の
訴
訟
原
因
が
存
在
し
な
い
場
合
に
は
、
憲
法
違
反
を
直
接
の

根
拠
と
し
て
訴
訟
を
提
起
で
き
る
。
し
か
し
、
既
存
の
不
法
行
為
で
提
訴
で
き
る
場
合
に
は
、
通
常
、
そ
の
不
法

行
為
の
制
約
に
服
す
る
。

第
二
命
題
： 

た
だ
し
、
そ
の
既
存
の
不
法
行
為
が
憲
法
上
の
権
利
を
保
護
す
る
た
め
に
基
本
的
に
役
に
立
た
な
い
場
合
は
異
な

り
得
る
。

　

⒝　

命
題
の
遵
守

　

第
一
命
題
の
核
心
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
又
は
制
定
法
に
よ
る
訴
訟
原
因
が
存
在
し
な
い
場
合
に
は
、
憲
法
違
反
を
理
由
と
し
た
救

済
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
ル
ー
ル
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
、
憲
法
に
よ
る
司
法
的
救
済
を
認
め
る
と
い
う
の
が
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
司

法
の
最
大
の
特
徴
で
あ
る
こ
と
は
、
何
度
も
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
分
野
に
お
い
て
は
、
こ
の
第
一

命
題
を
遵
守
し
て
損
害
賠
償
請
求
を
認
め
た
ケ
ー
ス
は
、
二
〇
一
三
年
のSullivan

高
等
法
院
判
決
し
か
見
当
た
ら
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

　

も
っ
と
も
、
被
害
者
の
救
済
が
、
憲
法
で
は
な
く
コ
モ
ン
・
ロ
ー
や
制
定
法
の
救
済
手
段
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
ケ
ー
ス
は
一
定
数
存

在
す
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
九
七
年
のH

anahoe

判
決
が
そ
の
よ
う
な
例
で
あ
る
。
こ
のH

anahoe

事
件
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で

最
も
成
功
を
収
め
て
い
た
法
律
事
務
所
へ
の
捜
索
令
状
に
関
す
る
情
報
が
、
警
察
に
よ
っ
て
そ
の
執
行
前
に
漏
え
い
さ
れ
た
た
め
、

捜
索
現
場
に
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
が
そ
の
事
務
所
前
の
一
般
道
に
押
し
掛
け
、
報
道
合
戦
（m

edia circus

）
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
件
に
対
し
、
高
等
法
院
は
、
憲
法
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
侵
害
に
基
づ
く
不
法
行
為
を
訴
訟
原
因
と

し
て
で
は
な
く
、
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
訴
訟
原
因
と
し
て
損
害
賠
償
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
判
決
の
た
と
え
ば
第
六
九
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段
落
な
ど
に
お
い
て
は
、
憲
法
違
反
に
つ
い
て
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
要
件
を
充
足
さ
せ
る
た
め

の
一
要
素
と
し
て
こ
の
点
が
持
ち
出
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、H

anahoe

判
決
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
訴
訟
原
因
で
あ
る
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
根
拠
と
し
て
原
告
の
救
済
が
図
れ

る
以
上
、
憲
法
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
違
反
を
訴
訟
原
因
と
す
る
必
要
は
な
い
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
お
り
、
こ
の
立
場
は
第
一
命

題
に
従
っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
以
外
の
分
野
で
あ
る
が
、
一
九
九
七
年
のW

 v Ireland (N
o 2)

判
決
で
もH

anrahan

命
題
を
支
持

す
る
こ
と
を
明
示
し
た
。
こ
の
事
件
は
、
児
童
性
愛
者
の
被
害
者
で
あ
る
原
告
が
、
法
務
省
の
怠
慢
に
よ
り
加
害
者
で
あ
る

B
rendan Sm

ith

神
父
の
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
へ
の
引
渡
し
が
遅
れ
て
い
る
た
め
精
神
的
被
害
を
被
っ
た
と
し
て
、
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス

と
身
体
的
完
全
性
（bodily integrity
）
に
関
す
る
憲
法
第
四
〇
条
三
項
の
権
利
侵
害
を
根
拠
に
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
法
務
長
官
及

び
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
政
府
に
対
し
て
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
事
件
に
対
し
て
、C

ostello

高
等
法
院
長
は
、
憲
法
上
保
護
さ
れ
る
権
利
と
は
、
憲
法
か
ら
独
立
し
て
コ
モ
ン
・
ロ
ー
や
制

定
法
で
規
制
、
保
護
さ
れ
て
い
る
も
の
と
そ
う
で
は
な
い
も
の
と
が
あ
り
、
本
件
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
身
体
の
完
全
性
に
関
す
る

権
利
は
、
不
法
行
為
の
広
汎
な
規
定
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
る
が
（
つ
ま
り
、
前
者
に
属
す
る
権
利
で
あ
る
が
）、
後
者
に
属
す

る
権
利
に
こ
そ
、
憲
法
上
の
権
利
侵
害
に
対
す
る
別
個
の
訴
訟
原
因
が
与
え
ら
れ
る
と
憲
法
を
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、

M
eskell

判
決
を
引
用
し
た
。

　

そ
し
て
、
同
高
等
法
院
長
は
、
司
法
が
既
存
の
法
律
や
訴
訟
原
因
が
適
切
に
憲
法
上
保
障
さ
れ
て
い
る
権
利
を
保
護
し
て
い
る
場

合
に
は
、
裁
判
所
が
新
し
い
救
済
原
因
を
作
り
上
げ
て
は
な
ら
ず
、
そ
う
す
る
こ
と
は
、
裁
判
所
の
憲
法
の
役
割
に
反
す
る
う
え
に
、

余
計
な
こ
と
で
あ
る
と
し
、
こ
の
立
場
がM

eskell

判
決
、H

anrahan

判
決
、Sw

eeney v D
uggan

判
決
と
い
う
先
例
と
整
合
的
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で
あ
る
と
述
べ
た
。

　

⒞　

命
題
か
ら
の
逸
脱

　

Sullivan
判
決
の
よ
う
に
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
と
制
定
法
に
よ
る
救
済
の
欠
落
し
て
い
る
場
合
に
、
憲
法
を
独
立
し
た
根
拠
と
し
て

損
害
賠
償
請
求
で
き
る
こ
と
を
認
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
ま
た
、Hanahoe

判
決
やW

 v Ireland (N
o 2)

判
決
の
よ
う
に
、
コ
モ
ン
・

ロ
ー
や
制
定
法
に
よ
る
救
済
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
、
憲
法
違
反
に
よ
る
救
済
を
認
め
な
い
の
で
あ
れ
ば
、H

anrahan

判
決
の
命

題
を
遵
守
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、G

ray

判
決
及
びH

errity

判
決
を
み
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
司
法
は
、
こ
の
第
一
命
題
を
遵

守
し
て
い
る
と
は
到
底
い
え
な
い
。G

ray

判
決
で
は
、
憲
法
違
反
を
主
張
せ
ず
と
も
利
用
で
き
る
そ
の
他
の
訴
訟
原
因
は
存
在
し

た
の
で
あ
り
、
実
際
に
、
そ
れ
ら
の
訴
訟
原
因
に
基
づ
く
主
張
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
時
に
、
憲
法
違
反
の

主
張
も
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、G

ray

判
決
で
は
、
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
認
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
原
告
の

救
済
は
十
分
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
憲
法
違
反
に
よ
る
救
済
を
認
め
る
必
要
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、H

errity

判
決
に
至
っ

て
は
、
よ
り
一
層
不
可
解
で
あ
る
。
憲
法
上
の
権
利
違
反
の
み
を
認
め
、
ほ
か
の
訴
訟
原
因
と
し
て
主
張
さ
れ
て
い
る
信
任
違
反
、

制
定
法
上
の
義
務
違
反
、
共
謀
と
い
っ
た
主
張
に
つ
い
て
は
、
検
討
す
る
必
要
が
な
い
と
判
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

同
様
の
ケ
ー
ス
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
以
外
の
分
野
で
も
見
受
け
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、W

alsh v Ireland

やShortt v T
he 

C
om

m
issioner of an G

arda Síochána

判
決
な
ど
に
お
い
て
、
既
存
の
不
法
行
為
に
よ
っ
て
処
理
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
憲
法
違
反
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
を
肯
定
し
て
い
る
。

　

前
者
の
事
件
は
、
誤
認
逮
捕
、
起
訴
、
勾
留
さ
れ
た
者
が
憲
法
違
反
、
違
法
逮
捕
、
誤
認
勾
留
及
び
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
根
拠
と
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し
て
損
害
賠
償
を
求
め
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
最
高
裁
は
、
こ
の
事
件
に
対
し
て
、
既
存
の
不
法
行
為
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
同
じ
結
論
が
導
き
得
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
に
言
及
す
る
こ
と
な
く
、
憲
法
違
反
の
ケ
ー
ス
の
ひ
と
つ
と
し
て
扱
っ
た
。

　

同
様
に
、
後
者
の
事
件
で
も
、
一
九
九
三
年
刑
事
手
続
法
（C

rim
inal Procedure A

ct 1993

）
九
条
、
憲
法
上
の
権
利
違
反
、

共
謀
、
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
に
よ
る
義
務
違
反
、
悪
意
訴
追
（m

alicious prosecution

）、
不
法
拘
禁
（false im

prisonm
ent

）、
文

書
・
口
頭
に
よ
る
名
誉
毀
損
な
ど
に
よ
る
社
会
的
評
価
の
低
下
（loss of reputation

）
及
び
故
意
の
又
は
意
識
的
な
法
的
権
限
の

濫
用
に
基
づ
く
損
害
賠
償
を
原
告
が
主
張
し
て
い
た
が
、
憲
法
上
の
権
利
違
反
と
そ
の
他
の
主
張
と
の
関
係
は
明
ら
か
と
さ
れ
な
い

ま
ま
、
憲
法
違
反
の
事
件
と
し
て
処
理
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
第
一
命
題
の
も
う
ひ
と
つ
の
ル
ー
ル
は
、
既
存
の
不
法
行
為
類
型
が
利
用
で
き
る
場
合
、
そ
の
制
約
に
服
す
る
と
い
う

も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
ル
ー
ル
に
も
従
っ
て
い
な
い
判
例
が
存
在
す
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
九
二
年
のM

cK
inley v M

inister for 

D
efence

最
高
裁
判
決
が
そ
れ
で
あ
る
。

　

こ
のM

cK
inley

事
件
は
、
自
衛
隊
に
所
属
し
て
い
た
夫
が
爆
発
物
に
よ
っ
て
大
怪
我
を
負
い
、
陰
嚢
に
損
傷
が
生
じ
、
不
妊
、

性
的
不
能
に
な
っ
た
妻
が
、
防
衛
省
の
爆
発
物
の
管
理
や
取
扱
い
に
関
す
る
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
や
義
務
違
反
が
事
故
原
因
で
あ
る
と

し
て
提
訴
し
た
事
件
で
あ
る
。
こ
の
事
件
に
対
し
、
多
数
意
見
は
、
憲
法
第
四
〇
条
一
項
で
定
め
る
平
等
原
則
に
従
い
、
当
該
不
法

行
為
に
残
る
性
差
別
を
取
り
除
く
よ
う
に
、
配
偶
者
権
の
喪
失
（loss of consortium

）
及
び
主
に
家
事
労
働
（servitium

）
に

関
す
る
中
世
の
訴
訟
を
近
代
化
し
、
夫
だ
け
で
な
く
妻
に
も
原
告
適
格
を
拡
張
す
る
と
判
示
し
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
判
決
は
三
対

二
と
い
う
僅
差
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
少
数
意
見
は
、
一
定
の
伝
統
的
な
不
法
行
為
に
あ
っ
て
は
、
元
来
有
し
て
い
た
根
拠
全
体
を

覆
滅
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
た
め
、
こ
れ
を
復
活
さ
せ
る
よ
り
も
消
滅
さ
せ
た
方
が
良
い
と
解
し
た
。

　

つ
ま
り
、
こ
の
判
決
の
多
数
意
見
は
、
憲
法
の
平
等
原
則
に
従
い
、
既
存
の
不
法
行
為
の
原
告
適
格
を
拡
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
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そ
の
不
法
行
為
を
生
か
し
た
の
で
あ
る
。
他
方
、
少
数
意
見
は
、
原
告
適
格
の
拡
張
は
不
法
行
為
の
根
拠
を
覆
滅
さ
せ
て
し
ま
う
た

め
、
憲
法
違
反
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
を
無
効
と
す
べ
き
と
考
え
た
の
で
あ
る
。H

anrahan

判
決
の
第
一
命
題
に
従
え
ば
、
既
存
の
不

法
行
為
の
要
件
の
変
更
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
、
少
数
意
見
の
解
釈
が
妥
当
な
は
ず
で
あ
る
。

　

㈢　

H
anrahan

命
題
の
妥
当
性

　

⒜　

命
題
の
解
釈

　
「
既
存
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
よ
る
救
済
が
存
在
し
な
い

0

0

0

0

0

場
合
に
は
、
憲
法
に
よ
る
救
済
が
可
能
で
あ
る
」
と
い
う
第
一
命
題
の
内

容
は
明
快
で
あ
り
、
そ
の
解
釈
に
異
論
は
み
ら
れ
な
い
。
他
方
、
既
存
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
よ
る
救
済
が
存
在
す
る

0

0

0

0

場
合
に
は
、
そ

れ
が
第
二
命
題
の
「
基
本
的
に
役
に
立
た
な
い
」
と
い
え
る
か
が
問
題
と
な
る
。
原
告
が
憲
法
上
の
救
済
を
受
け
る
た
め
に
は
こ
の

命
題
の
解
釈
が
鍵
と
な
る
が
、
そ
の
意
味
は
曖
昧
で
あ
る
。

　

原
告
が
既
存
の
不
法
行
為
の
要
件
を
満
た
せ
ず
に
敗
訴
す
る
よ
う
な
場
合
は
、「
基
本
的
に
役
に
立
た
な
い
」
と
い
う
場
合
に
あ

た
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
判
例
も
学
説
も
一
致
し
て
い
る
。
だ
が
、
そ
れ
以
上
に
、
あ
る
訴
訟
原
因
を
「
基
本
的
に
役
に
立
た
な

い
」
と
判
示
し
た
判
例
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
存
在
し
な
い
た
め
、
こ
の
命
題
の
具
体
的
な
意
味
を
把
握
す
る
こ
と
が
難
し
い
。

　

ま
た
、「
既
存
の
不
法
行
為
の
制
約
に
服
す
る
」、
つ
ま
り
、
既
存
の
不
法
行
為
の
要
件
を
修
正
で
き
な
い
と
い
う
第
一
命
題
と
「
基

本
的
に
役
に
立
た
な
い
」
と
い
う
第
二
命
題
は
リ
ン
ク
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
よ
り
一
層
、
同
命
題
の
意
味
を
曖
昧
な
も
の
と
し

て
い
る
。
た
と
え
ば
、M

cK
inley

判
決
の
多
数
意
見
に
よ
れ
ば
、
憲
法
の
規
定
を
根
拠
と
し
て
、
既
存
の
不
法
行
為
の
原
告
適
格

の
範
囲
に
修
正
を
加
え
た
結
果
、
配
偶
者
権
の
喪
失
と
い
う
訴
訟
原
因
が
基
本
的
に
役
に
立
つ
こ
と
に
な
り
、
憲
法
の
出
番
は
な
く

な
る
。
他
方
、
少
数
意
見
に
よ
れ
ば
、
本
件
で
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
救
済
手
段
が
「
基
本
的
に
役
に
立
た
な
い
」
場
合
に
あ
た
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り
得
る
こ
と
に
な
り
、
憲
法
上
の
救
済
の
可
能
性
を
論
じ
る
こ
と
に
な
る
。

　

す
な
わ
ち
、「
既
存
の
不
法
行
為
の
制
約
に
服
す
る
」
と
い
う
ル
ー
ル
を
墨
守
し
、
既
存
の
不
法
行
為
の
修
正
を
否
定
す
れ
ば
、

そ
の
不
法
行
為
が
「
基
本
的
に
役
に
立
た
な
い
」
場
合
が
多
く
な
り
、
憲
法
上
の
救
済
が
認
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
加
す
る
が
、
反

対
に
、「
既
存
の
不
法
行
為
の
制
約
に
服
す
る
」
と
い
う
ル
ー
ル
の
例
外
を
緩
や
か
に
許
容
す
れ
ば
、
そ
の
不
法
行
為
が
役
立
つ
場

合
が
増
加
し
、
憲
法
上
の
救
済
が
認
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
減
少
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
のM

cK
inley

判
決
に
つ
い
て
、B

inchy

教
授
は
、M

cK
inley

判
決
で
は
、
憲
法
的
な
問
題
を
含
む
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、

問
題
と
な
っ
た
差
別
行
為
が
弁
解
の
余
地
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
例
外
的
に
既
存
の
不
法
行
為
が
修
正
さ
れ
た
ケ
ー
ス

と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
と
し
つ
つ
も
、
憲
法
上
の
権
利
が
尊
重
さ
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
、
南
ア
フ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
を
例
に
と
っ
て
、

そ
れ
ら
の
国
々
で
は
、
司
法
に
よ
っ
て
不
法
行
為
の
原
則
が
作
り
変
え
ら
れ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
と
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
不
法

行
為
に
お
け
る
際
限
の
な
い
再
構
築
を
求
め
ら
れ
る
と
過
度
に
危
惧
す
る
必
要
は
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
そ
も
そ
もH

anrahan

判
決
で
は
、「
通
常
は
」（norm

ally

）、
既
存
の
不
法
行
為
の
制
約
に
服
す
る
と
判
示
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
例
外
的
に
既
存
の
不
法
行
為
の
要
件
に
修
正
が
加
え
ら
れ
る
場
合
も
想
定
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
そ
う
な
る
と
、

既
存
の
不
法
行
為
に
よ
る
救
済
が
存
在
し
た
場
合
に
、
そ
の
要
件
が
修
正
さ
れ
得
る
場
合
も
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
よ
う
な
場
合
が
い
か
な
る
場
合
な
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
、
当
該
不
法
行
為
が
「
基
本
的
に
役
に

立
た
な
い
」
に
該
当
す
る
か
否
か
の
判
断
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
既
存
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
又
は
制
定
法
に
よ
る
救
済
が
存
在
す
る
場
合
、「
既
存
の
不
法
行
為
の
制
約
に
服
す
る
」

と
い
う
命
題
の
不
明
確
性
に
よ
っ
て
、「
基
本
的
に
役
に
立
た
な
い
」
と
い
う
命
題
の
曖
昧
性
も
増
幅
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、

こ
の
「
基
本
的
に
役
に
立
た
な
い
」
と
い
う
場
合
を
積
極
的
に
認
め
な
け
れ
ば
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
司
法
に
お
い
て
、
憲
法
上
の
権
利
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侵
害
に
基
づ
く
損
害
賠
償
を
認
め
た
と
い
う
意
義
が
損
な
わ
れ
な
い
。
よ
っ
て
、
こ
の
命
題
の
解
釈
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

　

⒝　
H

anrahan

命
題
の
実
質
的
根
拠

　

こ
の
よ
う
に
、H

anrahan

命
題
そ
の
も
の
が
曖
昧
か
つ
不
明
確
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
問
題
に
加
え
て
、
既
に
み
た
よ
う
に
、

こ
の
命
題
は
、
そ
の
後
の
判
例
で
一
貫
し
て
遵
守
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
た
と
え
ば
、G

ray

判
決
及
び

H
errity

判
決
で
は
、
既
存
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
よ
る
救
済
が
可
能
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
根
拠
を
示
さ
ず
に
憲
法
違
反
に
よ

る
救
済
を
認
め
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
事
件
の
場
合
に
は
、
既
存
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
が
第

二
命
題
の
「
基
本
的
に
役
に
立
た
な
い
」
場
合
に
あ
た
る
こ
と
が
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
一
貫
性
の
な
い
判
例
の
態
度
に
つ
い
て
、B

inchy

教
授
は
、
憲
法
上
の
権
利
侵
害
が
少
な
く
と
も
部
分
的
な
保
護
を

受
け
る
と
い
う
形
で
、
既
存
の
不
法
行
為
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
含
ま
れ
る
か
、
そ
れ
と
も
、
そ
の
不
法
行
為
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
範

囲
外
と
な
る
か
に
つ
い
て
の
司
法
の
認
識
は
、
法
学
的
な
分
析
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
直
観
的
な
（
又
は
見
落
と
し
に
よ
る
）
も
の

で
あ
る
と
い
う
手
厳
し
い
批
判
を
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
判
例
の
動
向
及
び
学
説
の
批
判
を
み
る
と
、H

anrahan

判
決
で
示
さ
れ
た
命
題
が
必
要
で
あ
る
の
か
、
そ
の
命
題
を

支
え
る
実
質
的
な
根
拠
は
あ
る
の
か
に
つ
い
て
懐
疑
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
判
決
自
身
は
、
そ
の
第
二
四
段
落
に
お
い
て
、

原
告
の
主
張
す
る
立
証
責
任
の
転
換
を
否
定
す
る
つ
ま
り
、「
既
存
の
不
法
行
為
の
制
約
に
解
す
る
」
と
い
う
ル
ー
ル
を
堅
持
す
る

根
拠
と
し
て
、
①
憲
法
の
規
定
に
よ
っ
て
既
存
の
不
法
行
為
を
修
正
し
た
先
例
が
不
存
在
で
あ
る
こ
と
、
②
憲
法
上
の
権
利
の
実
現

は
、
第
一
次
的
に
は
国
政
（State

）
│
│
こ
こ
で
は
、
裁
判
所
以
外
の
国
家
機
関
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
文
脈
上
明
ら
か
で
あ
る

│
│
の
役
割
で
あ
り
、
裁
判
所
は
そ
の
実
現
が
な
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
若
し
く
は
、
そ
の
実
現
が
明
ら
か
に
不
十
分
な
場
合
に
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限
っ
て
介
入
す
る
権
限
を
有
す
る
こ
と
、
と
い
う
二
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
先
例
が
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
憲
法
上
の
規
定
に
沿
う
形
で
既
存
の
不
法
行
為
を
修
正
で
き
な
い
と
は
言
い
切
れ
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
確
か
に
、
先
例
が
存
在
し
な
い
以
上
、
裁
判
所
は
一
切
新
し
い
解
釈
を
な
し
え
な
い
と
い
う
判
例
法
主
義
の

理
解
も
あ
り
得
よ
う
が
、
判
例
法
主
義
が
そ
こ
ま
で
硬
直
な
も
の
と
は
一
般
に
解
さ
れ
て
い
な
い
。
憲
法
の
規
定
に
沿
っ
た
既
存
の

不
法
行
為
の
修
正
が
、
先
例
に
反
す
る
問
題
で
あ
る
か
否
か
は
、
個
別
に
判
断
す
べ
き
事
柄
│
│
当
該
不
法
行
為
の
趣
旨
、
目
的
、

基
本
的
機
能
を
害
す
る
よ
う
な
修
正
ま
で
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
│
│
で
あ
っ
て
、
全
般
的
に
こ
れ
を
否
定

す
べ
き
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
既
存
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
及
び
立
法
に
よ
る
救
済
を
欠
い
て
い
る
場
合
に
、
憲
法
上
の
権
利
侵
害
に
対
す
る
救
済
が
認
め
ら

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
②
を
論
拠
と
し
て
、
憲
法
に
基
づ
く
不
法
行
為
の
要
件
や
原
則
の
修
正
を
全
く
認
め
な
い
│
│
こ
の

論
拠
は
、
制
定
法
に
よ
る
救
済
を
欠
い
て
い
る
場
合
に
も
妥
当
す
る
は
ず
で
あ
る
│
│
と
解
す
る
こ
と
は
論
理
的
整
合
性
を
欠
く
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
前
者
の
方
が
理
論
的
な
障
壁
は
高
い
は
ず
で
あ
る
。
こ
こ
で
論
じ
た
こ
と
は
、H

anrahan

命
題
の
一
部
に
つ
い

て
で
あ
る
が
、
こ
の
命
題
を
堅
持
す
る
実
質
的
根
拠
は
な
い
こ
と
の
ひ
と
つ
の
証
左
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

な
お
、
こ
の
②
の
論
拠
は
、
憲
法
上
の
権
利
の
保
障
、
実
現
が
、
裁
判
所
と
国
会
の
権
限
配
分
と
い
う
権
力
分
立
（separation 

of pow
ers

）
の
観
点
か
ら
い
ず
れ
の
機
関
に
任
さ
れ
る
べ
き
か
と
い
う
人
権
と
統
治
に
跨
る
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
立

法
が
欠
落
し
て
い
た
場
合
、
ま
た
は
、
立
法
に
瑕
疵
が
あ
る
場
合
に
、
司
法
と
国
会
が
そ
れ
ぞ
れ
果
た
す
べ
き
役
割
は
何
か
、
ま
た
、

そ
れ
は
、H

anrahan

判
決
の
い
う
よ
う
に
（
後
者
の
場
合
の
み
？
）、
第
一
次
的
に
国
会
が
救
済
措
置
を
図
る
べ
き
と
い
え
る
の

か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
関
心
と
は
別
で
あ
る
が
、
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
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⒞　

憲
法
上
の
権
利
侵
害
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
の
法
的
性
格

　
H

anrahan

判
決
の
三
命
題
に
関
す
る
問
題
点
の
ほ
か
に
、B

inchy

教
授
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
司
法
が
、「
憲
法
上
の
権
利
侵
害

は
不
法
行
為
で
あ
る
」
と
た
易
く
断
じ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
う
し
た
判
例
の
立
場
に
一
貫
性

は
な
い
と
い
う
。

　

同
教
授
は
、
仮
に
、
憲
法
上
の
権
利
侵
害
を
不
法
行
為
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
責
任
の
要
素
も
不
法
行
為
法
の
性
質

に
従
っ
て
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
た
と
え
ば
、
故
意
に
よ
る
違
反
行
為
が
必
要
で
あ
る
の
か
、
過
失
の
場
合
は
ど
う
か
、
こ
こ
で
い

う
過
失
と
は
注
意
義
務
（duty of care

）
の
概
念
を
内
包
す
る
の
か
、
故
意
や
過
失
を
含
ま
な
い
厳
格
責
任
は
あ
り
得
る
の
か
、
行

為
と
損
害
の
疎
遠
性
（rem

oteness

）
が
適
用
さ
れ
る
の
か
、
寄
与
過
失
（contributory negligence

）、
同
意
及
び
責
任
の
抗
弁

が
適
用
さ
れ
る
の
か
、
と
い
う
点
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
同
教
授
は
、
違
憲
な
立
法
行
為

に
よ
っ
て
財
産
権
が
侵
害
さ
れ
た
ケ
ー
ス
で
あ
るA

n B
lascaod M

or Teo v C
om

m
issioner of Public W

orks in Ireland (N
o.4)

に
お
い
て
、B

udd

裁
判
官
が
故
意
又
は
過
失
に
よ
る
憲
法
上
の
権
利
違
反
に
基
づ
い
て
審
査
す
る
こ
と
に
躊
躇
し
て
い
た
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
同
様
の
指
摘
は
、B

anda

教
授
に
よ
っ
て
も
な
さ
れ
て
い
る
。B

anda

教
授
は
、
憲
法
上
の
不
法
行
為
と
い
わ
れ
る
水

平
的
効
力
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
司
法
は
発
展
さ
せ
て
き
た
も
の
の
、
そ
の
「
憲
法
上
の
不
法
行
為
」
が
、
特
定
の
意

味
、
射
程
、
制
限
を
伴
う
法
的
な
若
し
く
は
司
法
上
の
用
語
で
あ
る
の
か
不
明
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
批
判
は
も
っ
と
も
で
あ
る
が
、
憲
法
上
の
権
利
侵
害
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
が
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
認
め
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
以
上
、
や
む
を
得
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
他
の
不
法
行
為
類
型
も
、
制
定
法
に
根
拠
を
有
し
な
い
も
の

に
つ
い
て
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
よ
っ
て
形
成
、
発
展
さ
れ
て
き
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。B

inchy 

教
授
やB

anda

教
授
の
疑
問
は
、
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少
し
ず
つ
、
今
後
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
よ
り
ほ
か
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

と
は
い
え
、
こ
れ
は
決
し
て
平
坦
な
道
の
り
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
既
存
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
や
制
定
法
の
救
済
が
な
い
場
合

に
、
憲
法
の
出
番
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
せ
っ
か
く
憲
法
違
反
の
不
法
行
為
と
い
う
訴
訟
原
因
の
出
番
が
あ
っ

た
と
し
て
も
、
そ
の
後
に
、
立
法
的
な
解
決
が
図
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
な
お
か
つ
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
蓄
積
が
今

後
期
待
で
き
る
よ
う
な
憲
法
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
侵
害
の
領
域
が
、
ど
の
程
度
存
在
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
憲
法
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
侵
害
が
不
法
行
為
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
訴
訟
原
因
だ
け
他
の
不
法
行
為
と
区

別
さ
れ
、
そ
の
主
張
が
制
限
さ
れ
る
実
質
的
根
拠
は
不
明
で
あ
る
。
他
の
不
法
行
為
の
訴
訟
原
因
の
場
合
に
は
、
ひ
と
つ
の
訴
訟
原

因
し
か
主
張
で
き
な
い
と
い
う
ル
ー
ル
、
先
例
は
存
在
し
な
い
。
ま
た
、
理
論
的
に
考
え
て
み
て
も
、
憲
法
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権

が
コ
モ
ン
・
ロ
ー
や
制
定
法
上
の
そ
れ
を
原
理
的
に
包
摂
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
双
方
に
基
づ
く
主
張
を
許
容
し
、
そ
の
い

ず
れ
か
又
は
双
方
の
請
求
を
認
容
す
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

実
際
、
日
本
で
は
、
民
法
七
〇
九
条
の
不
法
行
為
を
利
用
し
て
、
憲
法
違
反
や
法
律
違
反
の
違
法
性
の
主
張
の
共
存
を
認
め
て
い

る
。
ま
た
、
被
害
者
で
あ
る
原
告
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
憲
法
違
反
を
含
め
た
形
で
あ
ろ
う
と
も
な
か
ろ
う
と
も
、
結
局
の
と
こ
ろ
司

法
に
よ
っ
て
救
済
し
て
も
ら
え
れ
ば
良
い
わ
け
で
あ
る
か
ら
、H

anrahan

判
決
の
命
題
を
墨
守
す
る
実
益
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
。

四　

幻
影
と
し
て
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
制
度

　

㈠　

判
例
法
主
義
の
弛
緩
？

　

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
、
何
世
紀
に
も
わ
た
り
発
展
し
て
き
た
イ
ギ
リ
ス
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
不
法
行
為
の
影
響
を
受
け
て
き
た
の
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で
あ
り
、
そ
の
英
知
を
一
九
三
七
年
の
憲
法
が
制
定
さ
れ
た
以
後
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
憲
法
は
不

法
行
為
に
つ
い
て
何
ら
言
及
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
司
法
は
、
信
任
違
反
と
い
う
訴
訟
要
因
を
い
か
に
拡
張
す
る
か
に
つ
い
て
苦
慮
し
た
イ
ギ
リ

ス
司
法
の
よ
う
な
苦
労
を
せ
ず
に
、
独
自
に
、
憲
法
違
反
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
を
不
法
行
為
の
ひ
と
つ
の
訴
訟
原
因
と
し
て
作

り
上
げ
て
い
っ
た
。
そ
の
基
軸
と
な
っ
た
の
が
、
一
九
七
二
年
のM

eskell

最
高
裁
判
決
で
あ
る
。
憲
法
上
の
権
利
侵
害
に
対
し
て
、

こ
れ
を
直
接
の
根
拠
と
し
て
損
害
賠
償
請
求
権
な
ど
の
司
法
的
救
済
を
認
め
る
と
い
う
の
は
、
他
国
で
も
例
を
み
な
い
よ
う
な
形
で

は
な
い
か
と
思
う
。

　

憲
法
上
の
権
利
侵
害
に
対
す
る
司
法
的
救
済
を
認
め
る
際
に
は
、
議
会
立
法
と
の
関
係
を
無
視
で
き
な
い
と
一
般
に
は
考
え
ら
れ

て
い
る
。
個
別
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
判
断
す
る
司
法
的
救
済
よ
り
も
、
包
括
的
か
つ
網
羅
的
に
救
済
が
図
れ
る
議
会
立
法
に
よ
る
方

が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
も
少
な
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
で
も
そ
の
よ
う
な
指
摘
が
な

さ
れ
る
こ
と
が
度
々
あ
っ
た
が
、
同
時
に
、
憲
法
上
の
救
済
を
認
め
て
き
た
。
目
の
前
の
被
害
者
を
救
済
す
る
こ
と
が
優
先
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
直
感
的
に
は
、
憲
法
違
反
の
ケ
ー
ス
は
、
す
べ
て
こ
の
形
で
の
救
済
を
し
て
し
ま
え
ば
手
っ
取
り
早
い
と

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、H

anrahan

最
高
裁
判
決
で
は
、
他
の
不
法
行
為
や
制
定
法
上
の
訴
訟
原
因
に
よ
る
救
済
方
法
が
存
在
し

な
い
又
は
「
基
本
的
に
役
に
立
た
な
い
」
と
い
う
場
合
で
な
け
れ
ば
、
憲
法
違
反
に
よ
る
救
済
は
で
き
な
い
と
い
う
命
題
を
示
し
、

こ
の
救
済
が
利
用
で
き
る
場
合
を
限
定
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
の
判
例
で
は
、
そ
の
命
題
を
守
っ
て
い
な
い
判
例
が
多
数
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
仮
に
、
憲
法
と

そ
の
他
の
訴
訟
原
因
と
を
併
存
し
て
主
張
さ
せ
る
と
し
て
も
、
訴
訟
法
上
問
題
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
ず
、
実
際
的
な
不
都
合
が
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あ
る
と
の
声
は
聞
か
れ
な
い
。
そ
う
で
あ
る
と
す
る
と
、H

anrahan

最
高
裁
判
決
の
示
し
た
命
題
は
何
だ
っ
た
の
か
、
イ
ギ
リ
ス

司
法
で
あ
れ
ば
、
最
高
裁
判
決
を
無
視
す
る
よ
う
な
扱
い
は
ま
ず
考
え
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
が
頭
を
も
た
げ
て
く

る
の
で
あ
る
。　

　

そ
こ
で
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
ほ
ど
判
例
法
主
義
に
固
執
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。M

eskell

判
決
な
ど
に
お
い
て
、
従
来
存
在
し
な
か
っ
た
憲
法
に
よ
る
救
済
を
不
法
行
為
の
ひ
と
つ
と
し
て
認
め
た

こ
と
、
ま
た
、
そ
の
後
示
さ
れ
たH

anrahan

判
決
の
命
題
も
必
ず
し
も
遵
守
し
な
い
と
い
う
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
態
度
や
流
れ
を
現

象
的
に
み
る
と
、
そ
れ
以
外
の
説
明
が
思
い
つ
か
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
二
〇
〇
三
年
欧
州
人
権
規
約
法
に
関
す
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
か
ら
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

同
法
は
、
欧
州
人
権
規
約
を
国
内
法
に
取
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
こ
れ
に
相
当
す
る
も
の
が
一
九
九
八
年
人
権

法
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
同
規
約
違
反
の
公
権
力
の
行
為
に
対
す
る
司
法
的
救
済
に
関
す
る
規
定
が
人
権
法
第
八
条
一
項
に
存

在
す
る
も
の
の
、
第
八
条
二
項
で
は
、
損
害
賠
償
に
関
し
て
は
、
民
事
手
続
に
お
い
て
、
そ
れ
を
与
え
る
権
限
を
有
す
る
裁
判
所
に

よ
っ
て
の
み
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
既
存
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
訴
訟
原
因
を
利
用
し
な
け
れ
ば
損

害
賠
償
請
求
は
認
め
ら
れ
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
。

　

他
方
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
、
欧
州
人
権
規
約
法
三
条
二
項
が
、
損
害
賠
償
を
認
め
る
権
限
を
高
等
法
院
に
与
え
て
い
る
が
、
こ

の
こ
と
と
判
例
法
主
義
と
の
相
克
と
い
う
こ
と
は
問
題
と
さ
れ
て
い
な
い
。
同
法
同
条
で
は
、
損
害
賠
償
に
関
す
る
他
の
救
済
が
利

用
で
き
な
い
場
合
に
、
規
約
違
反
を
し
た
公
権
力
の
行
為
に
関
し
て
損
害
賠
償
を
求
め
て
高
等
法
院
に
提
訴
で
き
る
と
定
め
ら
れ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
欧
州
人
権
規
約
法
で
は
、
既
存
の
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
と
は
別
の
訴
訟
原
因
と
し
て
、

欧
州
人
権
規
約
違
反
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
議
会
の
判
断
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
議
会
の
そ
れ
と
が
分
か
れ
る
こ
と
自
体
は
、
何
ら
不
思
議
で
は
な
い
。

だ
が
、
イ
ギ
リ
ス
議
会
が
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
配
慮
し
た
定
め
を
置
き
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
議
会
で
は
イ
ギ
リ
ス
ほ
ど
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に

重
き
を
置
か
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
原
因
を
追
究
す
る
こ
と
は
、
本
稿
の
目
的
で
は
な
く
、
ま
た
、
推
測
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
司
法
の
態
度
は
、
理
論
よ
り
も
実
践
的
な
（practical

）
側
面
を
重
視
す
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
国
民
性
が
少
な
く
と
も
遠
因
と
し

て
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
つ
ま
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
が
、
ど
う
に
か
こ
う
に
か
裁
判
所
で
保
障
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
の
保
障
さ
れ
る
理
論
的
根
拠
は
そ
れ
ほ
ど
問
題
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
節
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

㈡　

網
羅
的
制
度
の
実
態

　

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
保
障
が
、
憲
法
、
欧
州
人
権
規
約
法
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー

上
の
不
法
行
為
を
根
拠
と
し
て
実
現
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
憲
法
に
よ
る
救
済
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
や
制
定
法
に
よ
る
救
済
が
「
基

本
的
に
役
に
立
た
な
い
」
場
合
に
限
ら
れ
る
と
い
うH

anrahan

判
決
が
あ
る
。
ま
た
、
欧
州
人
権
規
約
法
に
よ
る
救
済
は
、「
損

害
賠
償
に
関
す
る
他
の
救
済
が
利
用
で
き
な
い
場
合
」
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
ル
ー
ル
に
従
え
ば
、
ま
ず
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
不
法
行
為
、
次
に
、
欧
州
人
権
規
約
法
、
最
後
に
憲
法
と
い
う
順

番
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
侵
害
さ
れ
た
者
は
損
害
賠
償
請
求
と
い
う
救
済
方
法
を
検
討
す
べ
き
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
確
か
に
、

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
人
権
法
が
制
定
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
く
ま
で
も
既
存
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
不
法
行
為
を
訴
訟
原
因
に

し
て
損
害
賠
償
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
こ
と
と
比
較
す
る
と
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
救
済
を
欠
い
た
場
合
に
重
畳
的
な
セ
ー
フ

テ
ィ
・
ネ
ッ
ト
を
敷
い
て
い
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
制
度
の
方
が
は
る
か
に
進
歩
的
と
も
考
え
ら
れ
る
。
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し
か
し
な
が
ら
、
コ
モ
ン

0

0

0

・
ロ
ー
や
制
定
法
に
よ
っ
て
救
済
さ
れ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
憲
法
や
欧
州
人
権
規
約
法
に
よ
っ
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

損
害
賠
償
を
認
め
ら
れ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
ケ
ー
ス
は
非
常
に
少
な
い
。
ま
ず
、
憲
法
に
よ
る
救
済
が
必
要
と
思
わ
れ
る
ケ
ー
ス
と
し
て
は
、

債
権
回
収
業
者
に
よ
る
執
拗
な
取
り
立
て
行
為
が
問
題
と
な
っ
た
二
〇
一
三
年
のSullivan

高
等
法
院
判
決
く
ら
い
し
か
見
当
た

ら
な
い
。
だ
が
、
こ
の
事
件
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
法
に
お
い
て
民
事
的
救
済
に
関
す
る
立
法
の
欠
缺
が
あ
り
、
か
つ
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー

上
の
救
済
も
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
憲
法
上
の
救
済
が
図
ら
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
立
法
に
よ
る
解
決
が
望
ま
し

い
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
。

　

つ
ぎ
に
、
欧
州
人
権
規
約
法
違
反
に
よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
侵
害
を
認
め
た
ケ
ー
ス
も
、
二
〇
〇
八
年
のPullen v D

ublin C
ity 

C
ouncil

高
等
法
院
判
決
し
か
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
も
、
こ
の
事
件
は
、
公
営
住
宅
の
賃
借
人
に
対
す
る
強
制
退
去
手
続
が
問
題

と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
純
粋
な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
侵
害
の
ケ
ー
ス
と
い
え
る
の
か
疑
問
の
余
地
の
あ
る
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
。

　

結
局
、
憲
法
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
侵
害
を
根
拠
に
損
害
賠
償
な
ど
の
救
済
を
認
め
る
と
い
う
前
衛
的
な
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
制
度

は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
内
実
豊
か
な
も
の
と
は
い
え
ず
、
幻
影
に
近
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
イ
ギ
リ
ス
や

日
本
よ
り
も
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
が
保
障
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
実
態
を
垣
間
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。「
山
高
き
が
故
に

貴
べ
か
ら
ず
」
と
で
も
い
え
よ
う
か
。
と
は
い
え
、
こ
の
こ
と
は
当
然
の
こ
と
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

な
ぜ
な
ら
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
憲
法
上
の
権
利
侵
害
に
対
す
る
民
事
的
な
司
法
的
救
済
を
認
め
る
と
い
う
理
論
は
前
衛

的
で
あ
る
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
意
義
、
内
容
、
射
程
に
関
す
る
原
理
的
な
考
え
が
進
歩
的
な
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
憲
法
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
い
か
に
考
え
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
保
守
的
な
立
場
を
と
れ
ば
、
そ
の
侵
害
に
対
し
て
救

済
を
認
め
る
こ
と
と
し
て
も
、
従
来
か
ら
の
保
障
範
囲
が
拡
張
さ
れ
な
い
と
い
う
事
態
を
招
く
こ
と
は
当
然
の
こ
と
と
い
え
る
の
で

あ
る
。
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B
inchy

教
授
は
、H

anrahan

判
決
の
「
基
本
的
に
役
に
立
た
な
い
」
と
い
う
基
準
が
、
不
法
行
為
を
そ
の
基
礎
に
あ
る
価
値
に

照
ら
し
て
精
査
し
、
そ
れ
が
憲
法
的
な
価
値
と
適
合
的
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
そ
の
基
準
が
、

裁
判
所
に
保
守
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
よ
う
に
方
向
づ
け
て
お
り
、
最
小
限
主
義
的
な
テ
ス
ト
（m

inim
alist test

）
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
と
批
判
し
て
い
る
。

　

だ
が
、
司
法
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
に
関
す
る
憲
法
的
な
価
値
に
照
ら
し
て
個
別
の
事
件
を
解
決
す
る
権
限
を
有
す
る
に
す
ぎ
な

い
の
で
あ
る
か
ら
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
普
遍
的
な
理
念
に
関
す
る
原
理
的
探
究
を
司
法
に
求
め
る
こ
と
は
酷
で
あ
る
。B

inchy

教

授
の
い
う
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
「
憲
法
的
な
価
値
」
と
は
い
っ
た
い
何
な
の
か
に
つ
い
て
、
研
究
者
で
も
示
せ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
で
は
、
早
い
段
階
で
憲
法
上
の
民
事
的
救
済
を
図
る
こ
と
を
認
め
て
き
た
が
、
そ
れ
に
呼
応
し

て
、
学
説
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
に
関
す
る
原
理
的
考
察
を
進
め
て
き
た
は
評
価
し
が
た
い
。
む
し
ろ
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
個
人
情

報
の
保
護
に
関
す
る
議
論
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
て
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
研
究
者
│
│
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
限
ら
ず
、
世
界
の
研
究
者

た
ち
が
そ
の
よ
う
な
傾
向
に
あ
る
が
│
│
た
ち
は
、
そ
の
議
論
に
蝟
集
し
て
し
ま
い
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
本
質
、
ま
た
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
権
と
個
人
情
報
保
護
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
を
避
け
、
さ
ら
に
、
近
年
で
は
、
Ａ
Ｉ
の
議
論
へ
と
移
り
つ
つ
あ
る
の

で
あ
る
。

　

し
か
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
憲
法
上
の
権
利
と
し
て
認
め
る
以
上
、
そ
の
意
味
を
画
定
す
る
作
業
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な

い
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
憲
法
四
〇
条
三
項
は
、
日
本
国
憲
法
一
三
条
と
同
様
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
列
挙
さ
れ
て

い
な
い
憲
法
上
の
権
利
と
し
て
も
認
め
て
い
る
と
解
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
条
文
で
示
さ
れ
た
範
囲
に
拘
ら
ず
に
そ
の
権
利

の
射
程
を
画
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
の
手
掛
か
り
と
な
る
も
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
伝
統
と
共
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
長
年
に
わ
た
り
認
め
ら
れ
て
き
た
コ
モ
ン
・
ロ
ー
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で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
と
同
様
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
も
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
真
髄
が
沈
積
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
重
み
を
咀
嚼
せ
ず
、
個
人
情
報
の
保
護
を
語
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
新
し
い
権
利
だ
と
主
張
す
る
の
だ
と
し

て
も
、
ど
こ
か
軽
薄
に
響
く
気
が
す
る
の
で
あ
る
。

注（
１
）　D

enis K
elleher, Privacy and D

ata Protection Law
 in Ireland (2nd edn, B

loom
sbury Professional 2015) 7.

 

　

同
著
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
及
び
個
人
デ
ー
タ
保
護
制
度
が
網
羅
的
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
資
料
的
価
値
が
高
い
も
の

で
あ
る
が
、
そ
の
性
格
上
、
学
術
的
な
検
討
を
施
そ
う
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。

（
２
）　[1973] IE

SC
 2.

（
３
）　

高
等
法
院
長
は
、
高
等
法
院
に
属
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
長
官
以
外
の
最
高
裁
の
裁
判
官
よ
り
も
高
位
の
最
高
裁
長
官
に
次
ぐ

地
位
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
二
〇
一
四
年
に
高
等
法
院
（H

igher C
ourt

）
と
最
高
裁
（Suprem

e C
ourt

）
の
間
に
位
置
す
る
も
の
と
し
て
、

控
訴
院
（C

ourt of A
ppeal

）
が
設
置
さ
れ
た
後
は
、
控
訴
院
長
（President of the C

ourt of A
ppeal

）
が
第
二
位
の
地
位
と
な
り
、

高
等
法
院
長
は
第
三
位
の
地
位
と
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
序
列
は
、
理
論
上
、
名
目
上
の
も
の
に
す
ぎ
ず
、
実
際
に
は
、
高
等
法
院

長
や
控
訴
院
長
か
ら
長
官
以
外
の
最
高
裁
の
裁
判
官
に
な
る
こ
と
を
昇
進
と
解
す
る
者
も
い
る
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
控
訴
院
の
設
置
に

伴
い
、
そ
れ
ま
で
存
在
し
た
刑
事
控
訴
院
（C

ourt of C
rim

inal A
ppeal

）
は
廃
止
さ
れ
た
。

（
４
）　[1987] IR

 587.

（
５
）　“ T

hat a right guaranteed by the C
onstitution or granted by the C

onstitution can be protected by action or enforced by 

action even though such action does not fit into any of the ordinary form
s of action in either com

m
on law

 or equity and 

that a constitutional right carries w
ithin it its ow

n right to a rem
edy or for the enforcem

ent of it”

（
６
）　[1973] IR

 121.

 

　

M
eskell

判
決
で
は
、
憲
法
第
四
〇
条
六
項
一
号
で
保
障
さ
れ
る
結
社
や
組
合
を
形
成
す
る
市
民
の
権
利
は
、
必
然
的
に
組
合
に
加
入

し
な
い
権
利
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
り
、
被
告
が
違
法
に
原
告
の
非
加
入
の
権
利
を
放
棄
さ
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
は
違
憲
で
あ
る
と
し
て
、
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原
告
の
損
害
賠
償
請
求
を
認
め
た
。

 
　

B
inchy

教
授
に
よ
れ
ば
、
憲
法
上
の
権
利
を
保
障
す
る
司
法
的
な
道
具
と
し
て
不
法
行
為
を
利
用
す
る
と
い
う
発
想
は
、M

eskell

判

決
以
前
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
法
律
家
に
ほ
と
ん
ど
存
在
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
判
決
が
、
司
法
的
な
深
み
や
巧
妙
さ
が
必
要
と
な
る
新
し
い

理
論
の
構
築
を
裁
判
官
に
求
め
た
と
い
う
（W

illiam
 B

inchy, ‘ M
eskell, T

he C
onstitution and Tort Law

’  [2011] 33  D
ublin 

U
niversity Law

 Journal 339, 347

）。

（
７
）　[1996] 2  IR

 79.

 

　

H
am

ilton
最
高
裁
長
官
は
、
そ
の
後
も
、H

aughey v M
oriarty [1999] 3 IR

 1 

に
お
い
て
同
趣
旨
の
判
示
を
繰
り
返
し
た
。

（
８
）　O

ran D
oyle, C

onstitutional Law
: Text, C

ases and M
aterials (C

larus Press 2008) 85-108.

（
９
）　D

enis K
elleher, Privacy and D

ata Protection Law
 in Ireland 27-28.

（
10
）　“ 3.̶

(1) Subject to any statutory provision (other than this A
ct) or rule of law

, every organ of the State shall perform
 

its functions in a m
anner com

patible w
ith the State’ s obligations under the C

onvention provisions.

 

　

(2) A
 person w

ho has suffered injury, loss or dam
age as a result of a contravention of subsection (1), m

ay, if no other 

rem
edy in dam

ages is available, institute proceedings to recover dam
ages in respect of the contravention in the H

igh 

C
ourt (or, subject to subsection (3), in the C

ircuit C
ourt) and the C

ourt m
ay aw

ard to the person such dam
ages (if any) 

as it considers appropriate.”

（
11
）　[2007] IE

H
C

 166.

 

　

こ
の
事
件
は
、
イ
タ
リ
ア
に
夫
と
一
緒
に
住
ん
で
い
た
妻
と
そ
の
二
人
の
子
ど
も
が
、
危
害
を
免
れ
る
た
め
夫
を
残
し
て
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
に
移
住
し
難
民
申
請
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
が
拒
絶
さ
れ
、
法
務
省
か
ら
強
制
送
還
の
命
令
を
受
け
た
た
め
そ
の
処
分
を
争
っ
た
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
そ
の
子
ど
も
の
う
ち
の
ひ
と
り
が
注
意
欠
陥
多
動
障
害
と
診
断
さ
れ
て
お
り
、
原
告
は
そ
の
子
ど
も
の
適
切
な
治
療
な
ど

を
根
拠
に
、
本
命
令
が
欧
州
人
権
規
約
第
八
条
一
項
に
反
す
る
と
主
張
し
て
い
た
。
し
か
し
、
同
判
決
で
は
、
原
告
の
請
求
を
認
め
な
か
っ

た
。

（
12
）　(2010) E

C
H

R
 2032.

（
13
）　(2008) E

C
H

R
 1087.
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（
14
）　[2008] IE

H
C

 379.

 
　

Irvine

裁
判
官
は
、
最
悪
の
場
合
、
原
告
が
ホ
ー
ム
レ
ス
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
最
良
の
場
合
で
も
、
相
当
期
間
ベ
ッ
ド
・
ア
ン
ド
・

ブ
レ
ッ
ク
フ
ァ
ス
ト
で
過
ご
す
こ
と
に
な
る
た
め
、
個
人
や
家
族
の
関
係
が
危
機
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
原
告
は
身
体
若
し
く
は

精
神
の
障
害
を
有
し
て
い
た
た
め
、
極
度
の
弱
者
的
地
位
に
お
か
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

（
15
）　

K
ennedy v Law

 Society of Ireland (N
o 4) [2005] 3 IR

 228.

 

　

公
務
の
失
当
行
為
で
は
、
悪
意
の
行
為
（a m

alicious act

）
又
は
故
意
の
認
識
あ
る
権
限
の
濫
用
（a know

ing and a conscious 

abuse of pow
er

）
が
必
要
で
あ
る
。

（
16
）　D

enis K
elleher, Privacy and D

ata Protection Law
 in Ireland 51.

（
17
）　

一
九
八
八
年
デ
ー
タ
保
護
法
と
そ
の
二
〇
〇
三
年
修
正
法
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
萩
原
聡
央
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
個
人
情
報
保
護
制
度
」

季
報
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
制
度
三
三
号
（
二
〇
〇
九
年
）
一
七
頁
、
同
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
け
る
情
報
公
開
制
度
及
び
個
人
情

報
保
護
制
度
の
運
用
実
態
に
関
す
る
調
査
報
告
書
」（
財
団
法
人
行
政
管
理
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
九
年
）
八
八
頁
以
下
を
参
照
。

（
18
）　

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
は
、
ド
イ
ツ
人
な
ど
に
比
べ
る
と
、
個
人
デ
ー
タ
を
保
護
す
る
こ
と
、
ま
た
、
保
護
さ
れ
る
こ
と
に
も
関
心
が
低
い

と
い
え
よ
う
（
た
と
え
ば
、
個
人
デ
ー
タ
を
保
護
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、https://w

w
w

.irishtim
es.com

/business/technology/

irish-firm
s-w

oefully-unprepared-for-new
-eu-data-protection-law

-1.2941313

を
参
照
）。

（
19
）　

こ
う
し
た
動
き
は
、
一
六
世
紀
の
宗
教
改
革
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
国
教
会
を
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
も
強
要
す
る
と
い
う
宗
教

的
な
背
景
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
頃
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
国
内
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
徒
に
対
す
る
抑
圧
、
迫
害
が
激
し
く
な
り
、

そ
れ
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
人
々
が
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
地
域
に
移
動
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
徒
が
中
心
と

な
っ
て
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
が
独
立
す
る
際
に
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
イ
ギ
リ
ス
残
留
と
い
う
道
を
選
択
し
た
。
し
か
し
、
当
然
、
北
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
在
住
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
へ
の
帰
属
を
求
め
た
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
、
そ
の
後
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
紛
争

に
繋
が
っ
て
い
っ
た
。
近
年
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
地
域
で
も
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
が
多
く
な
っ
て
い
る
が
、
依
然
と
し
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
教
徒
の
方
が
多
い
。

（
20
）　

後
に
み
るM

cG
ee v A

ttorney G
eneral [1974] IR

 284

で
問
題
と
な
っ
た
一
九
三
五
年
刑
法
改
正
法
（C

rim
inal Law

 A
m

endm
ent 

A
ct

）
一
七
条
は
、
一
九
三
五
年
か
ら
一
九
三
七
年
の
間
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
自
由
国
の
法
律
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
一
九
三
七
年
憲
法
第
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五
〇
条
一
項
に
よ
っ
て
、
当
時
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
も
効
力
を
有
す
る
か
否
か
が
問
題
と
な
っ
た
。

（
21
）　“ A

R
T

IC
LE

 40 

 
1 A

ll citizens shall, as hum
an persons, be held equal before the law

.

 
T

his shall not be held to m
ean that the State shall not in its enactm

ents have due regard to differences of capacity, 

physical and m
oral, and of social function.

 
3 1. T

he State guarantees in its law
s to respect, and, as far as practicable, by its law

s to defend and vindicate the personal 

rights of the citizen.

 
2. T

he State shall, in particular, by its law
s protect as best it m

ay from
 unjust attack and, in the case of injustice done, 

vindicate the life, person, good nam
e, and property rights of every citizen.

 
3. T

he State acknow
ledges the right to life of the unborn and, w

ith due regard to the equal right to life of the m
other, 

guarantees in its law
s to respect, and, as far as practicable, by its law

s to defend and vindicate that right.

 

　

T
his subsection shall not lim

it freedom
 to travel betw

een the State and another state.

 

　

T
his subsection shall not lim

it freedom
 to obtain or m

ake available, in the State, subject to such conditions as m
ay be 

laid dow
n by law

, inform
ation relating to services law

fully available in another state.”

（
22
）　“ A

R
T

IC
LE

 41 

 
1 1. T

he State recognises the Fam
ily as the natural prim

ary and fundam
ental unit group of Society, and as a m

oral 

institution possessing inalienable and im
prescriptible rights, antecedent and superior to all positive law

.

 
2. T

he State, therefore, guarantees to protect the Fam
ily in its constitution and authority, as the necessary basis of social 

order and as indispensable to the w
elfare of the N

ation and the State.

 
2 1. In particular, the State recognises that by her life w

ithin the hom
e, w

om
an gives to the State a support w

ithout w
hich 

the com
m

on good cannot be achieved.

 
2. T

he State shall, therefore, endeavour to ensure that m
others shall not be obliged by econom

ic necessity to engage in 

labour to the neglect of their duties in the hom
e.”
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（
23
）　

Poe v U
llm

an 367 U
S 497 (1961).

（
24
）　

G
risw

old v C
onnecticut 381 U

S 479 (1965).
（
25
）　

E
isenstadt v B

aird 405 U
S 438 (1972).

（
26
）　

一
八
八
一
年
か
ら
開
始
さ
れ
五
年
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
る
世
論
調
査
の
中
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
割
合
は
一
九
六
一
年
の
調
査
時
が

最
も
高
く
、
九
四
・
九
％
に
も
及
ん
で
い
た
。
二
〇
一
一
年
の
調
査
時
で
は
、
人
口
増
に
よ
り
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
数
は
む
し
ろ
増
加
し

て
い
る
も
の
の
、
そ
の
割
合
に
つ
い
て
は
過
去
最
低
の
八
四
・
二
％
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
、
二
〇
一
六
年
の
調
査
時
で
は
、
さ
ら
に

過
去
最
低
記
録
を
更
新
し
、
八
〇
％
を
切
る
結
果
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
無
宗
教
で
あ
る
と
回
答
し
た
者
が
一
〇
・

一
％
に
も
及
び
、
第
二
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
（http://w

w
w

.cso.ie/en/csolatestnew
s/

pressreleases/2017pressreleases/pressstatem
entcensus2016resultsprofile8-irishtravellersethnicityandreligion/

）。
こ
の

こ
と
か
ら
、
カ
ト
リ
ッ
ク
的
価
値
観
で
覆
わ
れ
て
い
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
す
ら
、
そ
の
こ
と
が
急
速
に
相
対
化
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

（
27
）　

二
〇
一
六
年
に
は
、
二
二
六
二
六
組
の
婚
姻
届
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
同
性
婚
の
届
出
は
一
〇
五
六
組
で
あ
っ
た
（http://w

w
w

.cso.

ie/en/csolatestnew
s/pressreleases/2017pressreleases/pressstatem

entstatisticalyearbookofireland2017/

）。

（
28
）　

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
憲
法
や
司
法
に
対
す
る
キ
リ
ス
ト
教
や
自
然
法
の
影
響
に
つ
い
て
、A

ileen K
avanagh, ‘ T

he Irish C
onstitution at 

75 Years: N
atural Law

, C
hristian Values and the Ideal of Justice’  [2012] 48 Irish Jurist 71 

が
詳
し
く
検
討
し
て
お
り
参
考
に
な

る
。
同
教
授
は
一
九
九
五
年
のA

bortion Inform
ation

判
決
（In re A

rticle 26 and the R
egulation of Inform

ation (Services 

outside the State for the Term
ination of Pregnancies) B

ill 1995 [1995 ] 1  IR
 1  

）
ま
で
に
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
影
響
や
そ
れ

に
対
す
る
人
々
の
敬
意
が
薄
ま
っ
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
29
）　

脚
注
四
九
を
参
照
。

（
30
）　“ T

hough not specifically guaranteed by the C
onstitution, the right of privacy is one of the fundam

ental personal rights 

of the citizen w
hich flow

 from
 the C

hristian and dem
ocratic nature of the State.”

（
31
）　

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
司
法
が
初
め
て
明
確
に
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
認
め
た
の
は
、
一
九
八
七
年
のK

ennedy and A
rnold v 

A
ttorney G

eneral

で
あ
る
。

（
32
）　H

ealth (Fam
ily Planning) A

ct, 1979  

の
一
三
条
に
よ
っ
て
、
一
九
三
五
年
刑
法
改
正
法
一
七
条
は
廃
止
さ
れ
た
。
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（
33
）　410 U

S 113 (1973).

 
　

こ
の
事
件
で
は
、
堕
胎
を
犯
罪
と
し
て
処
罰
す
る
刑
法
の
合
憲
性
が
争
わ
れ
た
が
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
修

正
第
14
条
に
よ
っ
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
が
保
障
さ
れ
、
こ
れ
に
女
性
が
中
絶
を
行
う
か
否
か
を
決
定
す
る
権
利
が
含
ま
れ
る
と
判
示
し

た
。

（
34
）　

M
eskell

判
決
で
は
、
憲
法
上
の
権
利
侵
害
に
対
す
る
救
済
を
損
害
賠
償
に
限
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
後
、
憲
法
違
反
の
行

為
の
差
止
め
が
認
め
ら
れ
た
ケ
ー
ス
は
一
定
数
存
在
す
る
（
た
と
え
ば
、Lovett v G

ogan [1995] 3 IR
 132

を
参
照
）。

（
35
）　[2007] IE

H
C

 52.

（
36
）　[1988] IE

SC
 3.

（
37
）　[1978] A

C
 728.

（
38
）　[1997] IE

H
C

 173.

（
39
）　Superintendent

と
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
警
察
に
お
け
る
管
理
職
ク
ラ
ス
の
地
位
の
名
称
で
あ
る
。
日
本
の
警
察
組
織
に
お
け
る
警
視

ク
ラ
ス
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。M

aher

氏
は
、
当
時
、Superintendent D

istrict O
fficer

で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
こ
で
は
署

長
と
訳
し
た
。

（
40
）　(1998) 160 D

LR
 (4th) 697.

（
41
）　[1998] E

W
C

A
 C

iv 486.

（
42
）　

こ
の
夫
婦
は
、
本
件
警
察
の
指
針
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
ト
レ
イ
ラ
ー
ハ
ウ
ス
の
所
有
者
に
対
す
る
前
科
情
報
の
提
供
が
違
法
で
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
の
司
法
審
査
（judicial review

）
を
求
め
て
、
高
等
法
院
に
提
訴
し
た
が
、
そ
の
主
張
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
控

訴
し
た
の
で
あ
る
。

（
43
）　

こ
の
警
察
官
は
、
北
ウ
ェ
ー
ル
ズ
警
察
児
童
保
護
チ
ー
ム
の
一
員
で
あ
り
、
彼
ら
を
訪
ね
話
し
合
い
を
も
っ
た
際
に
、
彼
ら
か
ら
、
そ

の
場
所
を
去
る
の
で
、
自
分
た
ち
の
過
去
の
経
歴
、
正
体
に
つ
い
て
所
有
者
に
告
げ
な
い
で
欲
し
い
と
伝
え
ら
れ
た
の
だ
が
、
そ
の
後
も
、

こ
の
夫
婦
が
し
ば
ら
く
居
続
け
た
た
め
、
所
有
者
に
彼
ら
の
前
科
に
つ
い
て
告
げ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
際
に
、
イ
ー
ス
タ
ー
休
暇
が
近
づ

い
て
お
り
、
こ
の
キ
ャ
ン
プ
場
に
は
そ
の
時
期
、
例
年
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
訪
れ
て
い
た
こ
と
も
考
慮
さ
れ
て
い
た
。

（
44
）　

こ
の
警
察
の
方
針
は
、
警
察
が
最
初
に
原
告
夫
婦
と
関
わ
っ
た
こ
ろ
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
、
彼
ら
が
そ
の
場
所
を
去
る
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ま
で
の
間
に
作
成
さ
れ
た
。
そ
の
方
針
は
、
制
定
法
や
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
背
景
を
も
と
に
し
て
警
察
の
責
任
を
論
じ
た
バ
ラ
ン
ス
の
良
く

取
れ
た
文
書
と
な
っ
て
い
た
。
な
お
、
一
九
九
七
年
三
月
二
一
日
に
性
犯
罪
者
法
（Sex O

ffenders A
ct 1997

）
が
施
行
さ
れ
た
が
、

遡
及
適
用
の
定
め
が
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
事
件
の
原
告
に
は
適
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
同
法
で
は
、
性
犯
罪
者
が
刑
務
所
か
ら
出
所
し
た

後
の
住
居
の
通
知
要
件
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。

（
45
）　Francis

は
、
警
察
官
に
よ
る
暴
行
に
つ
い
て
も
主
張
し
て
い
た
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
証
拠
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と

し
て
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

（
46
）　

ま
た
、
問
題
と
な
っ
た
情
報
を
報
道
し
た
メ
デ
ィ
ア
は
、
被
告
と
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
メ
デ
ィ
ア
が
、Jam

es

の
前
科
情
報
を

「G
et rapist out of tow

n

」、「R
esident rapist feared by fam

ilies

」
の
よ
う
な
見
出
し
を
つ
け
て
報
道
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
だ

ろ
う
。

（
47
）　[1988] IE

SC
 1.

（
48
）　[2008] IE

H
C

 249.

（
49
）　[1983] IE

SC
 3.

 

　

こ
の
事
件
で
は
、
同
意
あ
る
男
性
間
の
私
的
な
ホ
モ
セ
ク
シ
ャ
ル
行
為
を
犯
罪
と
し
て
い
た
「
人
に
関
す
る
法
律
」（Person A

ct 

1861

）
の
合
憲
性
が
争
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
最
高
裁
は
合
憲
と
判
示
し
た
。
そ
こ
で
、
原
告
のN

orris

は
、
直
ち
に
欧
州
人
権
裁
判

所
（E

uropean C
ourt of H

um
an R

ights

）
に
提
訴
し
、
同
裁
判
所
は
、
欧
州
人
権
規
約
第
八
条
に
違
反
す
る
と
判
示
し
た
（N

orris v 

Ireland (1988) 13 E
H

R
R

 186

）。
こ
の
判
決
を
受
け
て
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
議
会
は
、
同
意
に
基
づ
く
男
性
間
の
性
的
行
為
を
非
犯
罪
化

す
る
「
刑
法
（
性
的
な
犯
罪
）
に
関
す
る
法
律
」（C

rim
inal Law

 (Sexual O
ffences) A

ct 1993

）
を
成
立
さ
せ
た
。
ち
な
み
に
、

D
avid N

orris

氏
は
、
も
と
も
と
ト
リ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
ダ
ブ
リ
ン
の
教
員
（
学
者
）
で
あ
っ
た
。
な
お
、
彼
は
現
在
、
上
院
議
員

で
あ
る
が
、
同
性
愛
者
で
あ
る
こ
と
を
公
言
し
、
こ
れ
に
関
連
す
る
差
別
撤
廃
を
求
め
て
活
動
を
続
け
て
い
る
。

（
50
）　H
am

ilton

高
等
法
院
長
は
、
同
判
決
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。「
本
件
で
は
、
原
告
が
そ
れ
ぞ
れ
、
憲
法
上
の
権
利
侵
害
、

権
限
の
濫
用
（abuse of pow

er

）
及
び
契
約
違
反
（breach of contract
）
を
根
拠
と
し
た
損
害
賠
償
を
求
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
起
き
た
場
合
、
国
家
組
織
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
市
民
の
個
人
的
な
権
利
を
尊
重
、
保
護
、
擁
護
に
あ
た
る
当
裁
判
所
に
お
い
て
、

原
告
が
利
用
で
き
る
唯
一
の
救
済
は
、
損
害
賠
償
で
あ
る
。
損
害
賠
償
は
、
補
填
的
、
加
重
的
、
懲
罰
的
な
も
の
で
あ
り
得
る
。」
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こ
の
よ
う
に
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
、
不
法
行
為
又
は
憲
法
上
の
権
利
違
反
に
対
す
る
損
害
賠
償
の
内
容
と
し
て
、
次
の
三
つ
の
内
容

が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、punitive dam

ages

とexem
plary dam

ages

と
は
同
義
で
あ
る
。

 
①
通
常
の
補
填
的
な
損
害
賠
償
（ordinary com

pensatory dam
ages

）

 
②
悪
質
な
行
為
に
よ
る
（
加
重
的
）
損
害
賠
償
（aggravated dam

ages

）

 

③
懲
罰
的
損
害
賠
償
（punitive or exem

plary dam
ages

）

 

　

日
本
で
は
、
③
の
懲
罰
的
損
害
賠
償
ま
で
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
（
最
二
小
判
平
成
九
・
七
・
一
一
民
集
五
一
巻
六
号
二
五
七
三
頁
）。

ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
で
も
、
同
様
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、M
osley v N

ew
s G

roup N
ew

spapers Ltd [2008] E
W

H
C

1777

判
決
は
、
い
か

な
る
損
害
賠
償
の
額
を
も
っ
て
し
て
も
原
告
が
被
っ
た
損
害
を
償
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
つ
つ
も
（
第
二
三
六
段
落
）、
懲
罰
的
損
害

賠
償
の
適
用
を
こ
の
分
野
に
広
げ
る
こ
と
、
ま
た
、「
抑
止
」（deterrence

）
に
直
接
向
け
ら
れ
た
付
加
的
要
素
を
損
害
賠
償
に
含
め
る

こ
と
に
つ
い
て
否
定
し
た
（
第
二
三
五
段
落
、
な
お
、
第
九
七
段
落
も
参
照
）。

（
51
）　[1991] 2 IR

 305.

（
52
）　[1994] 2 IR

 8.

（
53
）　[2005] IE

H
C

 180.

（
54
）　

イ
ギ
リ
ス
の
二
〇
一
三
年
名
誉
毀
損
法
二
条
で
は
、
表
現
が
真
実
で
あ
る
こ
と
が
抗
弁
と
な
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
（
岡
久
慶
「
イ
ギ

リ
ス
の
二
〇
一
三
年
名
誉
毀
損
法
」
外
国
の
立
法
二
六
一
号
（
二
〇
一
四
年
）
三
頁
を
参
照
）。
こ
の
二
〇
一
三
年
の
法
律
は
、
従
来
、

そ
れ
ま
で
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
委
ね
ら
れ
て
き
た
名
誉
毀
損
の
ル
ー
ル
を
中
心
と
し
て
法
典
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
真
実
性
の
抗
弁
に
つ
い

て
は
、「
事
実
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
」
名
誉
毀
損
罪
が
成
立
し
（
刑
法
二
三
〇
条
一
項
）、
真
実
性
の
証
明
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
の
み
で

は
抗
弁
事
由
と
は
な
ら
な
い
（
同
法
二
三
〇
条
の
二
第
一
項
）
日
本
の
制
度
と
は
異
な
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
法
律
は
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
に
は
全
く
適
用
さ
れ
ず
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
は
ほ
と
ん
ど
適
用
さ
れ
な
い
。

（
55
）　balance of convenience

と
は
、
通
常
、
暫
定
的
差
止
め
命
令
を
容
認
す
る
か
否
か
を
判
断
す
る
際
に
行
う
、
当
事
者
の
い
ず
れ
が

よ
り
不
利
益
、
不
都
合
（inconvenience

）
を
受
け
る
か
、
た
と
え
ば
、
訴
訟
の
結
果
は
い
か
な
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
か
、
原
告
勝

訴
が
見
込
ま
れ
る
が
現
段
階
で
暫
定
的
差
止
め
命
令
を
認
め
る
べ
き
か
と
い
う
事
項
に
関
す
る
衡
量
の
こ
と
を
い
う
。
こ
の
訳
語
は
難
し

い
が
、
以
上
の
説
明
か
ら
、
日
本
語
と
し
て
は
利
益
衡
量
と
す
る
の
が
最
も
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
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（
56
）　

看
護
長C

ogley

は
、
当
該
放
送
が
名
誉
毀
損
と
な
る
と
い
う
主
張
に
基
づ
い
て
、
暫
定
的
差
止
め
を
求
め
た
。

（
57
）　

こ
こ
で
い
う
中
間
的
救
済
と
は
、
暫
定
的
差
止
め
の
こ
と
を
指
し
て
お
り
、C

larke

裁
判
官
は
、
重
大
な
告
発
事
項
を
含
む
も
の
で

あ
る
こ
と
な
ど
を
理
由
と
し
て
、
原
告
の
請
求
を
認
め
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
58
）　[2007] IE

SC
 15.

（
59
）　[2002] E

W
C

A
 C

iv 337.

（
60
）　

こ
こ
で
は
、A

 v B
 Plc

判
決
の
次
の
よ
う
な
部
分
を
引
用
し
て
い
る
。

 

　
「
主
張
さ
れ
た
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
が
、
そ
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
作
り
上
げ
た
関
係
の
一
方
当
事
者
に
よ
っ
て
第
三
者
に
報
告
さ
れ
た

結
果
で
あ
る
場
合
に
は
よ
り
困
難
な
状
況
と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
二
人
の
人
間
が
婚
姻
外
で
性
的
な
関
係
を
共
有
し
て
場
合
に
は
、
重

要
な
要
素
と
な
る
。
仮
に
、
一
人
が
、
も
う
一
方
の
秘
密
保
持
の
権
利
に
影
響
を
与
え
る
一
〇
条
の
権
利
を
行
使
し
た
い
と
す
る
。
た
と

え
ば
、
情
報
が
、
二
人
の
間
に
性
的
な
関
係
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
一
人
が
、
も
う
一
方
の
同
意
な
く
、
メ
デ
ィ
ア
に
そ
の
関
係
を
伝
え

た
と
い
う
状
況
に
関
す
る
場
合
で
あ
る
。（
中
略
）
我
々
の
法
に
お
け
る
合
法
的
な
婚
姻
の
特
別
な
地
位
を
認
識
し
て
い
る
が
、
当
裁
判

所
は
、
本
件
の
目
的
の
た
め
、
現
在
存
在
す
る
幅
広
い
関
係
を
認
識
し
、
そ
れ
に
妥
当
な
重
要
性
が
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も

ち
ろ
ん
、
よ
り
安
定
し
た
関
係
に
対
し
て
は
、
よ
り
大
き
な
重
要
性
が
与
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。」

 

　

し
か
し
、H

errity

判
決
は
、
夫
婦
間
の
秘
密
の
暴
露
が
問
題
と
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
こ
のA

 v B
 Plc

判
決
の
引
用
は
必
ず

し
も
適
切
な
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
。

（
61
）　

M
eskell

判
決
は
、
公
営
企
業
が
被
告
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
憲
法
の
水
平
的
効
力
を
認
め
た
ケ
ー
ス
と
は
い
え
な
い
と
理

解
す
る
学
説
も
あ
る
（M

ichael Forde, ‘ W
ho C

an R
em

edy H
um

an R
ights A

buses? T
he ‘ State A

ction’  Q
uestion’  in K

. D
. 

E
w

ing, C
. A

. G
earty and B

. A
. H

epple, H
um

an R
ights and Labour Law

: E
ssays for Paul O

’ H
iggins (1994)221, 234

）。Forde

教
授
は
、
水
平
的
効
力
を
認
め
ず
と
も
、
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
理
論
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
憲
法
上
の
権
利
保
護
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
と
主
張
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
そ
の
後
のG

lover v B
LN

 Ltd [1973 ] IR
 388

な
ど
の
判
例
に
よ
っ
て
、
水
平
的
効
力
は

認
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
指
摘
も
あ
る
（C

olm
 O

’ C
inneide, ‘ Irish C

onstitutional Law
 and D

irect H
orizontal E

ffect-A
 Successful 

E
xperim

ent?’  213, 220-221, D
aw

n O
liver and Jörg Fedtke eds, H

um
an rights and the Private Sphere: A

 C
om

parative Study 

(R
outledge-C

avendish 2007)

）。O
’ C

inneide

教
授
は
、
水
平
的
効
力
と
い
う
観
点
か
ら
、M

eskell

判
決
の
曖
昧
性
、H

anrahan

判
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決
の
憲
法
適
用
に
関
す
る
制
限
的
、
保
守
的
態
度
に
つ
い
て
批
判
し
、
理
論
的
に
は
憲
法
を
間
接
的
に
適
用
し
て
水
平
的
効
力
を
認
め
る

べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

（
62
）　

Sibo B
anda ‘ T

aking Indirect H
orizontality Seriously in Ireland: A

 T
im

e to M
agnify the N

uance’  [2009] 31 D
ublin 

U
niversity Law

 Journal 263, 265-266.

 

　

水
平
的
効
力
に
関
す
る
直
接
的
、
間
接
的
の
議
論
は
、
憲
法
規
範
の
私
法
へ
の
導
入
方
法
に
着
目
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
規
範
の

実
体
的
拘
束
力
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
直
接
的
水
平
的
効
力
を
憲
法
上
の
権
利
に
早
い
段

階
か
ら
認
め
て
き
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
が
、
私
人
間
の
紛
争
に
お
い
て
憲
法
上
の
権
利
の
実
現
に
そ
の
論
理
が
生
か
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
が
（Ibid. at 276-280

）、
必
ず
し
も
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
。

（
63
）　http://archive.constitution.ie/reports/crg.pdf

（
64
）　B

inchy, ‘ M
eskell, T

he C
onstitution and Tort Law

’  at 367-368.

（
65
）　[2010] IE

H
C

 349.

（
66
）　[2005] 1 N

ZLR
 1.

（
67
）　[2013] IE

H
C

 104.

（
68
）　[1897] 2 Q

B
 57.

（
69
）　

亜
細
亜
法
学
第
五
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
八
年
）
一
頁
。

（
70
）　[1961] IR

 345.

（
71
）　[1965] IR

 70.

（
72
）　[1972] IR
 241.

（
73
）　

裁
判
長
で
あ
るÓ

 D
alaigh

裁
判
長
はW

alsh

裁
判
官
の
意
見
に
賛
同
し
、
ま
た
、
こ
の
判
決
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

B
udd

裁
判
官
も
、
同
様
にW

alsh

裁
判
官
の
意
見
に
賛
同
す
る
旨
を
裁
判
長
に
伝
え
、
そ
の
旨
が
判
決
文
で
示
さ
れ
て
い
る
。

（
74
）　B

inchy, ‘ M
eskell, T

he C
onstitution and Tort Law

’ at 340-347.

（
75
）　O

’ C
inneide

教
授
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
憲
法
上
の
権
利
の
多
く
が
国
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
憲
法
上
の
不
法
行
為
に
関
す
る

判
例
は
、
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
の
も
の
で
あ
っ
て
、
水
平
的
効
力
に
関
す
る
一
般
化
ル
ー
ル
を
確
立
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
要
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因
と
な
り
、M

eskell

判
決
後
の
判
例
で
も
、
憲
法
上
の
権
利
が
私
人
間
に
お
い
て
い
か
な
る
場
合
に
適
用
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
明
ら
か

に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
（C

olm
 O

’ C
inneide, ‘ Irish C

onstitutional Law
 and D

irect H
orizontal E

ffect-A
 

Successful E
xperim

ent?’  at 229

）。

（
76
）　

日
本
の
公
害
訴
訟
に
関
す
る
裁
判
例
で
も
、
原
告
の
立
証
責
任
が
被
告
に
転
換
す
る
こ
と
ま
で
は
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
あ
く
ま
で
も

間
接
事
実
か
ら
裁
判
官
が
因
果
関
係
の
存
在
を
推
認
す
る
こ
と
が
妨
げ
ら
れ
な
い
と
判
示
し
た
も
の
が
あ
る
（
新
潟
水
俣
病
事
件
、
新
潟

地
判
昭
和
四
六
・
九
・
二
九
判
例
時
報
六
四
二
号
九
六
頁
）。

（
77
）　[1988] IE

SC
 1.

 

　

“ A
 person m

ay of course in the absence of a com
m

on law
 or statutory cause of action, sue directly for breach of a 

constitutional right (see M
eskell v C

.I.E
. IR

 121); but w
hen he founds his action on an existing tort he is norm

ally 

confined to the lim
itations of that tort. It m

ight be different if it could be show
n that the tort in question is basically 

ineffective to protect his constitutional right.”

（
78
）　[1997] IE

H
C

 212.

（
79
）　

そ
の
ほ
か
にH

anrahan

命
題
を
維
持
し
て
い
る
判
例
と
し
て
、L. O

’ K
 v L.H

 &
 O

rs 

高
等
法
院
判
決
（[2006] IE

H
C

 13 

）
が
あ
る
。

こ
の
事
件
で
は
、
以
前
通
っ
て
い
た
学
校
長
か
ら
性
的
被
害
を
受
け
た
（
こ
の
事
実
の
存
在
に
つ
い
て
は
争
わ
れ
て
い
な
い
）
女
性
が
、

こ
の
学
校
長
、
文
部
科
学
大
臣
（M

inister for E
ducation and Science

）、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
法
務
長
官
に
対
し
て
損
害
賠
償
を
請
求

し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
事
件
に
対
し
て
、deValera

裁
判
官
は
、
文
部
科
学
大
臣
以
下
の
被
告
へ
の
代
理
責
任
（vicarious 

liability

）
の
追
及
は
、
既
存
の
不
法
行
為
法
を
適
用
す
る
と
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
が
、W

 v Ireland (N
o 2)

のC
ostello

高
等

法
院
長
が
示
し
た
「
既
存
の
法
が
憲
法
上
の
権
利
を
保
護
し
て
い
る
場
合
、
憲
法
上
の
権
利
違
反
の
訴
訟
は
提
起
で
き
な
い
」
と
い
う
説

示
に
従
う
と
判
示
し
た
。

（
80
）　

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
憲
法
判
例
に
お
い
て
、
誰
を
被
告
と
す
る
か
に
つ
い
て
時
折
混
乱
が
見
ら
れ
る
。
か
つ
て
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
被

告
と
す
る
こ
と
が
不
適
切
で
あ
る
と
考
え
る
裁
判
官
も
存
在
し
た
が
、
現
在
で
は
、
そ
う
考
え
る
裁
判
官
は
か
な
り
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
政
府
（the G

overnm
ent of Ireland

）
と
は
、
行
政
権
の
執
行
権
限
及
び
そ
の
責
任
を
有
す
る
内
閣
を
指
し
て

い
る
。
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（
81
）　C

ostello

高
等
法
院
長
は
、
こ
う
し
た
例
と
し
て
、
私
有
財
産
に
対
す
る
権
利
が
ト
レ
ス
パ
ス
を
禁
じ
る
法
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
、
そ

の
権
利
の
享
有
は
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
を
禁
じ
る
法
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
、
そ
の
権
利
の
侵
害
に
対
す
る
救
済
が
差
止
め
や
損
害
賠
償
訴
訟
と

い
う
手
段
を
通
じ
て
提
供
さ
れ
、
強
制
収
用
及
び
遺
言
に
よ
る
処
分
の
制
約
と
い
う
形
で
、
そ
の
権
利
行
使
に
対
す
る
制
約
が
法
で
定
め

ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
あ
げ
た
。

（
82
）　[1997] 2 IR

 531.

（
83
）　

結
局
、C

ostello

高
等
法
院
長
は
、
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
に
つ
い
てW

ard

判
決
に
従
っ
て
判
断
す
る
と
、
本
件
は
近
接
性
の
要
件
を
欠

い
て
い
る
と
し
、
さ
ら
に
、
一
九
六
五
年
（
改
正
）
犯
人
引
渡
し
法
（E

xtradition A
ct 1965 (as am

ended)

）
は
、
法
務
大
臣
に
対
し

て
、
国
外
追
放
の
要
請
を
審
議
す
る
義
務
及
び
そ
れ
を
速
や
か
に
行
う
義
務
を
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
課
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
結
論
に
は
差
し

迫
っ
た
公
共
の
利
益
が
あ
る
と
し
、
ま
た
、
憲
法
も
同
様
の
義
務
を
課
し
て
い
な
い
と
し
、
原
告
の
請
求
を
認
め
な
か
っ
た
。

（
84
）　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
以
外
の
分
野
に
お
い
て
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
や
制
定
法
に
よ
る
救
済
を
欠
い
て
い
る
場
合
に
憲
法
上
の
権
利
違
反
に
対

す
る
損
害
賠
償
を
認
め
た
ケ
ー
ス
と
し
て
、K

earney v T
he M

inister for Justice [1986] IR
 116

（
刑
務
官
が
刑
務
所
に
収
監
さ
れ
て

い
た
原
告
宛
の
手
紙
を
原
告
に
届
け
な
か
っ
た
こ
と
が
憲
法
上
の
通
信
の
権
利
に
違
反
す
る
と
さ
れ
た
判
決
）
を
参
照
。

（
85
）　Suprem

e C
ourt, 30 N

ovem
ber 1994.

（
86
）　[2007] 4 IR

 587.

（
87
）　

こ
の
事
件
は
、
判
例
集
に
搭
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、B

inchy 

教
授
の
論
稿
を
そ
の
ま
ま
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
（B

inchy, 

‘ M
eskell, T

he C
onstitution and Tort Law

’  at 353
）。

（
88
）　[1992] 2 IR

 333 (SC
).

（
89
）　

こ
の
事
件
で
は
、
配
偶
者
権
の
喪
失
に
つ
い
て
の
原
告
適
格
が
夫
の
み
に
与
え
ら
れ
て
妻
に
与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
、
平
等

原
則
と
の
関
係
で
問
題
で
あ
っ
た
た
め
、
一
九
三
七
年
憲
法
第
五
〇
条
に
従
っ
て
、
同
憲
法
下
に
は
移
行
さ
れ
ず
、
国
家
法
の
一
部
を
構

成
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
に
つ
い
て
争
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
のM

cK
inley

事
件
ま
で
、
こ
の
訴
訟
原
因
の
合
憲
性
は
、

Spaight v D
undon [1961] IR

 201

判
決
（
配
偶
者
権
の
喪
失
と
い
う
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
権
利
を
確
認
し
た
判
決
）
で
も
、
ま
た
、
そ

れ
以
外
の
判
決
で
も
、
最
高
裁
で
争
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

（
90
）　

他
の
例
外
的
な
ケ
ー
ス
と
し
て
、H

unter v D
uckw

orth &
 C

o Ltd [2003] IE
H

C
 81 

で
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
名
誉
毀
損
の
原
則
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が
、
憲
法
第
四
〇
条
六
項
一
号
の
重
要
性
に
鑑
み
て
解
釈
さ
れ
て
き
た
と
判
示
し
た
も
の
が
あ
る
。

（
91
）　B

inchy, ‘ M
eskell, T

he C
onstitution and Tort Law

’  at 350-351.
（
92
）　B

anda

教
授
は
、
既
存
の
不
法
行
為
の
制
約
に
服
す
る
と
い
う
命
題
に
つ
い
て
、
あ
く
ま
で
も
当
該
事
件
の
事
実
関
係
と
法
的
な
争
点

と
の
関
係
で
理
解
す
べ
き
で
あ
り
、
司
法
が
不
法
行
為
の
修
正
を
国
会
に
謙
譲
し
、
自
ら
行
う
こ
と
を
全
般
的
に
否
定
す
る
も
の
と
し
て

こ
の
命
題
を
理
解
す
べ
き
で
は
な
い
│
│
よ
っ
て
、B

anda

教
授
の
見
解
に
従
え
ば
、
こ
こ
で
第
一
命
題

4

4

と
い
う
用
語
を
使
用
す
る
こ
と

は
不
適
切
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
│
│
と
い
う
と
主
張
し
て
い
る
（B

anda, ‘ Taking Indirect H
orizontality Seriously in Ireland: A

 

T
im

e to M
agnify the N

uance’  at 272-276

）。
確
か
に
、
こ
の
部
分
の
論
旨
は
や
や
入
り
組
ん
で
お
り
、
か
つ
、
立
証
責
任
の
転
換
を

否
定
す
る
文
脈
で
語
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
部
分
は
一
般
論
と
し
て
通
用
す
る
形
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

（
93
）　B

inchy, ‘ M
eskell, T

he C
onstitution and Tort Law

’  at 353.

 

　

ま
た
、B

inchy

教
授
は
、
原
告
の
事
件
が
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
既
存
の
不
法
行
為
が
存
在
す
る
と
い
う
類
型
に
分
類
さ
れ
た
場
合
、

そ
の
不
法
行
為
の
訴
訟
原
因
に
よ
っ
て
は
、
完
全
な
憲
法
上
の
保
護
を
図
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
不
法
行
為
が
「
基
本
的
に
役
に
立
た

な
い
」
こ
と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
憲
法
上
の
救
済
を
受
け
ら
れ
な
い
た
め
、
原
告
に
と
っ
て
不
利
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
。

 

　

確
か
に
、
理
屈
の
う
え
で
は
、
既
存
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
よ
る
救
済
手
段
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
が
「
基
本
的
に
役
に
立
た
な
い
」

こ
と
の
証
明
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
証
明
に
失
敗
し
て
も
、
そ
の
既
存
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー

に
よ
る
救
済
が
十
分
か
否
か
は
そ
の
救
済
が
憲
法
上
の
権
利
保
護
を
十
全
に
図
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
精
査
し
な
け
れ
ば
わ
か

ら
な
い
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
必
ず
し
も
、
原
告
が
不
利
に
な
る
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

 

　

ま
た
、
判
例
がH

anrahan

判
決
の
適
用
に
関
し
て
一
貫
性
が
な
い
以
上
、
原
告
と
し
て
は
、
憲
法
上
の
権
利
侵
害
に
よ
る
救
済
と
コ

モ
ン
・
ロ
ー
上
の
そ
れ
の
双
方
が
主
張
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
い
ず
れ
の
法
律
構
成
も
主
張
し
て
お
け
ば
良
く
、
こ
れ
は
法
律
問
題
に
す

ぎ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
原
告
の
負
担
が
過
大
に
な
る
と
は
い
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
94
）　B

anda

教
授
は
、
第
一
次
的
に
は
国
会
の
立
法
に
委
ね
る
べ
き
で
あ
る
と
い
うH

anrahan

判
決
の
判
旨
を
、
当
該
事
件
の
み
な
ら
ず

あ
ら
ゆ
る
ケ
ー
ス
に
当
て
は
ま
る
と
理
解
す
れ
ば
、
憲
法
の
水
平
的
効
力
を
認
め
た
と
し
て
も
、
司
法
に
よ
る
救
済
の
範
囲
が
非
常
に
狭

ま
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
事
例
判
断
的
な
も
の
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
（B

anda, ‘ Taking Indirect H
orizontality 
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Seriously in Ireland: A

 T
im

e to M
agnify the N

uance’  at 268-276

）。
し
か
し
、
こ
の
部
分
の
判
旨
は
、
そ
の
内
容
か
ら
い
っ
て
、

こ
の
事
件
に
の
み
適
用
さ
れ
る
と
考
え
る
こ
と
は
無
理
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
一
般
論
、
原
則
論
と
し
て
、
法
の
欠
缺
や
瑕

疵
が
あ
っ
た
場
合
に
司
法
で
は
な
く
第
一
次
的
に
は
国
会
に
そ
の
修
正
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
例
を
と
っ
て
み
て

も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
包
括
的
か
つ
確
実
な
権
利
保
障
の
実
現
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
根
拠
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
95
）　B

inchy, ‘ M
eskell, T

he C
onstitution and Tort Law

’  at 354-355.

（
96
）　[2000] IE

H
C

 130.

（
97
）　B

inchy, ‘ M
eskell, T

he C
onstitution and Tort Law

’  at 356.

（
98
）　B

anda, ‘ Taking Indirect H
orizontality Seriously in Ireland: A

 T
im

e to M
agnify the N

uance’ at 266 .

（
99
）　

も
っ
と
も
、
被
害
者
の
救
済
が
確
実
に
な
さ
れ
れ
ば
良
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
こ
と
が
担
保
さ
れ
て
い
る
限
り
、
こ
の
命
題
を
維
持

す
る
こ
と
に
論
理
的
な
問
題
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
。
同
旨
の
見
解
と
し
て
、B

anda, ‘ Taking Indirect H
orizontality Seriously in 

Ireland: A
 T

im
e to M

agnify the N
uance’ at 274

を
参
照
。

（
100
）　

M
cD

onnell v Ireland [1998] 1 IR
 134

の
最
高
裁
判
決
で
、K

eane

裁
判
官
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
不
法
行
為
法
は
、
歴
史
的
に
、
立
法

の
支
え
が
な
く
て
も
、
変
化
す
る
社
会
状
況
に
適
応
す
る
柔
軟
性
と
能
力
を
有
す
る
こ
と
を
何
世
紀
に
も
渡
っ
て
示
し
て
き
た
の
で
あ
り
、

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
憲
法
が
一
九
三
七
年
に
制
定
さ
れ
た
際
、
違
法
行
為
を
正
す
た
め
の
明
白
な
法
律
文
書
と
な
っ
た
と
述
べ
た
（
一

五
七
頁
）。

（
101
）　

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
、
一
般
的
に
、
実
際
に
物
事
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
以
上
、「
ま
あ
い
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
雰
囲
気
が
あ
る
。

彼
ら
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
は
、
実
践
的
で
物
事
を
あ
ま
り
突
き
詰
め
よ
う
と
し
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
が
司
法
に
携
わ
る
人
間
に
ま
で
反

映
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
別
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
司
法
も
そ
の
国
民
が
動
か
す
も
の
で
あ
る
以
上
、
そ
の
国
民
性
と
無
縁
で
は

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
102
）　

こ
のSullivan

事
件
で
は
、
憲
法
を
持
ち
出
さ
ず
と
も
欧
州
人
権
規
約
法
八
条
違
反
に
よ
っ
て
も
処
理
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
い

う
疑
問
が
あ
る
。H

anrahan

判
決
に
従
え
ば
、
欧
州
人
権
規
約
法
も
制
定
法
で
あ
る
か
ら
、
ま
ず
、
こ
の
法
律
に
よ
る
解
決
が
「
基
本

的
に
役
に
立
た
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。

（
103
）　B

inchy, ‘ M
eskell, T

he C
onstitution and Tort Law

’  at 348.


